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ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ



　きっ子は、あんどろいどであります。

　あんどろいどは、人間ににせて作られた、機械であります。きっ子は人間でないです。

　きっ子にはお姉さんがいるであります。ヘンシェルとフォルゴーレです。ヘンシェルは好きだけど、フォルゴーレはいじわるなので、好きではないであります。

　あんどろいどなのに、お姉さんがいるのは変でありますか？　でもきっこは、お姉さんがいてよかったです。あんどろいどは、お父さんもお母さんもいないでありますから、お姉さんがいてよかったです。

　でもいちばん好きなのは、へーかです。きっ子の大好きな大好きな人であります。

　へーかは、あんどろいどのきっ子を見つけてくれたであります。きっ子にとてもやさしくしてくれるであります。きっ子はへーかが大好きであります。

　きっ子はへーかと、ヘンシェルと、ずっといっしょにいたいであります。

　へーかの赤ちゃんもほしいであります。

　あんどろいどの赤ちゃんは、どうしたらできるでありますか？　人間でないと、ダメでありますか？　いつか、きっ子も、人間になれるでありますか？

　へーかの名前は、市いちヶが谷やけい一であります。きっ子と同じ、いおうじま学園の二年生であります！



    

  
    
      


第１章　姉さん、じゃましないでほしいデス！



　どこまでもどこまでも青い空。

　そして空の青を映した、果てしなく広がる海。

　そんなありきたりの言葉が、しかしいちばんよく似合う南太平洋の暖かな空と海だ。

　豊かな海に囲まれて連なる島影がある。

　その一つ、珊さん瑚ご礁しようが作り出す浅瀬が海の青を薄くする中に、その島はあった。

　次々打ち寄せる波が、海岸線を白く飾り立てる。金色の砂と、陸地のほとんどを占めるジャングルの緑。

　鮮やかなコントラストに彩られて海の上に浮かぶ常夏の島。それがマリアナ諸島の一角を占める夷い皇おう島じまだった。
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「泳がないの？　市いちヶが谷やくん」

　え？　と市ヶ谷馨けい一いちが顔を上げると、すぐ真上に大おお崎さきゆひの顔があった。

「ゆひ、ちゃん？」

　一瞬、ドキッ、とした。

　逆光のシルエットの中に、ゆひの水着姿が浮かび上がっている。

　おとなしい、紺のワンピース。エッジに白のパイピングが施されている。

　胸元も、レッグカットも、少しも大胆ではない。なのに、なだらかな胸の膨らみや、むき出しの太ふと腿ももについ目が行きそうになって、馨一はあわてて目を逸そらせた。

　真昼のビーチ。

　たまには、みんなで泳ぎに行きませんか？　と言い出したのは、華道部の部長、田た町まち由ゆ佳か里りだった。そんな提案に全員が賛成したのは、まだ四月というのに三十度を超える、ここのところ続いた島の、気温の上昇にあったのは間違いない。

「うん。だって、これだし」

　苦笑する馨一が視線を巡らせた先には、

「どーせ、きっ子は重いであります。重いから泳げないであります！」

　口を尖とがらせながら、馨一の傍らでペタペタと砂を固めているきっ子がいた。ブルーのスクール水着が似合いすぎな体形は全体にメリハリのない幼児型。

　そしてきっ子が砂を盛り上げているものとは……。

「あの～、きっ子、もうそろそろ出たいんだけど」

「ダメ、であります。へーかはきっ子とあそんでくれるって、言ったであります」

　そう。馨一は顔を残してすっかり砂の中に埋もれているのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　身体からだの上にはきっ子が盛った砂がこんもりと山になっている。わざわざ馨けい一いちの身体の上に、砂でお城を作っているのだ。これでは動こうにも動けない。

　確かに、泳げないきっ子と遊ぶ、とは言ったのだが。

　きっ子は陸上型アンドロイドだ。

　身長百五十センチと小さいものの、装甲の施されたボディは体重九十九キロにもなってしまう。

　これでは泳げるはずがない。

「泳がないなら、みんなでビーチバレーでもしませんか？」

　そう言ってくれるのは、由ゆ佳か里りだった。意外にも大胆なレインボーカラーのビキニ。馨一はつい目が惹ひき付けられそうになるのを、頭を振って強引に振り払う。

「きっ子。由佳里さんがああ言ってくれたんだ。ビーチバレーならいいだろ？」

「由佳里が言うなら、いいであります。へーかもするであります、びーちばれー」

「よし……と、出れない……」

　さっそく馨一は砂から出ようとしたものの、砂が重くて身体が起こせない。

「あは、市いちヶが谷やくん、おかしい！」

「え？　はは、は」

　ゆひに合わせて、つい気の抜けた笑いを漏らす馨一。

　けっきょく、由佳里やゆひに手伝ってもらって、ようやく砂から出ることができた。

「どれだけ砂を盛ったんだよ、きっ子……」

「でもへーか、びーちばれーって、なんでありますか？　ビーチで、バレエ踊るでありますか？　きっ子、バレエ、できないであります」

「いや、きっ子、違う……」



「ほお～……いいねえ～」

　つぶやくのは発明部の部長代理、流ながれ山やまだ。その傍らには名誉部長の九く品ほん仏ぶつ。二人とも海パン姿でいままで砂浜に寝転がっていたのだが。

「部長ォ、静止画もいいけど、動画はやっぱり違いますなァ！」

　手にしたオペラグラスを目に当てて言う。隣の九品仏も同じタイプのオペラグラスを目に、無言で見つめていた。

　見る先は、もちろん、円陣ビーチバレーに興じる由ゆ佳か里り、ゆひ、きっ子の三人だ。

「弾むなァ……由佳里さん」

「……」

　無言でコクコク頷うなずく九品仏。以下、同様の会話（？）が続く。

「どこも弾まないなァ、きっ子ちゃん」

「……（コクコク）」

「ゆひちゃんの中途半端な発育に、日本人を感じますなァ」

「……（コクコクコク！）」

　じつは普通のオペラグラスと見えて、二十倍もの倍率に改造した特製なのだ。二十倍といえば、月のクレーターも観察できるほど。この場合、水着の柄や皺しわ、睫まつ毛げの一本一本まで数えられるほどの性能と言える。

　ちなみに通常のオペラグラスの倍率は、せいぜい二～三倍、というところだろう。

「こら、なにやってるの」

　そんな二人からサッ、と改造オペラグラスを取り上げるのは、

「あ、響きよ織う子こさん」

　やはり華道部の副部長、上うえ野の響織子だった。紺地に黒のサイドラインの入った競泳用の水着、というチョイスは、なにごともソツなくこなす響織子にふさわしい。

「見ているだけじゃなくて、いっしょにやったほうが楽しいだろ。ほらほら」

「いやー、我々はおもに鑑賞が趣味……あ、はいはい。行きます行きますよォ」



「あれ、ヘンシェルは、泳がないの？」

　身体からだ中についた砂を海で落としてから、と円陣バレーにまだ加わっていない馨けい一いちは、波打ち際にひとりでいるヘンシェルの姿を見つけた。

「わたしは、海仕様ではないからな」

　ヘンシェルは着替えてもいない。

　いつもの制服……夷い皇おう島じま学園のセーラーカラーのものとは違う、ブラウスにタイ、チェックのミニスカートという出いで立ちだった。

　靴は脱いで、素足を出している。いつもはニーソックスに隠されている白くて真まっ直すぐな脚が眩まぶしい。手には、両手握りの柄の長い洋剣、エストクを握っていた。

「でも、まえは泳いだり……そうだ。泳ぐのが苦手なら、みんなビーチバレーやってるから、いっしょにやれば……」

　馨けい一いちの言葉に、ヘンシェルは横顔を向けたままかすかに頷うなずいた。

　ヘンシェルは航空型アンドロイド。空を飛ぶことと、数秒間の間、通常の十倍もの速さで動くことのできる行動加速装置が体内に仕込まれている。

　ヘンシェル……どうしてみんなといっしょに遊ばないんだろう。

　そう思いつつ、馨一は砂を落とすために海の中へ入った。バシャバシャと水を身体からだにかける。

「髪の毛まで砂ついてるな。もっと洗わないとダメか」

　さらに沖へ進む。胸の深さ、ほどのところまで来ると、馨一は岸のほうを振り返った。ヘンシェルがポツン、とたたずんでいるのが見えた。

「やっぱり、何かあったのかな。あとで、聞いてみないと」

　とりあえず、ザバッ、と頭まで潜った。
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「フフ～ん。ひとりで来たデスね、アモーレダーリン……さあ、ミ私といっしょに行くデスよ」

　ポチャ……と水面から浮き上がる顔。漆黒の瞳ひとみがじっと馨一を見つめている。

　褐色の肌に、妖あやしくうねる濃緑色の長い髪。

　海洋型アンドロイドのフォルゴーレだ。

　ヘンシェル、フォルゴーレ、きっ子の三人は、もともとは基本設計を同じくするいわばアンドロイドの姉妹だった。オリジナルは、約六十年前のナチス・ドイツのアンドロイド兵士計画にまで遡さかのぼる。

　当時、アンドロイド兵士は戦局を打開する秘密兵器として開発され、設計図とサンプルが同盟国の日本とイタリアへ渡って、陸上型と海洋型のアンドロイドタイプとなった。

　そしてその計画を引き継いだのが、南米アルゼンチンに本拠地を持つネオ・ナチ組織真紅の十字クロイツ・ロツサだった。もとは、ヘンシェルもネオ・ナチ組織によって作られたのだ。彼らがこの夷皇島に大きな関心を持っていることは、ヘンシェルやフォルゴーレを送り込んできたり、きっ子を奪おうとしたことでも証明できる。

「この学園スクオラに来てそろそろ半年以上デス。もう遊びは止やめネ。こんなところ、早くさよならしたいデス」

　チャプ……。波間に姿を消すフォルゴーレ。

　潜水したまま、馨けい一いちに近づく。

　フォルゴーレは水中で三十ノット以上の高速を出すことができる。原子力潜水艦並みの能力といっていい。

　水の中では無敵のフォルゴーレには、人間ひとりを襲うことくらい、じつに簡単なことだ。気づかない馨一に、数十センチの距離にまで近づく。

　スルスルと髪を伸ばした。

　フォルゴーレの髪には、数十本に一本の割合で、自在に動く超鋼製ワイヤーが入っている。この機能を使って、髪を手のように使ったり、物をつかんだりということもできるのだ。

「さあ、やるデスよ……」

　伸ばした髪で馨一をいっきに絡め取る、という寸前……。

　ザバッ、と、突然水の中に顔まで潜った馨一と、目の前にいたフォルゴーレの目が、合った。

「フォ、ル……!?」

「馨……一。アハ」

　とっさに笑顔を作っても、馨一の驚きはごまかせない。

「ぶえっ！　ゴホッ、ゴホ！」

　思わず水を飲んでしまった馨一が海面上に顔を出したのと、その身体からだにフォルゴーレの髪が絡みつくのが同時だった。

「わああっ！　フォル……がはっ！」

　強い力で水中へ引っ張り込まれる。馨一は懸命に水面を叩たたくようにして抵抗するが、水の中でフォルゴーレに敵かなう者はいない。

　ダバッ！　頭まで水の中へ没してしまった。こうなると声も届かない。

「馨一、ようこそデス。さあ、ミ私といっしょに行くデスよ」

「（や、やめろ、フォル！）！」

　身体に絡みつく髪だけでなく、フォルゴーレに抱かれるようにして、馨一は海の奥へ、沖へとすごい速さで連れ去られつつあった。
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　海での馨一の異変に気づいたのはヘンシェルだけだった。

　ほかのみんなはビーチバレーに興じている。きっ子もその中にいた。

「あれは」

　突然、馨一が暴れるような仕草をしたあと、声も出さずに海中へ没してしまった。そして顔を出さない。

「ケーイチ！」

　ヘンシェルはとっさに自らのブラウスを乱暴に脱ぎ捨てた。ボタンのいくつかが弾はじける音がする。ミニスカートも脱ぐ。

　その下に現れたのは、陽ひに透けるような真っ白い肌。そして白い肌をさらに引き立てる白のビキニ。

　水着はしっかり、服の下に着ていたのだ。

　剣をつかむと、背中のハッチからジェットノズルを開放する。シャッ、と一瞬で伸びる翼。そのままターボファンを噴ふかし、一気に空へ舞い上がった。



「ぬはっ♪　ここまで来れば、もう楽勝ネ！」

　すでに岸からかなり離れている。もう隠れることも不要、とばかり、フォルゴーレは水面に浮かび上がった。

「ぷは！　……フォル、おまえ！」

　フォルゴーレの腕を払いながら馨けい一いちが叫ぶ。

　しかし、超鋼製ワイヤーの入った髪はビクともしない。相変わらずフォルゴーレの髪に馨一の身体からだのほとんどは絡め取られている。

「馨一、仲良くするネ。ミ私がやさしくしてあげるデス」

　フォルゴーレはわざとらしいポーズを取ると、ニッと笑って見せた。

「あ、また！」

　何も身につけていないフォルゴーレの身体を見せ付けられて、馨一は思わず目を逸そらした。

「アハ、見ていいデスよ、馨一。どうせヘンシェル姉さんソレツラに、気の利いたことなんかしてもらってないんでショ？　ミがうんと楽しいこと、してあげるデス！」

　フォルゴーレの水中推進メカは、背中の吸水スリットから取り入れた水を体内のタービンで加速して腰のスリットから排出、推進力とする。つまり、水着なんか着ていられないし、フォルゴーレはもともとそういうのを気にしないタチだ。

「いい！　っていうか、いらん！　離せ！　どこへ連れていく気だ！」

「とってもいいところデスよ。アハハ、アモーレダーリンもつかまえたし、大手柄！　大金的ネ！　ミ、パパのよろこぶ顔が見られるデス」

　パパ、とは、フォルゴーレを作ったネオ・ナチのメレンゲ博士のことだ。ヘンシェルの製作者でもある。

「大金星だろ！　うぷっ！」

　ときおり波に顔を洗われながら、馨一が叫ぶ。

　なんとか逃れようともがくが、強度に優れる超鋼製ワイヤーの入ったフォルゴーレの髪を素手で切れるはずがない。

　海岸からの距離は数キロに広がっていた。ここから岸へ泳ぎ着くだけの泳力は馨一にはない。だいたい、足の届かない深みになど、ほとんど行ったことはないのだ。

　いよいよ本格的に、沖の小島に向けてフォルゴーレが速度を上げよう、としたときだ。

　ザンッ!!

　逆落としに飛び込んできた影が、フォルゴーレと馨けい一いちの間を分けた。

　瞬間、張力を失うフォルゴーレの髪。それは鋭い剣で一瞬にして断ち切られていた。

「ぶ、うぉ！　……ヘンシェル！」

　水を吐き出しながら、馨一が叫ぶ。

　飛び散る飛ひ沫まつが光にきらめく中、鳥のように翼を広げたヘンシェルがそこにいた。

　上空から馨一とフォルゴーレを見つけたヘンシェルは、数百メートルを垂直にダイブして、剣でフォルゴーレの髪を切断したのだ。

「ケーイチ！」

　ヘンシェルが手を差し伸べる。馨一はその手をつかんだ。ヘンシェルの目が馨一を真まっ直すぐに見ると、小さく頷うなずいた。

「行く」

　そのまま加速した。海面すれすれを、ゆっくりと飛ぶ。こうすることで、手をつかんだ馨一を曳えい航こうしようというのだ。

　ヘンシェルの飛行は基本的に翼で揚力を発生させるもので、ヘリコプターのような空中停止、ホバリングは得意ではない。あっと言う間に体内の電力を消費してしまう。

　もともと、全力飛行は十分程度、滑空などを多用して、一時間くらいが限度なのだ。ペイロードも同じで、とても人間ひとりは持ち上がらない。こうして手を引くのがせいいっぱいだった。

「また姉さんソレツラデスか！　ミ私のじゃまばかりして！　ウザいデス！」

　フォルゴーレがヘンシェルに向かって拳こぶしを向けた。手の甲がせり上がる。

　水圧弾。

　腕に仕込まれた砲身から数十ｃｃの水を、超高圧で飛ばすというフォルゴーレの第二の武器だった。水といっても、超高圧をかけた液体は岩をも砕くことができる。威力の調整は可能だが、まともに人間に当たれば大怪け我がをしかねない。

　一発、二発。ヘンシェルはかろうじて避けるが、馨一を連れたままでは機敏な機動はできない。とうとう三発目でとらえられる。

　バシュッ！

　水が当たったとは思えない、大きく、硬い音。ヘンシェルのわき腹に当たったらしい。思わず、苦痛に顔がゆがむ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ほらほら、まだ行くデスよ」

　水の中なら、水圧弾に限りはない。電力の続く限り、無数に撃つことができるのだ。

「……！」

　次々と、腿ももや腕に被弾して、ヘンシェルの姿勢が崩れた。海に落ちそうになる。

「ダメだ、ヘンシェル、ぼくにはかまわないで！　少しなら浮いていられる。フォルに反撃を！」

「いいえ、こんなところで手を離したら、もう二度とつかめないかもしれない」

　ヘンシェルの言うとおりだった。フォルゴーレにさんざん引き回された馨けい一いちは体力をあらかた使いきっていた。そのまま沈んで、二度と浮かび上がって来れないかもしれない。

「でも、キミが！」

「だいじょうぶ。スピードを上げる。しっかりつかまって！」

　そう言うと、急激に加速した。

　フォルゴーレも追ってこれない、時速六十～七十キロの速度。そうなると、もう海の中を進むのではなく、馨一の身体からだは水上スキーのように海面を滑るようになる。

「うぅぅ、うわわわわわああああ！」

　海岸まであと一キロ……。

「ハン、その程度の速度で！　偏差射撃デス！」

　動いているものを撃つのが偏差射撃だ。対象物の速度の分だけ、未来の位置へ向けて発砲しなくてはならない。フォルゴーレの中の生体コンピュータが、偏差データを弾はじき出し、デバイスへ入力される。

　パッ、パッ！

　水圧弾が連続で発射される。

　馨一のために手加減して全速力を出せないヘンシェルの身体に、正確に突き刺さった。

「くっ！」

　瞬間、飛行姿勢が乱れて海面と接触した。それが大きな抵抗となって、完全にバランスを崩してしまう。

　バッシャアアアアッ！

　ヘンシェルは大きな水しぶきとともに、海へ墜落した。

「ヘンシェル！　ヘンシェル！　だいじょうぶ、か!?」

　こんどは繋つないだ手を馨けい一いちがたぐりよせる番だった。ヘンシェルはなんとか気丈な笑みを見せる。

「すまない、ケーイチ、うまくできなかった」

「そんなこと！　それより、フォルのやつを……」

「そこまで、デス。姉さんソレツラ、馨一をこっちへ渡すデスよ」

　馨一たちから十メートルほどのところにフォルゴーレが浮上してきていた。突き出した両手の拳こぶしからは、水圧砲の砲身が覗のぞいている。

　これまで、か……！

　それでも馨一は、何か手はないかと必死に探した。

　岸まで、まだ一キロはある。足のつかないこの状態では沈まないようにするのがやっとだった。それすら限界に近づきつつある。

「だいじょうぶだ、ケーイチ」

「でも、ヘンシェルはもう飛べないんだろう。それに……」

　行動加速装置も、この水の中では役に立たない。

　そんな考えを察したのか、ヘンシェルが馨一の腕をつかむ手に力を込めた。

「わたしたちには、こういうときのための機能もあるのだから」

「わたし、たち……？」

　目の前のヘンシェルが微笑ほほえんでいる。それは、どんなときでも、この笑顔さえあればすべてを乗り切っていけそうな、そんな気持ちを呼び起こす、笑顔。

「こらー！　そこ！　さっさと降伏するデス！　なにをゴチャゴチャしゃべってるデスか！　いいかげんに……ん？」

　フォルゴーレの言葉が途切れた。とっさに身を翻す。

　バッ！　ダバァ!!

　たったいま、フォルゴーレがいた海面に大きな水柱が二つ立ち上がった。

「なんだ？」

　ふりそそぐスコールのような飛ひ沫まつを浴びながら、馨一があたりを見回す。

　何も見えない。どこから……？

「きっ子の過粒子ビーム砲だ。初速を抑えた、山なりの弾道で飛んできている」

「きっ子が？　どこに？」

「海岸にいる。きっ子は、あの子は泳げないからな」

　そうする間にも、次の砲弾が降ってきた。

「わぁ！」

　今度は馨けい一いちにも、わずかに光る弾道が見えた。そして弾着。さらに激しい水柱が、フォルゴーレの逃げた先を襲う。しかし、微妙に外しているのは威嚇射撃のつもりだろうか。

「な！　なんデス！　どうして！　もう、このお！」

　フォルゴーレも水圧弾を放つが、逃げながらでは照準はおぼつかない。的外れな方向へ飛んでいくだけだった。

「そうだ。照準だよ！　どうしてこんなに正確な……」

　きっ子もヘンシェルも、そしてフォルゴーレも、有視界戦闘を前提に作られている。数百キロ先を探知するようなレーダーシステムはない。一キロは有視界の範囲とも言えるが、それでも間近に馨一たちがいるところで正確にフォルゴーレだけを狙ねらえるとも思えない。

「データリンクだ」

「データ……それじゃあ!?」

　ヘンシェルが頷うなずく。

「きっ子とわたしには通信機能が備わっている。この場合、フォルにほど近い私がデータをきっ子に送り、そのデータをもとにきっ子が照準している」

　データリンク。現代の兵器では常識ともいえる、データの交換、入力を、ヘンシェルときっ子は可能にしているという。

「そうか！　でも、そんな機能、いつから」

「もともと備わっていたものらしい。わたしたちは同じシリーズだ。ただし、自分の中にある機能でも、気づいて使おうとしなければ使えない。気づいたのは最近だがな」

　データリンクのほかに、普通の通信としてメッセージを送りあうこともできた。しかしそれは非常時の場合、と決めている。のべつ、メッセージが流れてくるようでは、お互いに混乱する、というのが理由だった。

「同じシリーズ……じゃあ、フォルゴーレにも」

「ああ、あるはずだ。しかし彼女は気づいても私たちに回線を開こうとはしないだろう」

　それは言えている。

「たあ～、もう無理！　ここは撤退デス！」

　ザバッ、と水しぶきを上げながら、フォルゴーレがターン、そのまま水中に姿を消して行った。

「助かった……いや」

　まだだ。フォルゴーレはあきらめたとしても、馨一も、傷ついたヘンシェルも泳げそうにない。それに岸まではまだ一キロ……。

「……おーい！　市いちヶが谷やァ！　いま行くぞォ！」

　遠くからの声に振り向く。ゴムボートを懸命に漕こいでいる流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつが見えた。

「せ、先輩！　ここでーす！　そうか、先輩たちが」

　ヘンシェルの通信を受けたきっ子は、流ながれ山やまたちに伝えることも忘れなかったのだ。

　すぐにゴムボートに救助された馨けい一いちたちは、岸へ向かうことができた。近づくと、海岸で手を振っているきっ子の姿が見えた。



４



　ここは夷い皇おう島じま学園の中枢ともいえる、高等部生徒会の牙が城じよう、迎げい賓ひん館。さらにその中心、生徒会長有う楽らく町ちようリオナの執務室である。

　高度な学生自治が行われている夷皇島学園において、中等部から大学院まであるなか、なぜか実権は高等部のリオナが握っているのであった。その権勢は、自ら全権生徒会長を名乗るほどである。

「あー、もうムカつくデス！」

　そんなセレブな空間もおかまいなく、入ってくるなり、ドカッ、とソファーを蹴けりつけるフォルゴーレ。

「ひっ！」

　ソファーに掛けていためぐみが飛び上がった。

　執務室には、フォルゴーレとリオナのほか、副会長の高たか田だ黎れい、生徒会の行動隊ともいえる、風紀委員会の委員長、巣す鴨がもめぐみが集まっていた。とはいえ、特別、何かのために集まったのではなく、いつもの光景なのだが。

「ちょっと、そのソファー、おいくらだと思っていて？　何があったか知らないけれど、いいかげんにしてほしいわね」

　リオナが眉まゆを尖とがらせる。

　寝椅い子すにルーズに腰掛けて脚を投げ出し、ＤＶＤ鑑賞の真っ最中なのだ。たったいま蹴られたソファーには、お煎せん餅べいを抱えためぐみが。

「あ、あのー、いまのセリフ聞こえなかったんですけどー。リオナさま、巻き戻してもいいですかー？」

「ダメ」

「えー、さっきの草履の鼻緒の切れた娘さんに、甘いもの好きの侍がなんて言ったのか知りたいのにー」

「まったく、なにを見ているデスか！」

「『大坂百万両食い倒れ侍』……」

　ボソッ、とタイトルを告げるのは、背後のスツールに腰掛けた黎だ。いつものように、Ｂ５サブノート型のモバイルコンピュータの液晶モニターに見入っている。が、よく見るとそのモニターには、いま執務室の大型プラズマディスプレイに映っているのと同じ映画が、小さなウィンドウで表示されていた。わざわざＰＣのモニタで見るところが黎らしい。

「そんなくだらない映画みてる場合デスか！　しかも昼間から。だらしないネ。そのうえソファーの値段がどうとか。セコイデス！　こんなことだから、いつまでたっても華道部に勝てないネ！」

　フォルゴーレの一言で、室内の空気がいっきにドンと重くなる。

「あのね……」

　リオナが緩慢な動作で身体からだを起こす。眉み間けんにはイライラの縦皺じわが入っていた。

「ならあなたはどうなのかしら。ヘンシェルときっ子のアンドロイドは、自分が倒すって偉そうに言ってたのじゃなくて？　なのにどう？　なんだか今日もあのヘンシェルにしてやられた、っていう感じだけど」

「な、なんで知ってるデスか」

「そんなの、あなたの態度を見ればわかってよ。出て行くときは大威張りで、もうこんなところに帰ってこない、みたいなことまで言っておきながら、なに？」

「それは……うるさいデスね、細かいことにいちいちと！」

「とにかく、あなたがつまらないことをいろいろするたびに、生徒会の評判がガタ落ちなのよ。わたくしたちにも影響があるんですからね！」

「つまらないことって、何よ！　デス！」

「ひまつぶしに、と二年の水泳授業に出て、更衣室で暴れた」

　黎れいの抑揚のない言葉に、

「あれは、みんな発育が悪いから、計ってやろうとしたら、逃げ出したネ！」

「花壇のチューリップを踏みつけて全滅させた」

「それは……ちょっと足が滑っただけネ！」

「期末試験に大幅に遅刻してきたうえに、カンニング」

「ミ、ミは日本語がまだうまくないから、しかたないネ！　ああ、もう細かいデス！」

　黎がモバイルＰＣをクルッ、とこちらに向ける。モニターには学園の女子人気投票サイトが、表示されていた。

「何デスか、これ」

　それによると、一位は田た町まち由ゆ佳か里り。その順位の隣に、前回、前々回、という欄があり、どちらも一となっている。つまり、ずっと一位なのだ。

　二位はヘンシェル。そして上うえ野の響きよ織う子こなどが並び、リオナは……、

「二十二位よ！　まえに、十七位だったのが、また落ちてるじゃない！」

「私は、六位……」

「リオナさまー、あたしはー？」

「うるさい！　めぐみ、おまえは圏外！」

「三十五位」

「あー、まえよりちょっと上がってま……あぅ！」

　リオナの投げつけたスリッパがめぐみの顔面を直撃したのだ。

「おまえが上がってどうするのよ！　わたくしが下がってるっていうのに！」

　それでなくとも、由ゆ佳か里りに圧倒的に負けているという理由で、人気ランキングにはピリピリしているのだ。さらに下がったとあってはリオナの癇かん癪しやくが爆発するのも無理からぬところだった。黎れいにも負けているというのも微妙なのだが。

「ミ私、は何位デスか？　まあ、ヘンシェル姉さんソレツラが人気があるのは仕方ないデスけどね」

「二百二位」

「はア―――――――!?」

　フォルゴーレは黎のモバイルＰＣをひったくるように奪うと、画面を注視した。ピクピクと顔面が痙けい攣れんしている。髪がモァ～、と浮き上がった。

「うわあ、な、なんか激しく、怒って……」

「なんでミが二百位デスか！」

「二百二位」

「こんなに、キュートでプロポーションも抜群ネ！　胸だって、ほら！　何がいけないデス！　少なくとも、このみそっかすや！」

　めぐみを指差す。

「ＰＣオタクや、ヒステリー女より下ってどういうことデスか！」

　黎とリオナを次々罵ば倒とうしまくったあげく、

「あのピッコロガキんちよ、きっ子は何位……五位……!?」

　そこまで見て、今度はがっくりと首を垂れた。手から滑り落ちるモバイルＰＣを黎がそつなくキャッチする。

「とにかく！　あなたが何かすればするたび、生徒会の評判がガタ落ちなのよ！　なに？　ミがいれば華道部なんてすぐつぶしてやるデス！　とかなんとか言って、ぜんぜん逆効果じゃなくて!?」

「う」

　これまでフォルゴーレの下で小さくなっていたリオナたちの逆襲と言って良かった。

　サル山のボスも、ボスとしての威厳を保てなくなると自然に反逆される。海賊船の船長も、ベネフィットを部下にもたらせなければ反乱を防げない。

　まさに原始のオキテが、ここ生徒会でも証明された、と見えたのだが……。

「……う、う」

「あら。わかっていただけたかし……」

「うるせエエエエエ！　だったらなんだってんだコノヤロー!!　ミだってこんなとこ、いつまでもいたいわけじゃねーんだよオ！　ヘンシェル姉さんときっ子をぶっツブして、市いちヶが谷や馨けい一いちを確保したらいつでも帰ってやるってんだ!!　わかってんのか、この、ドチクショー!!」

　突然の逆ギレ。

　わっ、とフォルゴーレの髪が逆立ち、手当たり次第にあたりの物をつかんでは投げつける。テーブルの上のものをなぎ払い、ビュッ、と空を切ったかと思うと、カーテンが真っ二つに。

「きゃああああっ！」

「わあー、リオナさまー！」

「ソファー二百万、カーテン三十万、カップとソーサーのセットが三つ、十八万、テーブル五十万……」

　冷静に被害額を計算する黎れい。

　……一分後。ようやく怒りが収まったのか、フォルゴーレの髪が元に戻ったころには、優雅な執務室の中は空爆を受けたかのごとき惨状をていしていた。

「……プラズマディスプレイ百万、シャガールのレプリカ三十万」

「なんなのよ、もう！　めぐみ、わたくしの足を踏まないでって言ってるでしょ！」

「すいません、リオナさまー」

　テーブルの下にかろうじて避難したリオナたちがおそるおそる顔を上げたときだった。

　ピンポーン！

　意外に庶民的なチャイムの音ともに、執務室のドアが開いた。

「こんにちはー！　国際宅配便のフェリックスですー。フォルゴーレさんにお届け物にあがりましたー！」

　軽快な物言いとともに、キャップをかぶった若い男がひとり。ドア口に立っている。

「荷物？　ミ私に、デスか？」

「はい。ここに判子をお願いします」

「判子、そんなものないネ」

「じゃあ、サインでいいです」

　受け取り状を見てフォルゴーレは目を輝かせた。

「パパ！　パパからデス！」

　差出人はフォルゴーレの開発者、ネオ・ナチのメレンゲ博士からだった。しかし、ネオ・ナチの科学者が、どうどうと送り状に名前なんか書いていいのだろうか。

「パパ？」

　リオナが眉まゆをひそめる。まだテーブルの下に這はいつくばったままだった。

「パトロンですかねー。やらしーですねー、リオナさまー。きっとエッチなことしてなにかプレゼントを……」

「めぐみ、おまえは黙ってなさい！」

　宅配便の作業員によって運び込まれたのは、大型冷蔵庫ほどもある大きさの木箱だった。厳重に梱こん包ぽうされている。

「すごい、すごいデス！　パパはちゃんとミのことを憶おぼえていてくれたデス！　ミ、うれしいネ！」

「これ、なに？」

　いつのまにかテーブルの下から這い出ていた黎が、フォルゴーレに尋ねる。

「なにって、すごくいい物に決まってるデスよ。うーん……精密機器？」

　送り状の内容欄を見てつぶやく。黎れいが、箱に貼はり付けられていた大き目の封筒に気づいて剥はがした。

「あ！　勝手に触るな！　デス！　うー、なになに……これは保証書ネ！」

　最初に出てきた紙を投げ捨てる。次に教科書ほどもある冊子を手に取るとパラパラとめくった。

「うー、ドイツ語で書いてあるネ。……ふんふん……ン？　こ、これは!?」

「なによ、ドイツ語も読めるの、あの女？」

　外見は外人そのものでも、じつは英語が苦手なリオナが気に入らなそうに言う。

　とうのフォルゴーレは、説明書を一読するなり、得意満面、興奮して叫んだ。

「これデス！　これで、勝ったネ！　これで、ヘンシェル姉さんソレツラとピッコロガキんちよをやっつけてやるデス！　もう、ミ私たちの勝利は決まったネ！」

「へ？」

「へ、じゃないネ。そうとなったらさっそく準備するデス！　いいデスか。ミがヘンシェル姉さんたちを今度こそやっつけるネ。おまえたちは華道部をつぶす算段をしておけデス。これで一石二鳥ネ！」

　高らかに宣言するフォルゴーレ。

　どうやら事態は何度目かの、生徒会対華道部の全面対決となりつつあった。



    

  
    
      


第２章　きっ子に命令してください、であります
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　夷い皇おう島じま学園はすべての生徒が寮生活をする全寮制だが、例外は許されていた。

　生徒会が賓客用の宿泊施設である迎げい賓ひん館を使っているように、華道部は、正しよう儀ぎ院いんと呼ばれる儀ぎ典てん用の日本家屋に寄宿している。

　こうした特権は、伝統ある華道部が書院造りの正儀院の建物と庭を維持管理する、その報酬のようなものだった。そのためいまではすっかり華道部御ご殿てんと呼ばれている。こんなところも、華道部が生徒会に対抗する唯一の存在、と思われている理由でもあった。

　馨けい一いちたちの発明部は、華道部の日本庭園の隅にあった。

　もとはといえば正儀院の物置だったものが、部長の由ゆ佳か里りの好意で発明部に提供されているのだ。そのため形式的には、発明部の全員が華道部にも所属していた。

　寮にいれば食事は食堂でとることができる。

　華道部では、食事はすべて部員が持ち回りの当番で作るのだ。基本的に、いっしょに食事をする発明部の馨一たちも、もちろん当番の中に入っていた。



「ケーイチ、いないのかケーイチ」

　そろそろ夕方、というころ、夕食の当番を告げるためにヘンシェルは馨けい一いちを探していた。

　なにしろ華道部の部員は三十人。加えて馨一たち発明部が三人。三十人を超える食事の支度は大変である。食事当番は一班が五人で買出し、炊事などを分担するのだ。

　中庭や発明部の部室を尋ねたが誰だれもいない。

　ヘンシェルは御ご殿てんを出てあたりを見回した。聴覚デバイスの集音レベルを最大に高める。河原のほうから声が聞こえてきた。ヘンシェルは近くを流れる小川へ歩いて行った。

「……市いちヶが谷やァ、ピストンのほうはもうこれでいいぞォ」

「じゃあ、一度、組んでみましょうか。きっ子、クランクケースをこっちに」

「はいであります」

　小さな河原に机を置いて、その上に機械部品や工具がところ狭しと並べられている。椅い子すや、草の上に直接座って作業をしているのは、馨一、流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつの、発明部の全員。そしてきっ子がちょこんと馨一の側そばにいた。

「ケーイチ、ここにいたのか」

　ヘンシェルが声をかける。

「あ、ヘンシェルであります。ヘンシェルもひこーき、作るでありますか？」

　きっ子が言う。

　飛行機。飛行機作り。

　いま馨一たち発明部は、部をあげてのもっとも大きな課題、飛行機製作に挑戦している真っ最中だった。

　なにしろ物が大きいので、機体の製作は旧男子寮の食堂で。エンジンのレストアは部室や、こうして近くの空あき地などで行っている。溶剤を使ったりするので、華道部に迷惑をかけないための配慮だった。

　ヘンシェルももちろんこのことは知っていたが、学校や華道部のことが忙しくて最近はなかなか手伝うこともできずにいた。

「ピカピカだな」

　机の上に置かれたピストンを手に取る。金属の表面は鏡のように磨き上げられ、ヘンシェルの顔を映していた。ほかにも、コンロッドやシリンダーヘッド、カムなどが並んでいる。

「うん。ようやくここまで来たんだ。それで、一度エンジンを組んでみようかと思って。燃料を入れて試運転をして。ベンチマークテストをしなきゃ」

「なにしろ六十年以上まえのシロモノ、それも、九〇艦戦の寿一型エンジンだ。零れい戦せんの栄さかえエンジンの親父おやじにあたるようなエンジンだからなァ」

「何年も前に地質部が発掘してからずっとそのままだったっていうじゃないですか。部品ごとにオイル漬けにされてとても状態はいいって聞かされてたから、このままだと誰も使わないし、それでレストアしたいって、言ってみたんですよ」

「でも飛行機をそれで作っちまうとはなァ、それもまた驚きだよ。ねェ、部長」

「……」

　やはりコクコクと頷うなずく九く品ほん仏ぶつ。

　現在なら、五十キロにも満たない重さで信頼性の高い軽飛行機用エンジンもある。だがあえてかつての戦闘機用エンジンを使おうというのが発明部のこだわりだった。

　もっとも、新型エンジンを買う金がない、という理由もあるが。

「作るって言っても、機体のほうは基本的に昔作ったグライダーの応用だし」

　それは馨けい一いちがまだ入部して間もないころ、流ながれ山やまの、これからは空だ！　空軍だァ！　の一言から始まったグライダー製作だった。しかし完成間際、やはり流山が、エンジンのついていない飛行機など怖くて乗れるかァ！　と言って放棄されてしまっていたのだ。しかしじつは、グライダーの飛行許可が生徒会から下りなかったから、とも言われている。

「エンジンのテストが良好だったら、いよいよ機体に取り付けて試験飛行をする。そうだ。試験飛行のときには、ヘンシェルにもぜひ手伝ってもらわなきゃ」

　さっきから馨一の弾んだ声を聞いているヘンシェルは、どこかわずかに微笑ほほえんでいるように見えた。

「わかっている。何でも言ってくれていい。わたしにできることなら……」

「へーか、クランクケースであります」

　見ると、きっ子がエンジンのクランクケースを頭にかぶるようにして持っている。

　空冷星型エンジンのクランクケースは半球を乗せたような円筒状で、筒の表面にシリンダーの数だけ穴が空あいている。その姿は、深海ダイバーのヘルメットのようにユーモラスな形だった。穴のひとつからきっ子が顔を覗のぞかせている。

「ありがとう。そこに置いて。重かったろう」

　クランクケースひとつでも、数十キロはある。アンドロイドのきっ子でなければ、二人がかりで運ぶしろものだ。

「ううん。ぜんぜんへーきであります。へーか、ほかになにかないでありますか？　もっときっ子にめいれいしてくださいであります」

「そうだなあ。じゃあ、エンジンの支持台を持って来てくれないか」

「はいであります」

　きっ子は嬉き々きとして馨一に言われたことをこなしている。その後ろ姿をながめながら、ヘンシェルがつぶやいた。

「命令、か……」

「あ、ヘンシェル、何か用事があったんだよね？」

「え？　う、うむ。いや、なんでもないのだ。あとで、また食事のときに呼びに来るから、それまで作業をしていたらいい」

「そう。ありがとう」

　それだけ言うと、馨一はまた手元の部品に目を落とす。きっ子が運んできたエンジン支持台にクランクケースを取り付ける作業が始まりそうだった。

「あの……ケーイチ」

「うん？」

「その、わたしにも、何か命令してくれても、いいのだぞ……」

「え？」

　馨けい一いちが顔を上げると、そこにはどこか憮ぶ然ぜんとしながらも、かすかに頬ほおを染めたヘンシェルの横顔。チラッ、と馨一を見る。

「いや、アンドロイドは、命令されれば、従うものだ……その、なんでも」

「なんでもって、それは」

　思わず、気まずい雰囲気が馨一にも伝染していた。つい頬が染まる。

「ないのか。なにか、命令は」

「だって、ヘンシェルに命令なんて、そんな」

「……そうか。わかった」

　それだけ言うと、ヘンシェルはクルッと背を向けて離れていった。その背中を見送りながら、馨一はつぶやく。

「なんだか今日のヘンシェル、変だったな」

「ヘンシェルがどうかしたでありますか、へーか」

「いや、なんでもないんだけど」

「おーい、市いちヶが谷やァ、このプラグ、リーチが合わないぞォ」

「あ、はい！　いま行きます。きっ子、プラグレンチ持って来て」

「はいであります」

　こうして馨一がまた作業に忙殺されるなか、ヘンシェルは御ご殿てんに戻ると馨一の代わりに夕食の炊事当番を務めた。

　ヘンシェル自身は、食事も水も、とることはないというのに。



「フフン、これで準備はＯＫデス！　こんどこそヘンシェル姉さんソレツラも、きっ子のピッコロガキんちよも、目に物見せてくれるデスよ」

　胸を張って空を仰ぎ、不敵な笑いを見せるフォルゴーレ。

　しかしその傍らでは、消耗しきったようなリオナとめぐみが、肩で息をついていた。

「な、なによ！　なんでわたくしがこんなことを……」

「リオナさまー、だいじょうぶですかー？　ふえ～、疲れたあ～」

　そしてもうひとり、黎れいがしきりに触れている物とは、

「バスターイコライザー！　パパが送ってきてくれた、新兵器ネ！　これはアンドロイドのバイオコンピュータを狂わせて、無力化するメカデス！　これを使えば、ヘンシェル姉さんを抵抗できなくさせて、そのまま移送することも可能ネ。壊すより、捕獲したほうがパパはきっとよろこぶデス。あのきっ子もおまけにつけてやるデスね！」

「だから、パパって誰だれよ。こんな物騒な物を送ってくるなんて」

　リオナたち三人は、宅配便で送られてきたネオ・ナチの秘密兵器の設営につき合わされていたのだ。というより、ほとんど力仕事をしたのはリオナたち。フォルゴーレはあれこれ指示を出すだけ。

　そんなことは下っ端の風紀委員にでも任せればいいものを、と思うが、新兵器の秘匿性を守るために、誰にでも見せるわけにはいかない。いちおう道理ではあったが、大型冷蔵庫並みの大きさと重さを持つメカを、わざわざ迎げい賓ひん館の裏手の丘の上まで運び上げるのはそうとうの骨だった。

「これ、だいじょうぶなの」

　ひとりだけ冷静な黎れいが言う。

「だいじょうぶ、とは何デス!?　我がナチ……ン、ンン！　とにかく、このメカは絶対ネ！　科学力技術力は世界一デス！　それより！」

　フォルゴーレがリオナたちに向き直る。

「ミ私がアンドロイドの二人を捕まえたら、次は華道部をぶっつぶすデスよ！　華道部さえなくなれば、あの市いちヶが谷や馨けい一いちひとり捕まえるくらいベリッシモファーチレイージーね！　勝ったも同然。医食同然ネ！」

「同源……」

「とにかく！　決行は明日ネ！」
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「こんなところへ呼び出して、何の用だ」

　翌日。

　ヘンシェルとフォルゴーレが向かい合う、迎賓館の裏手の丘。

　フォルゴーレはさっそくヘンシェルに果たし状を送りつけて、放課後にここへ呼びつけたのだ。

　もちろん、メレンゲ博士から送られてきた例の新メカ、バスターイコライザーの餌え食じきにするためである。

　ヘンシェルは当然、そんなことを知るはずもない。

「ちょっと。なんで姉さんソレツラひとりデスか！　ピッコロガキんちよも呼んで来いって、書いてあるはずデス！」

「きっ子はいま忙しい。飛行機作りの手伝いでな。だからわたしひとりで来た」

「そんな都合と、果し合いとどっちが大切デスか！　ほんと常識ないネ！」

「非常識が服を着て歩いているような、お主に言われたくないが……」

　ヘンシェルは今日、風紀委員のひとりによって届けられたフォルゴーレの果たし状を取り出した。

「字が間違っている。菓たし状、では何のことかわからぬ」

「がーっ！　ミ私は漢字が苦手なだけネ！　そんな些さ細さいなことより、いいデスか、いくデスよ！」

　ビュッ、と風が吹き付ける。二人のスカートの裾すそを翻した。

「仕方がない。相手になってやろう」

　ヘンシェルの金色の髪がなびく、と見えた瞬間、姿がかき消えた。

「来る！　姉さんソレツラの加速装置ネ！」

　フォルゴーレはとっさに飛び退のいた。

　行動加速装置を使用中のヘンシェルは、あらゆる動きが通常の十倍のスピードになる。

　単純に考えて、百メートル走を一秒なら時速は三百六十キロ。それも、じょじょにではなく、一瞬で達する。見る者にはヘンシェルが消えたように見える。

　この爆発的なスピードを制御するために、ヘンシェルは特別に優れた視力を持っていた。鷹たかの脳から培養されたバイオチップによるもので、動体視力にも優れ、超高速の中で精密な動きもできる。

　フォルゴーレにもそれはわかっていた。

　ここは水中ではなく陸の上。室内でもなければ、空へ飛び上がるという三次元的な動きのできるヘンシェルに圧倒的に有利だ。

　そのための防御手段。

　フォルゴーレは自在に動く髪を伸ばし、自分の周囲の空間に一定の間隔で並べておいたのだ。ヘンシェルを目で追っても必ず振り切られる。こうして自分の周囲にセンサーともいうべき髪を配することで警報装置とするのだ。

　物理的接触に反応した髪が、ヘンシェルが触れた髪。ヘンシェルはそちらから来る。そうして瞬時に退避のベクトルを定めるのだ。

「さすが姉さん、素早いネ、でも……！」

　あの場所、バスターイコライザーの射線の前へヘンシェルをおびき出しさえすれば……

「ミの勝ちデス！」

　そして、行動加速装置の持続時間は一秒から二秒。その間をしのげば、フォルゴーレにも選択の幅ができる。

　キラッ、と陽ひに輝くヘンシェルの剣、エストクが見えた。フォルゴーレは伸ばしていた髪の束で木の幹をつかむと、一気に引き寄せる。それによって自分の身体からだを移動させる荒業だった。

　相手の体勢によって次の行動はおおよそ予測がつく。フォルゴーレのこの技は、その予想をくつがえすものだった。

　加えてフォルゴーレは、髪で木立の一枝をつかんで折ると、ヘンシェルの前進方向へ投げつけた。

「くっ！」

　ごく小さな物でも、相手のスピードによっては大きなダメージとなる。時速三百キロを超える速度で動くヘンシェルには、小石でさえ当たれば致命傷になりかねない。

　ヘンシェルは軌道を変えて着地した。加速装置のリミットも越えている。

　そのまま一瞬停止した。

「いまデス！」

　その位置関係こそ、フォルゴーレにとって理想的だった。

　バスターイコライザーの前にヘンシェル。そして陰にフォルゴーレ。

「なに!?」

「遅いデス、姉さんソレツラ。アリーヴェ、デルチさよならね！」

　手に持ったリモコンのボタンに指がかかった。スイッチを押す。

　ドリュリュリュリュ……！

　草でカモフラージュしたバスターイコライザーが瞬間、発光したと思うと、不気味な振動とともに電磁波を発射した。



「あ、この装置……」

　ここはまた生徒会、リオナの執務室。

　黎れいがめずらしくモバイルＰＣを置いて、何かを読みふけっている。

　本も電子書籍で読むという黎には、紙の本を読んでいること自体、めずらしい。

「なに読んでいるの、黎」

　リオナが関心を示すと、黎は本の表紙を見せた。

「あら、それ」

「あの装置のマニュアル」

「なにかわかったの？」

「なんだか、逆みたい」

「逆って？」

「電磁波の発射方向」



　ドリュリュリュ……！

「やったデス！　やった……ン？　え……アアアアアア！」

　電磁波の発射方向が逆。つまり、前と後ろを間違っていたのだ。

　当然、射線にいる、と思われたヘンシェルは無事。装置の裏側に退避していたはずのフォルゴーレがまともに電磁波を浴びることになった。

「アアアアッ！」

　一瞬硬直し、悲鳴を上げるフォルゴーレ。そのまま、その場に倒れ伏す。同時に電磁波の照射も停止した。

「なんだ、これは。どうした!?」

　倒れたフォルゴーレに近寄るヘンシェル。動かないフォルゴーレを抱き起こした。

　が、その瞬間……。



「電磁波は五秒のインターバルで二度目の発射。二度浴びると完全にバイオコンピュータが停止する」

「二度手間ねえ」

「ちょっと意味違う」



　フォルゴーレを抱き上げようと膝ひざをついたヘンシェルはちょうどバスターイコライザーに背を向ける姿勢になった。

　ドリュリュリュリュ……！

　結果、こんどはまともに電磁波の照射を浴びることになったのである。

「あ！　きゃああああっ！」

　悲鳴とともにのけ反るヘンシェル。なんとか逃れようとするが、すでに遅かった。痙けい攣れんするばかりで身体からだは動かない。

「……あ、ぁ……」

　電磁波の照射が終わると、がっくりと崩れた。その手から、エストクがこぼれ落ちる。

「……ケーイチ……」

　わずかにうわごとのようにつぶやく唇が、やがて動かなくなった。
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「ヘンシェルが、いない？」

「そうなの、市いちヶが谷やくん、なにか知らない？」

　すでに日は暮れている。馨けい一いちたちは発明部の部室一階でエンジンの仮組みをしている最中だった。知らせに来たのはゆひだった。

「そういやあ、ヘンシェル嬢、今日は一度も来なかったなァ」

　流ながれ山やまが言う。

　用事がなくても、ときどきは作業のようすを見に来たり、夕食の時間には呼びに来るヘンシェルが、今日は一度も顔を見せない。

「体調でも悪かったのかなァ……あ、そうか、あの日だったんだ」

「そんなわけないでしょう、やめてください先輩」

　流山の言葉に、馨一が苦笑しつつ釘くぎを刺す。

「ヘンシェルいないでありますか？」

　きっ子も手を油で汚しながら馨一たちを手伝っていた。

「うん。それでね。ちょっと気になることがあったらしいの」

「気になること？」

「生徒会の人が、ヘンシェルさんに手紙を渡していたって。学校で」

「学校で……」

「ヘンシェルさん、いつも学校からは真まっ直すぐ帰ってくるのに」

「そうだね。一度学校へ行ってみようか」

　馨けい一いちは作業の手を止め、手をボロ布で拭ぬぐうと立ち上がった。

「わたしもいっしょに行く。市いちヶが谷やくん」

「きっ子も行くであります」

「うん。行こう。そうだ、きっ子。ヘンシェルに通信を……」

　と馨一が言いかけたときだった。ガラッ、と引き戸が開き、入ってきた影があった。

「……ヘンシェル！」

　そこに立っていたのはまぎれもないヘンシェルの姿だった。

「ヘンシェル、ぶじだったでありますか！　よかったであります」

「ヘンシェルさん」

　口々にみんなが言い寄る。しかし、ヘンシェルの態度がどこかおかしい。

「ヘンシェル？」

「……ぅ……ぅ……わああああああん！」

　突然、泣き出すとその場に膝ひざをついて崩れてしまったのだ。

「ヘンシェル！　どうしたんだ、だいじょうぶか」

　馨一が助け起こそうとすると、

「あああああん！　ケーイチ！　あああん！」

　そのまま抱きついて泣きじゃくるばかり。

「ヘンシェル、さん？」

　いつものクールなヘンシェルを見ている者には、信じられないような変へん貌ぼうぶりだった。ゆひも流ながれ山やまも九く品ほん仏ぶつも、きっ子も目が点になる。

「何があったんだ？　ヘンシェル、泣いていないで、説明してよ」

　馨一は言うが、ヘンシェルはいっこうに泣き止やまない。それどころかますます大きな泣き声をあげ、馨一にギュッとしがみついている。

「とにかく、少しそのままにしてあげたら？　泣きたいなら、泣かせてあげたほうがいいよ、市ヶ谷くん。ヘンシェルさんだって、きっと何か辛つらいことがあったんだよ」

「で、でも。これは……」

　明らかに異常だ。

　もう一度馨一が尋ねようとしたとき、

「擦り剥むいた」

「え？」

「擦り剥いたの」

　そう言うとヘンシェルは片膝ひざを立てて膝小僧を見せた。

　確かに、膝頭の人工皮膚が擦り剥むけて、中の銀色のベアメタルが覗のぞいてしまっている。しかしそれ以上に気になるのは、立たて膝ひざをついていることで、ミニスカートがすっかりまくれ上がってしまっていることだ。

「あの、ヘンシェル」

　見えてるんだけど……。

　思わず、顔が赤らむのは馨けい一いちのほうだ。

　しかしヘンシェルはいっこうに気にするそぶりもない。それどころか、たったいままで泣いていたのが急に、

「えへ！」

　クルッ、と笑ったかと思うと、再びギューッ。抱きつくのと同時に、頬ほおをグリグリこすりつけてくる。

「へ、ヘンシェル。どうしたの。おかしいよ、なんだか」

「ケーイチ」

　ん？　と馨一が見ると、ヘンシェルも身体からだをやや離して顔を近づける。二人の鼻の頭が触れ合いそうだった。

「だいだい大好き―――っ！　チュッ!!」

　そのまま、キス！

　凍りつく馨一。

　凍りつくギャラリー。

「あ？　あのォー……」

　口をポカンと開けた笑い顔を貼はり付かせたまま、なぜか滝のような汗をかいている流ながれ山やま。真っ赤になって口元を押さえているゆひ。目がいつもの三倍くらいに見開かれている（それでも目の玉はよく見えない）九く品ほん仏ぶつ。そして、きっ子はというと、

「いや――――！　であります――――！」

　叫びながら二人の間に分け入った。

「もうー、ヘンシェル、ひどいでありますー！　離れるでありますー！」

　ところがふだんなら、たいていのことはきっ子に譲るお姉さんぶりを見せるヘンシェルが、このときばかりは違った。

「ダメ！　ケーイチはわたしのなんだからあああ！　どっか行ってよきっ子はああ！」

　ドン、と突き放す。

「あー、やったなー、でありますー！」

　きっ子も負けずに突き飛ばし返す。たちまち、アンドロイドどうしの激しいバトル……にはならず、たんなる痴話げんかと化した。

「離してよ、このお！　チビ！　ぺたんこ！」

「うううぅ、ヘンシェルの、バカバカバカバカ―――！」

　あっけにとられていた全員がようやく止めに入って二人を分けた。

「ヘンシェル、落ち着いてよ！　きっ子とケンカなんかしちゃダメだ」

「きっ子ちゃんも、とにかく離れて！」

　それでも睨にらみ合う二人。

　キッ、と鷹たかの目でガンを飛ばすヘンシェル。

「フ―――――――……！」

　咽の喉どを震わせるようにして威嚇するきっ子。

「ど、どうなってるんだ……？」

　途方にくれるのは馨けい一いちだった。
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　そして異変はここ、生徒会の迎げい賓ひん館でも起こっていた。

「まったく、なんでわたくしがあの女に命令されなくてはならないの！」

　バン！　とソファーを蹴け飛とばすリオナ。

「ひっ」

　またしても、ソファーに座っていためぐみが飛び上がる。

「でも、フォルの言うことも正しいところがある」

　黎れいが言うと、リオナは表情をくもらせた。

「わかっていてよ。いずれ、華道部とは決着をつけなくてはならないわ」

　だとしたら、フォルゴーレがヘンシェルときっ子を無力化させてくれれば、確かに好都合だった。

「とにかく、どんなことでもいいわ。華道部を引っ張り出して、高等部の全生徒が見ているなか完膚なきまでにやっつけるのよ。そうなればまたとない好機！　このまま華道部を廃して一気に生徒会長選挙で再選よ！」

　政治感覚だけはなかなか秀でているらしいリオナだった。

「でもリオナさまー、どうやって勝つんですかー？」

「種目は何」

「種目……そうね。わたくしたちが得意で、向こうが苦手なものがいいわ。わたくしの得意といえば……テニス、かしら！」

　早くも、華麗なテニスで由ゆ佳か里りや響きよ織う子こを打ちのめす自分の絵が浮かんだのだろう。テニスウェアに突き刺さるギャラリーの視線。

「フフン、ワンショルダーのウェアにしてあげようかしら。それとも、ショート丈でヘソ出し……？」

　夢見るような表情のリオナに、

「でもリオナさま、テニスうまいわけじゃないですよねー」

　めぐみが言うと、ギロッと睨にらんで、

「おまえよりはうまいわよ！」

　思い切りクッションを投げつけられて倒れるめぐみ。

「きゃぅ！」

　サーブもまともに打てないめぐみよりリオナがうまいのはあたりまえ。というよりリオナは、いつも生徒会の中だけでやっている遊びのテニスでは強いほうというだけなのだった。しかも、リオナと対戦する相手には多分に遠慮が入っている。

「それに、華道部も意外と運動神経、よさそう」

「そうそうー！　副部長の響きよ織う子ことかー、いつも球技大会ではクラスのキャプテンでー、バスケでもポイントゲッターだとかー」

　投げつけられたクッションを抱えながらめぐみ。

「由ゆ佳か里りは、百メートル走の記録、持ってる」

　次々出される客観的事実に、リオナの顔が怒りで赤くなる。

「なによそれ！　華道部のくせにスポーツもできるって、どういうこと!?　反則じゃなくて！　卑ひ怯きようよ！　まったく！」

「あ、でもゆひは運動オンチらしいですからー、リオナさまでも勝てるかもー。あぅ！」

　バフッ、と二個目のクッションを顔に受けて、めぐみが沈黙した。

「それじゃ、運動系はダメだというの!?　これじゃ勝負にならないじゃなくて！」

　ならば、勝負の日まで徹底的に特訓する、という発想はまったくないらしい。練習とか根性といったものとまったく無縁、いちばん嫌いなのが努力、というリオナらしいセリフだった。

「じゃあ、いったい何の種目を……！」

　またもリオナがキレそうになった場面で、扉の向こうから、ガタッ、と物音がした。自然、全員の注意が扉へひきつけられる。

　チャッ……。

　ドアノブが回って、そこに姿を現したのは……。

「あの……ただいま、帰りました」

　フォルゴーレだった。

「！」

　たった今までさんざん文句を言っていたリオナが飛び上がる。

　めぐみも何かとばっちりを受けるのではと戦々恐々と小さくなった。黎れいだけが、早くも何かに気づいたように、フォルゴーレを見つめている。

「お、おかえりなさーい！　その、今日は、どうだったのかしら。やっぱり、あのヘンシェルときっ子をガツンと撃破してきたのかしらね。ホホホ、あなたは強いわ。わたくしたち、生徒会の強ーい、味方ね！」

　今日もこの執務室であれこれ協議していたのに、これといった決め手もなく一日を無為に過ごしていた、とフォルゴーレに知れたら、またどれだけなじられるかわからない。リオナは話題を逸そらそうと、愛想笑いまで浮かべていた。

「ほんとー、強いしー、華道部との競技にも出てもらったらいいじゃないですかー、リオナさまー」

「だから！　そのことは言うな、と！　ホホッ、何でもなくってよ！」

「あの……」

「へ？」

　なぜかフォルゴーレの態度がおかしい。頬ほおを染めて、うつむき加減にリオナを見ている。終始モジモジとして、身体からだまで小さくなったかのようだ。

　ふだんなら、執務室にいればいたで大威張り。

　ふんぞりかえってＤＶＤかケーブルＴＶを一日中見ているか、たまに気まぐれで授業に出ればクラス中を混乱の渦に陥れてくる。帰ってくるとまためぐみをいじめたりリオナを怒らせたりと、あくまで傍若無人なフォルゴーレが……

「どうしたの？　なんだか妙に、静かだけれど」

「ひぃ、あ、あの……な、何か、着るものはありませんか。こんな格好、わたし、恥ずかしくて……」

「恥ずかしい？」

「わたしー？」

「……」

　フォルゴーレはいつも、胸の大きく開いた特別製の制服を着ている。

　ヘソ出しも当然で、スカートは腰で履くタイプ、というよりもズリ落ちそうだ。

　本来、フォルゴーレが夷い皇おう島じま学園に留学する前の、イタリアの女子学校の制服という設定なのだが、それにしてもキワドイのは、中に着るブラウスをフォルゴーレが省いているからだ。

「ええー？　いつも、『ミのプロポーションは完かん璧ぺきネ！』とかってー、裸でそのへんウロウロしてたのにー？」

「人間は犬やネコに裸を見られても平気、だから人間に見られてもなんとも思わない、とか言ってたわね」

　めぐみもリオナも混乱しているようだ。

「そ、そんなこと、言ってたんですか。ひどい。恥ずかしい……」

「決闘は、どうだったの？」

　黎れいが聞くと、フォルゴーレは消え入るような声で、フルフルと首を振った。

「それが、よく、わからないんです。気がついたら、倒れていて。ヘンシェルさんも、いなくて、その……」



    

  
    
      



    

  
    
      「ヘンシェルさん～？」

　このセリフではリオナたち三人ともがきれいにハモった。

「ええ、それでわたし、なんとか帰ってきたんですけど、裸同然だし、みんなにジロジロ見られるし、もしかしたら、誰だれかに服を取られて、もしかしたら、気絶している間に……ううっ」

「ありえないありえない……というより、ふだんからその格好だから」

　これまたほぼユニゾン。

「もしかしたら、これ」

　黎れいが掲げてみせるのは、黎のバスターイコライザーのマニュアルだ。

「ああ、これ！　ありました。冷蔵庫みたいな……」

　フォルゴーレが頷うなずく。

「なんなの、黎？」

「電磁波を、浴びたんだと思う」

「でも、電磁波を浴びたら、コンピュータが、なんだか壊れるのじゃ」

　黎がパラパラとマニュアルをめくってみせた。

「なあに？　英語でよくわからないわ」

「ドイツ語」

　黎がモバイルＰＣの画面を見せる。翻訳ソフトを通したらしい文章がテキストエディタ上に載っていた。

「えーとー、二度浴びると機能が停止されること完全です。一度浴びると生の電子計算機が極端に低くなることがでしょうー？　なんですかー、これ」

「生の電子計算機？」

「バイオコンピュータ」

　翻訳ソフト特有の妙な言い回しはあるが、ようするに、

「あの機械の電磁波を一度浴びた」

　のは確かのようだ。

「えー、でもどうして、こんなふうに、おとなしくなるんですかー」

　これなら反撃はない、と見切っためぐみが、さっそくフォルゴーレの頬ほおをグニュッとつねる。

「い、痛い、痛いです。お願い、やめてください」

「あら。本当におとなしいわね。だったら、いままでの恨み、この機会にちょっとだけ晴らさせてもらおうかしら」

　リオナも薄笑いを浮かべて近づく。

　おもえばフォルゴーレが生徒会へ来てからの数ヶ月、リオナたちはまるで母屋を乗っ取られたかのように虐げられてきた。気まぐれなフォルゴーレの命令に右往左往し、自在に動く髪や水圧砲で脅され、リオナいわく、

「生きた心地もしなくてよ！　でもこれで、思う存分仕返しできるということね！」

　意外と粘着質な性格のようだ。

「やめてください、やめて、あ、痛っ！　そこ、引っ張ると痛いです。あー！」

「ほらほら、どーだー。いつもチビチビってバカにしたなー、この乳オバケー！」

「偽外人とかよくも言ってくれたわね。それに、自分のほうが胸が大きいからって威張ってくれたわねえ！」

「ひー!!　やめてえええ!!」

　ビュビュッ！

　突然、フォルゴーレの髪が伸びると、イヤイヤをするように左右へ振られた。弾はじき飛ばされるめぐみとリオナ。

「あ―――！」

「きゃあああっ！」

　そのうえ、フォルゴーレの両手の水圧砲までが炸裂し、天井を破壊した。

　バカン！　ドン！

　照明が割れ、大穴の開いた天井から漆しつ喰くいが剥はがれ落ちる。リオナもめぐみも真っ白に染まってしまった。

「あ、ご、ごめんなさい！　ああ、わたし、どうして……ごめんなさい！」

「な、なによ！　武器はそのままなんて、卑ひ怯きようじゃない！」

　しゃべるとリオナの口からも白い粉がこぼれた。



    

  
    
      


第３章　好き好き大好き！
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「ふう～、今日はまったく、どうなってるんだ」

　つぶやきにしては大きな声。だとするとこれはぼやき？

　高等部男子寮に隣接する共同浴場の脱衣場。つい人が振り向くほどの声を出してしまい、あわてて馨けい一いちは自分の口を手で塞ふさいだ。

　夜十時。

　入浴時間としては最後に当たる。

　寮の生徒は、毎日時間ごとに決められて、交代で入浴する。入浴の時間割は基本的に学年、クラスごとなので流ながれ山やまや九く品ほん仏ぶつといっしょになることはなかった。

　馨一たちは寮ではなく発明部の部室で寝泊りしている。が、風呂まではないため、歩いて十分ほどをかけて寮の浴場まで通わなければならない。雨の日などはけっこう億おつ劫くうにもなる。

　御ご殿てんのほうには湯ゆ殿どのと呼ばれる大き目の浴室があって、そっちは華道部の女子が交代でやはり入浴する。いちおう華道部にも所属しているとはいえ、馨一たちは御殿の風呂を借りるのは遠慮していた。

　衣類を脱ぎ、タオル一枚を持って浴場のドアをくぐった。一転、湯気が身体からだにまとわりついてくる。暖かくて、身体が潤う感じ。大きな風呂はこれがいいな、と馨一は思う。

　共同浴場の大きさは、ちょうど公衆浴場、つまり標準的な銭湯と同じくらいだ。奥に二種類の湯船。熱いのと温ぬるめ。そしてその前に洗い場のカランが四十ほど。

「今日は、空すいてるな。なんか、テレビでもあったかな」

　生徒は十人もいない。ふだん、カランがすべていっぱいというのも珍しくないのに。

　ひょっとすると、珍しいテレビ番組でもやっているのかもしれない。だとしたら、娯楽室はいまごろいっぱいだろう。

「女湯も空いてるのかな」

　洗い場で軽くシャワーを浴びたあと、湯船の中へ身体を沈めながらふと思った。

　この共同浴場は、男湯と女湯が壁一枚で仕切られている。それも壁の上のほうは空あいているから、よく女湯の声などが聞こえるのだ。

　湯気に混じってかすかに、ときどきはっきりと聞こえてくる女子の声。

　ときに、女子の時間割を手に入れた男子が、必死に聞き耳を立てていることもある。クラスで人気の女子が、壁一枚の向こうで入浴している！　そんなシチュエーションがひどく妄想をかきたてるらしい。そんな時間帯の入浴時間割を、たのんで譲ってもらってたり、買い取ったりする生徒もいるのだとか。

「うーん、わかる気もするけど」

　馨けい一いちだって、壁一枚の向こうに気になる女子がいたら、やっぱり意識してしまうと思う。もしかしたら、気になって、入浴の前からドキドキして苦しいほどかも。たとえ何も起こらないとしても。

　気になる女子って、誰だれだよ……。

　馨一の頭の中に、ポワンと浮かぶ映像は……。

　ヘンシェル？　きっ子……ゆひちゃん……由ゆ佳か里りさんとか、響きよ織う子こさんもなかなか……。

「あー、何考えてんだ。ナシ、ナシ、いまのナシ！」

　実際に壁の向こうにいるわけでもないのに、想像してしまった。わずかに顔が火照っているのは、湯の熱さだけではないはずだ。

「だいたい華道部のみんなは、ふだんこの共同浴場には来ないんだから……」

「ケーイチ！」

「だから、来ないんだよ。いきなり呼ばれても……さ、あ、あ！　ああ」

　目の前の湯気がゆらめく。その向こうに見える白い身体からだは、まさしく……、

「ヘン……シェル!?」

「ケーイチ、お風呂、入る！」

　そのまま、馨一のいる湯船へダイブ。

　バッシャアアアアアッ!!

「うわあああっ！」

　水しぶきが収まったあと、馨一は一瞬、いまのが幻だったのか、と思った。

「……いない？　やっぱり、ぼくの勘違い、かな。そうだよな。疲れてるんだ、絶対そうだ。こんなところにヘンシェルが、まさか……」

　しかし、周りの男子たちの視線が、そうでないことを物語っていた。

「ぷはーっ！　ケーイチぃ、いっしょにお風呂入るぅ！」

　ダバァ！

　湯がモワッ、と盛り上がったと思うと、馨一の目の前に両手を広げてヘンシェルが浮上してきた。

　両手を広げて……隠して、ません。

「あああああああ！　ヘンシェルぅぅぅ」

「ケーイチ、おっきなお風呂、楽しいぞっ！」

「な、なんでここにいるんだよ。なんでこんなとこに入ってくるんだよおおおお！」

　いまや泣き出したいのは馨一のほうだ。

　突き刺さる周りの男子全員の視線。

　あまりにあまりのことに、まだ事態を理解できずにいる、というそんな表情。しかし、しっかりと見るものだけは見るとばかり、黒目はヘンシェルの方向を向いている。

「あ――――！　見るな！　見るな――！　あ、いえ、見ないで！　見ないでください！　すいません。すいません！」

　怒っているのだか謝っているのだか。

「だってえ、ユカリに聞いたら、ケーイチはお風呂へ行ったって。だからあ」

「だからって！　なぜ、男湯へ来るんだよ。よりによって、中まで入ってくるなんて、しかも……」

　ハダカで!!

　まてよ、いまここにこうしているっていうことは……脱衣場で服を脱いできた？　脱衣場で、服を……。

　一枚一枚服を脱ぐヘンシェルの姿が、馨けい一いちの脳裏に鮮やかに、イマジンされた。

　イマジネーション、それは人類の至宝。そして最大の、武器……。

「だあー、ダメだああああ！」

　その場にいた男子は、ヘンシェルの身体からだを見ているのだ。そんなこと、許されるはずがない。許されない！　アンフォーギブン！

「ダメ、か？」

「ダメ、絶対ダメ！」

「そう、か」

　ヘンシェルは叱しかられた小学生のようにみるみる消沈した。泣き出しそうな顔。わずかにしゃくりあげる。

　泣くぞ。でも……ここは心を鬼にして！

「え―――、ケーイチに叱られたぁ、帰るぅ！」

　ヘンシェルは大声で泣きだしながらクルッと馨一に背を向けると、立ち上がる。湯船から白い身体が再び露あらわになった。

「あーっ、ダメだ！」

　馨一は思わずヘンシェルの肩に手を置くと、力ずくで座らせた。ヘンシェルの身体が、また湯の中に没する。

「きゃ！」

　とりあえずはヘンシェルの身体は隠した。しかしもう、ごまかすことはできない。周りの目も、最初の驚きから好奇の色に変わっている。

「あれって、三年の、留学生だろ？」

「確か、ヘンシェルさんって」

「こんなことする人だったのか。スゲーな、やっぱり外国の人は違うよな」

「市いちヶが谷や、どうするつもりなんだ」

　ヒソヒソ声が聞こえてくる。馨一のこめかみに、タラッと汗が流れた。

「へ、ヘンシェル。ここにいるんだぞ。肩まで浸つかってるんだ！」

「あ、ケーイチい」

　馨一は言い残すと、ザバッ、と湯船を出た。そのまま脱衣場へ急ぐ。

「そうだよ。これで……」

　自分のロッカーを開けると、バスタオルを引っ張り出した。これで身体からだを隠せる。ヘンシェルの身体に巻かせて、とりあえず湯船から出すのだ。

　その後は……ぼくが隠して、脱衣場で服を着させるしか！

　とにかく早く湯船へ戻って！　と思った矢先……。
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「ケーイチ、何やってる？」

　振り返るとそこに……

　いるし！

　何も持たずに、何も……隠さずに！

「だああああああっ！　お湯から出るなって、言ったろう！」

「だって、ケーイチ行っちゃうんだもん！」

「とおおおおにかく！　早く！　もう一度湯船へ！」

　ヘンシェルの手を握ると、馨けい一いちはまたも浴槽へ逆戻り。勢いよく風呂の中へ飛び込んだ。

「こ、これで一安し……じゃなああああい！　せっかくヘンシェルが脱衣場へ来たんなら、そこで服を着させればよかったんじゃないか！　ああああ！　何やってるんだ！」

　手に持ったバスタオルを見る。もうぐっしょり濡ぬれていた。

「これでもまだ身体に巻いて……」

「ケーイチ、身体洗うか。洗ってあげる！」

「いや、けっこうですから！」

　なぜか、ていねい語になってしまう。

「えー、洗いたい～～、洗うの～～～！」

「あのねえ！」

　言いかけて、気づいた。

　湯に浸つかって赤みの射さしたヘンシェルの顔。

　いつものクールな表情は影をひそめ、碧みどり色の目をクリクリさせてこちらをじっと見つめている。長い金色の髪が湯の中に広がっていた。湯気のせいでさらに白く見える肌が、わずかに手を伸ばせば届くところに、ある……。

「ん？　洗う？」

「い、いや」

　！　何考えてる!?　このピンチを何とかするほうが先だろ！

　自分に言いながら、馨一はもう一度バスタオルを手にすると、ヘンシェルに押し付けた。

「これを身体に巻いて……」

「あ――――――!!　やっぱりいたでありますー！」

　こんどは天井から声が降ってくる。

　馨けい一いちが見上げると、そこには男湯と女湯の仕切り壁の上に身を乗り出しているきっ子が……！

「きっ子！」

「ヘンシェルがへーかを追いかけてお風呂へ行ったっていうから来たであります。でも女湯にいないであります。こんなところにいるの、ずるいでありますー！」

「いや、きっ子落ち着け！　落ち着いて！　あーっ！」

　ドオオオン！

　きっ子が腹立ちまぎれに撃った過粒子ビーム砲が浴場の壁を直撃する。

「うわああああっ！」

　飛び散る外壁。こうなるともう、見物どころではない。男湯にいた男子たちがいっせいに逃げ出した。

　バシャアアアン！

　続いて、湯船の中へ落下してくるきっ子。

「どうして来るんだよお！　あー、どうするんだ、これ！」

「ケーイチ、みんないなくなった！　洗うか？　シャンプーするか？」

「きっ子がやるでありますー。きっ子とへーかで洗うでありますー！　ヘンシェルはダメでありますー！」

「しかもケンカだよー、またああ」

　ほとほと困り果てる馨一。そこへ、突然救いの手が現れた。

「市いちヶが谷やくん。こっちこっち！」

　見ると、壊れた外壁の向こうにゆひが立っている。

「市ヶ谷！」

　響きよ織う子こもいた。バスタオルを投げてよこす。

「響織子さん！」

　こんどこそ、馨一はバスタオルを乾いたまま受け取った。

　さらにヘンシェルときっ子の分も受け取ると、

「ここはひとまず、退散するわよ」

　響織子の言葉に頷うなずくしかない馨一。

「は、はい。行くよ、ヘンシェル、きっ子も！」

「ああああん、お風呂おー」

「風邪ひくよ、ほら！」

「……風邪はひかないでしょ。アンドロイドは、たぶん」

　響織子がポツリ、と漏らした。
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　しかし馨けい一いちの試練はそれで終わったわけではなかった。

　男子浴場の騒ぎからなんとか逃のがれたものの、壁の穴のことで寮の管理人には平謝り。それでも穴の空あいた原因がきっ子の過粒子ビーム砲のせいだとは口が裂けても言えない。

　とりあえず、男子浴場の掃除一ヶ月でなんとか許してもらったのだ。それも一回目を、たったいま終えてきたばかり。

　夜十二時。

　なんとか発明部の部室へ戻る。

　流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつは、もう泥のように眠りこけていた。

「ンゴア―――!!　グガァ――！」

「ギリギリズリズリズリキシキシギルギルギル……！」

　いつもの大音響のイビキと歯は軋ぎしりの響くなか、馨一が倒れるように布団へ入ろうとしたところ……。

　クイクイ、と引っ張られた。

「え？」

　振り返るとそこに、枕を持ったパジャマ姿のヘンシェルが。



    

  
    
      



    

  
    
      　長い髪は乱れないようにか、二本の長いお下げに編んである。そのうえていねいに、ナイトキャップまでかぶっていた。

「ヘンシェ……ル!?」

「寝る」

「へ？」

「いっしょに寝るー」

　そのまま布団に、仰向けに押し倒されてしまった。

「あ、いや、ちょ……！　ダメだよ、ダメだろう、ふつう！　先輩たちも何か……！」

　しかしふだんから眠りの濃い、いや、深い二人がこんなことくらいで目を覚ますわけもない。むしろ、救いを求める馨一の声も、怒ど涛とうのイビキと歯軋りにかき消されてしまうほどだ。

「いっしょに寝るのー！」

　ヘンシェルは馨一の首に腕を絡めて、身体からだを密着させてくる。薄手のパジャマに包まれただけの柔らかい膨らみがグイグイ馨一の顔に押し付けられる。

「これ、この……あの！」

　ちゃんとふたつ、その存在を感じられるのが、憎い。

「だ、ダメだってば、ヘンシェル、こういうのは……」

　ふと、思った。

　馨一にぴったりとくっついているヘンシェルの身体の温かさ。かすかに香ってくる甘い香り。

　ヘンシェルの、匂においだ。

　アンドロイドだといって、オイルやシリコンの匂いがするわけではない。いま感じているほのかな甘い香りは、確かにヘンシェルの匂いだ。そして温あたたかさ。

　ヘンシェルが、生きてるっていう証拠なんだ。

「ヘンシェル……」

　馨けい一いちは迷った末に、下敷きになっている片方の腕を、ヘンシェルの背中に回した。少し背伸びをして身体からだを動かす。胸から、ヘンシェルの顔へ、近づく。

「ヘンシェ……ル？」

「すぅー、すぅー……」

　しかし、すっかり寝息が漏れてくるだけ。アンドロイドの休眠モード、つまりは睡眠に入っていた。

「なんだ、寝るって……そうだよな、寝るんだもの」

　馨一は笑って、自分ももういちど布団へ身体を横たえた。

「ぼくも寝なきゃ。明日も学校があるんだし……」

　片腕にヘンシェルの重みを感じながら、馨一もまた目を閉じる。すぐに深い眠りに……。

「……眠れない」

　こんなふうに添い寝をしたことのない馨一には、身体をぴったりとくっつけているヘンシェルが気になって、眠れないのだった。そのへん、ひとりっ子育ちの弊害か。

　やがて外が白んでくるまで、馨けい一いちは身動きもままならず、ひたすら耐えていた。そしてわずかにウトウトしたころには、すでに起床時間。

「眠……」

　翌日の授業時間をほとんど居眠りで過ごす羽目になったのは言うまでもない。



    

  
    
      


第４章　見られてもいいよ、ケーイチなら
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　翌日の朝。

　フォルゴーレのクラス、高等部三年Ｃ組は驚きと緊張に包まれていた。

「あの、おはよう……ございます」

　きっちり始業時間十五分前。フォルゴーレが教室に現れたのだ。

　ふだん、フォルゴーレが朝から登校することなどない。というより学校へ来ること自体まれで、来ても午後から、ひやかしにフラッと現れては授業を引っ掻かき回して帰る、というのが日常だったからだ。

　異常といえばフォルゴーレの服装もそうだった。

　赤のセパレートの上下はそのままだが、中にきっちりとブラウスを着ている。スタンドカラーのブラウスは首元まで詰まっていて、それまで奔放だった露出度もめっきり減っていた。

「お、おはよう、ございます、姐あねさん！」

　驚いたのは不意をつかれた生徒たちだった。男子はいっせいに並ぶと、フォルゴーレの前に道を作る。腰を四十五度傾けるヤクザの最敬礼状態。

「あ、あの……はい。なんですか。その、こんな……」

「どうぞ、姐あねさん。鞄かばん、お持ちします！」

　フォルゴーレが鞄を持っていること自体不思議だったが、わずか机までの数メートル、鞄を持つというのもかなり変。

「い、いえそんな、いいんです、あの」

「オス！　肩お揉もみします」

「オス！　自分は脚を！」

「いえ、そんな……」

　なんとか断って机につくが、男子たちは直立不動で周りに控えている。女子たちはといえば、教室の隅に集まり、ヒソヒソとささやき合っていた。

　どうやらフォルゴーレはふだん、このクラスの生徒たちを自分の舎弟のように扱っているらしい。

「で、姐さん、今日は、どんな御用で」

「御用って、その、授業を、受けに来たんですけれど」

「授業……？」

　よほどフォルゴーレの言葉が意外だったらしく、代表で話をしている男子の顔が当惑にゆがむ。

「あ、はあはあ。そうですよね。たまにはヒマつぶしに授業でも受けて、先生でもひやかしてみるか、と、そういうことですよね」

「いえ、あの、勉強をするため、なんですけど」

「勉強？　ま、まあ、勉強もヒマつぶしのひやかしに……」

　突然ドタドタと、別の男子が走りこんできた。

「オス！　焼きそばパンとフルーツ牛乳、買ってきましたっス！」

　購買部で買ってきたらしいパンと牛乳を差し出す。

「え、いえ、わたし、食べませんし……」

　アンドロイドのフォルゴーレは物を食べない。ヘンシェルやきっ子も同じで、エネルギーは一日一度、液体酸素の補給槽に入ることで補う。体内の燃料電池を動かす、酸素を取り込むためだ。

「え？　いつもここで、『カツサンドといちご牛乳だって言ったろ、バカ！』とか、そう来るんじゃあ……？」

　あまりのフォルゴーレの変わりように、ようやく男子たちも気づき始める。

　姐あね御ごと舎弟。

　ケーブルテレビのＶシネマチャンネルの見すぎだった。生徒会のリオナの部屋で、退屈しのぎにフォルゴーレがいつも見ているプログラム。

　どうやらこのクラスは、フォルゴーレのそんな勝手な遊びでこうなってしまったらしい。

　焼きそばパンは……どうも教室では偉い者が下っ端に焼きそばパンを買いに行かせるもの、という妙な知識のようだが。

「え？　じゃあ、本当に授業を受けに……？」

「そうです。学校は勉強をするところ、ですから」

「えええ！」

　こんどこそ信じられない、という顔の男子たち。完全に退ひいている。授業を受けたい、といって退かれるフォルゴーレって……。女子たちはまだ遠巻きにようすをうかがっていた。

「そ、それじゃ、あの、オレたち、というか、ぼくたちは、もう？」

「ええ。焼きそばパンも要いりませんし、鞄かばんを持っていただくことも、もう」

「じゃあ、じゃあ！　おまえは今日から黒板消し！　とか言って、みんなでひとりをかついで人間黒板消しにしたりとか、牛乳飲んで目から出せ！　とか、フォルゴーレさんが座っている間、ずっと足に踏まれてる人間オットマンとか、もうほんとにいいんですか？」

　言いながら感涙にむせんでいる男子。

　いったいふだん、フォルゴーレはこのクラスで何をしているのだろう……。

「は、はい。もちろん、です。あの、いままで、わたしが、ご迷惑をかけたみたいでごめんなさい。わたしに代わって、謝ります」

　ペコっと頭まで下げるフォルゴーレ。自分に代わって謝る、というのも……。

「おおおおっ！　せっかく耳から牛乳出せるようになったのに！　あ、いえ、いや、我々は解放されたのか！」

　よろこびのあまりか、ひとりの男子がバンザイをした拍子によろけて、椅い子すのパイプの結合部にボタンを挟んでしまう。ビリッ、と音がしてボタンを留めていた部分が裂けた。

「あ、ボタンが」

「いや、いいんです、いいんですこんな！　両方の鼻の穴から伸びてた鼻毛、結べって言われたときには、本当に苦労しましたよ！　それに較べれば……！」

「いいえ、いけません。貸してください」

　男子生徒に上着を脱がせると、フォルゴーレは鞄から裁縫道具を取り出した。慣れた手つきで千切れたボタンを留め、避けた布地まで繕ってしまう。

「おおおおおっ！　ふぉ、フォルゴーレさん!!」

　教室中にふたたびどよめきが起こった。

「ぼ、ぼくと交際を！　い、いえ、単なるお友だちでいいですから！」

「いっしょに、焼きそばパン食べましょう！」

「いまこそ！　椅子にさせてください！」

　生まれ変わったフォルゴーレに殺到する男子生徒。

「そんな、わたし、困ります……ああ」

　これでこのクラスも平和がおとずれた、のだろうか。
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　一方、こちらはヘンシェルのクラス。三年Ｂ組である。

「ヘンシェルさん、おはようございます」

「んえ？　あ、おはよー！　えへ、ね、わたしの席って、どこ？」

「はい？　ここ、ですけど」

　女子生徒に指差された席につくと、机の上に鞄かばんを投げ出すヘンシェル。

「ヘンシェルさん、昨日の幾何の宿題、やってきました？　提出する前に回答合わせをしませんか？」

「宿題？　えー、そんなのやってない。どれ？　これ？　………………わかんない。ぜんぜんわかんないよ。難しすぎるよおおおお！」

「あの、ヘンシェルさん？」

「ね、ケーイチのクラスは？」

「ケーイチ……市いちヶが谷やくん、ですか？　発明部の。二年の、Ｆ組だから、たぶん……」

　中庭を挟んで一階下の教室を指差す女生徒。ヘンシェルは窓から身を乗り出すと、大声で叫んだ。

「ケーイチー！　ケーイチ―――！　ねえ―――！」

　あまりの大声に、しばらくして馨けい一いちが窓から顔を出した。

「ねえ、今日は何時に終わるのお!?　いっしょに帰るー！　約束だよー！」

　しかし馨一が答える前に、きっ子がやはり窓から身を乗り出して叫ぶ。

「うるさーい！　ヘンシェルうるさいでありますー！　勉強しろでありますー！」

「あー、なんできっ子がそこにいるのー!?」

「きっ子はへーかと同じクラスであります！　ふんだ！」

「え――――ずるいずるい――！　わたしもケーイチと同じクラスがいいー！」

　これらの会話を、中庭を通して行っているのだ。むろん、高等部中に筒抜けである。

「あの、ヘンシェルさん。そろそろ、先生が来ますから」

「えー、ちぇ、つまんないのお」

「はあ」

　ヘンシェルが名残惜しそうに窓から離れようとした。しかし下の窓にまだ馨一がいて、小さく手を振っているのを見ると、矢も盾もたまらなくなったらしい。

「いま行く、ケーイチ！」

　ヘンシェルのクラスメイトもわずかに目を離した隙すきだった。

　ヘンシェルは窓枠を蹴けると、中庭へ身を躍らせていた。三階から……。

「わ、へ、ヘンシェル！」

「ケーイチ！」

　途中、背中の羽を開く。こんなときのために、ヘンシェルの制服のブラウスには、縦にスリットが入れてある。

　翼の全幅は二メートル以上。折りたたみ式のＦＲＰ素材でとにかく軽く作られている。日に透けて白く輝いた。

　ヘンシェルは放物線ではありえない軌道を描いて馨けい一いちのクラスの窓へ飛び込む。寸前、翼を格納した。

「……ぅわああ！」

　ダダアアアン！

　かろうじてヘンシェルを抱きとめた馨一はそのまま後ろへ倒れ込む。きっ子が支えようとして跳ね飛ばされた。

「痛っ！　なにするでありますか、ヘンシェルはー！　へーかが死んじゃうであります！」

「だってえ！　きっ子ばっかり。わたしもケーイチといたいんだもん！」

「ヘンシェルは三年だから学年が違うであります。無理であります！」

「だったらわたしも二年になる！」

「なれない！　であります！」

　いまのヘンシェルと話していると、きっ子ですらひどく論理的に見えてくる。

「それよりへーかが！」

　跳ね飛ばされたきっ子と違い、馨一はヘンシェルの下敷きになったままなのだ。

「あれ？　ケーイチの顔が……ない」

　教室の床に伸びている馨一の上に、ヘンシェルは完全に乗ってしまっていた。

「へーかの顔は……ヘンシェルの真下であります！」

「あ！」

　ヘンシェルが自分のスカートを持ち上げる。そこに、かろうじて意識を保っている馨一の顔があった。

「や、あ」

「ケーイチ！　こんなところにいたー！　えへへ」

　こんどこそ、馨一の首に抱きつくヘンシェルに、

「いや、そんなことより、降りて……」

　……そして、ヘンシェルと話していたクラスメイトは、

「ヘンシェルさん？　ヘンシェルさん！　もう授業が……どこに行ったの……？」



３



「まったく……どうなってるんだよ、ヘンシェルは……」

　完全に本人に聞こえるようにぼやいているのに、ヘンシェルはまったく意に介さず、馨一の腕にぴったりと身体からだを密着させていた。反対側にはきっ子が、やはり馨一の手を握って離さない。

　ようやく授業が終わった放課後。

　けっきょくヘンシェルは、一時間だけ二年のクラスで授業を受け、そのあとは馨けい一いちの説得でなんとか三年の教室へ帰っていった。が、休み時間ごとに現れ、放課後はもちろん、一番乗り。

「まだ中庭を飛んでこないだけ、いいか」

　誰だれにもヘンシェルの背中の翼を見られなかったろうか。馨一は思う。

　お風呂場でのきっ子のビーム砲といい、なんだかどんどん見境なくなってるし……！

　幸い、風呂場の壁が一部壊れた昨日の一件は、巷ちまたではボイラーが破裂した、という説が流布しているようだった。中には尾ひれがついて、風呂場を覗のぞこうとした生徒がダイナマイトを使ったとか、ＲＰＧロケットを使った、などと言い出すものもいた。

　しかし、穴の空あいたのは男湯なのだが。

「それにしても、どうして……」

「ねー、ケーイチ、何して遊ぶー？」

「遊ばない遊ばない。これからまた先輩たちと……」

　そうだ。飛行機製作が佳境なのだ。このあともすぐ行って作業をしなくてはならない。

　馨一がそうヘンシェルに言い聞かせようとしたときだった。前から、歩いてくる人影が目に止まった。

　真っ赤なセパレートの制服。脚まで届きそうな濃緑色の長い髪……。

「フォル……！」

　馨一がそう言うより速いか、ヘンシェルはフォルゴーレに襲い掛かっていた。細身の剣、エストクを抜き放つや、斬きりかかる。

「わぁ、ヘンシェ……！」

「きゃあああああっ！」

　が、意外なことが起こった。

　フォルゴーレは逃げもせず、もちろん戦うわけでもなく、なんとその場にしゃがみ込んでしまったのだ。

　目を閉じ、頭を抱えるようにして、悲鳴を上げている。

　これにはヘンシェルも手を止めざるをえなかった。

「うそ泣きするな！」

　フォルゴーレの襟首をつかんで引き立てる。フォルゴーレは必死に顔を背けながら、めそめそと泣くばかりだった。

「ごめんなさい、お姉さん。許してください、お願いです……」

「ええ？」

　遅れて駆け寄った馨一にもフォルゴーレの変へん貌ぼうぶりはわかった。そういえば、制服までいつもと違う。きちんとブラウスを着ている。

　弱弱しくつぶやくフォルゴーレは、まったくの別人に見えた。

「フォル、なんか変であります」

「そうだな」

「なに泣いてんだ！　この！」

　容赦なく、フォルゴーレをガクガク揺するヘンシェル。こっちも、別人である。

「は、そうか！　きっと、この二人に何かがあったんだ。昨日の夕方からヘンシェルが変わってしまった原因が、フォルにも関係してるんだよ」

　思い至った馨けい一いちが、フォルゴーレに尋ねる。

「昨日の夕方、どこで何をしてたんだ？」

「あの……それが、思い出せないんです。気がついたら、藪やぶの中に倒れていて……あの、わたし、また何かご迷惑を、おかけしたんでしょうか……」

「いや、それはもう、いいんだけど」

「よくない！　ケーイチ、これは悪い女だ。弱っているうちにやっつけないと！」

「そういう記憶はあるんだなあ」

　馨一が妙に感心していると、向こうから数人の男子生徒が走ってくるのが見えた。

「待て待てー、待て―――い!!」

　あっと言う間にフォルゴーレを取り囲んで、馨一たちに相対した。

「だいじょうぶですか、フォルゴーレさん！」

「おまえら、フォルゴーレさんに何したんだよ！」

「フォルゴーレさんに危害を加える者は、おれたちが許さない」

「フォルゴーレさんを守るんだ！」

　どうやら、フォルゴーレのクラスの男子らしい。すっかりフォルゴーレのファンになっているようなのだった。

「はあ。あー……」

　馨一はこれはこれで、頭を抱えた。
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　なんとか理由を説明して、フォルゴーレのクラスメイトたちには引き取ってもらった。

　そのままにしておくとまたヘンシェルがマウントポジションになってフォルゴーレを殴りつけそうだったので、とりあえず二人を分けた。そしてお互い絶対手を出さない、と約束させて、口を開いた。

「昨日の午後、生徒会からヘンシェルに手紙が届いたっていうんだ。何か知らないか」

「わたし知らなーい」

　先に答えるのはヘンシェル。

「いや、この質問は明らかにフォルゴーレにしてるんだけど……どう、フォル？」

「さあ……知りません」

「ぼくの考えでは、たぶんフォルゴーレがヘンシェルを呼び出したんじゃないかと思うんだ。そのあと、二人が一時行方不明になって、それで、こんなふうに性格が一変しちゃっただろう？」

「でも、へーか、フォルがこんなにおとなしくなってるのは変であります」

「引っかかるのはそこなんだ。だから、そこにもうひとり、あるいは複数の誰だれかがいたのか、それとも何か手違いが起こったのか」

「どっちにしても、おまえが悪いんだ、この！」

「ああ、やめてえ！」

「あー、ほら、ケンカしちゃだめだって」

　ここでようやく、記憶のない二人からなにを聞いても無駄だ、とわかった馨けい一いちは、次に二人が意識を取り戻した場所を探そうとした。それがわかれば、少なくとも彼女たちが昨日の夕方いた場所がわかる。そこに何か手がかりがあるかもしれない。

「このへん、でしたか……」

「こっちのほう、だろ」

　ところがこれも、二人ともうろ覚え。お互いが主張する場所がまったく違うので、けっきょくは二人が会った場所はわからずじまいだった。

「はあ……ダメか」

　肩を落とす馨一。

「あの、わたし、もう帰って、いいですか？」

　フォルゴーレの問いに、

「うん。すまなかった。ありがとう」

　馨一が言うと、フォルゴーレはかすかに微笑ほほえんだ。会釈をして、去っていく。

「ケーイチ、いまうちにあいつ、やっつけよう！」

「フォルゴーレはとりあえず危険じゃなくなったんだし、ダメだよ。……最初は、例の、この島を狙ねらっているやつらが、ヘンシェルとフォルに何かしたのかと思ったんだけど、それならフォルをあんなふうにおとなしい性格にするわけない。やっぱり、何か事故みたいなことが起こったんじゃないかな」

「事故、でありますか。ヘンシェル、事故でこうなったでありますか」

「だから、ヘンシェルのせいじゃないんだ。きっ子も怒らないで、仲良くしてあげてよ」

「む。きっ子はもともと仲良くしてたであります。ヘンシェルが、急にへーかを取ろうとするから……うー、わかったであります。でもきっ子もかまってほしいでありますー」

　そう言うと、頭をグリグリと馨一の腕に押し付ける。ネコの習性を持つきっ子の癖だ。

「わかってる。きっ子とはいつもどおり、変わらないよ。心配しなくても」

「でもヘンシェル、なんだかすごーくせっきょくてきであります。きっ子、気になるでありますー」

「フン。ケーイチはわたしのほうが好きだもんね～？」

「あー、ダメでありますー！」

「ほら、言うそばからやらない！　あ、いけない。すっかり忘れてた！」

「なにをだ」

「先輩たちと、作業の続きをすることになってたんだよ！」
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　馨けい一いちが急いで辿たどり着いたのは、旧男子寮の食堂だった。

　旧男子寮は、現在の男子寮ができる十年ほど前まで使われていた建物だ。

　老朽化が激しいため、いまは使われていない。しかしなぜか取り壊されもせずに残っている。

　表向きは封鎖されているものの、いまでは登校拒否、引きこもりなど怪しげな生徒たちが住み着いて一種のアンタッチャブルと化していた。

　馨一たち発明部は、ここの一部屋を発明品を保管する倉庫として使っていた。そしていま、念願の飛行機作りのための機体製作工場となっている。

「遅いぞ～、市いちヶが谷やァ！　おー、きっ子ちゃんに、ヘンシェル嬢もいっしょかァ」

　すでに作業の真っ最中の流ながれ山やまが言う。向こうには九く品ほん仏ぶつもいて、木材やＦＲＰの部品に埋もれて奮闘していた。

「すいません。途中、フォルに会ったんです」

　馨一はかいつまんでここへ来るまでのことを話した。

「ふうん。フォルもそんなに変わってたとはなァ」

「別人でしたよ。すごくいい人になってて、同級生の男子がファンクラブみたいになってました」

「へえ！　そりゃァ、びっくりだ」

「ケーイチ！　これ、飛行機!?」

　ヘンシェルが興奮して叫んでいる。

「そうか。ヘンシェルはあれからここへ来るの初めてだから、知らないんだ。そう。飛行機だよ。まだまだ、製作途中だけど」

「しかし、一ヶ月でよくこれだけ形になってきたなァ」

「そうですね。もともとの機体設計は、昔作ったグライダーを大幅に流用したものだし、エンジンも発掘されたもの。それでもそうとういろいろ難しかったけど」

　馨一たちはこのところ、学校へ行っている時間以外のすべてを、大詰めにさしかかったこの飛行機製作に費やしていたのだ。

「すごい、飛行機、すごーい！」

　ヘンシェルが目をキラキラさせて眺めて回っている。

　まだ機体は姿を現していないが、すでに翼の一部や胴体のコクピット部分などは組みあがっていた。

　元となったグライダーは、全長七メートル全幅八メートル。しかし滑空目的だった主翼は全面的に作り変え、エンジンを搭載するために機首を大幅に改造。また、機内に燃料タンクやオイルタンクなど数々の部品を取り付けてある。

　コクピットにも最低限の計器。エンジン回転計、昇降計、高度計、方位を示す磁気コンパス、それにエンジン関係の計器などが備えられていた。

「おまえが急に飛行機を作りたいって、言い出したときは、驚いたがなァ」

　流ながれ山やまの言葉に、馨けい一いちは頷うなずいた。

「ぼくたちも、そろそろなにか、納得できるものを作っておきたいっていう気がして」

「ン？　それじゃなにかァ？　これまでの数々の輝かしい発明品に、市いちヶが谷やクンは満足してなかったのかなァ!?　地雷探知機、ジェットエンジン付き空飛ぶホウキ、深海探査艇（ただし潜航深度十メートル）……」

「……魚群探知機」

　ボソッ、と九く品ほん仏ぶつがつぶやいた。

「あ、いえ、いや、満足してない、とかじゃないんです。そうだなあ、もっと正直に言えば、やっぱり空を飛んでみたかった、っていうことじゃないかな……」

　そう言う馨一の視線の先には、さっきから相変わらずやりあっているヘンシェルときっ子の姿がある。

　きっ子もそうだが、ヘンシェルは大口を開けて笑ったり、目を吊つり上げて怒ったりと、とにかくめまぐるしい。かと思えば、飛行機の部品を触ったり、コクピットに座ってみたり。

「そうだなァ、やっぱり空を飛ぶっていうのは、人類の憧あこがれだからなァ、ライト兄弟以来、百年と少し、アメリカじゃ、ＮＡＳＡがマッハ九とか十に挑戦しようってところだし、スペースシャトルの大気圏再突入速度はマッハ二十以上にもなるってことらしいが、まだまだ個人が操縦する、自動車みたいな飛行機は出て来ていないし……」

　そこまで言って、流山は馨一の目が追いかけているものを確かめた。

「なァ、ヘンシェル嬢、このままでいいのか。なんだかいろいろ、騒動を起こしてるみたいだがァ」

「それなんですけど……もちろん、何があったのかを突き止める必要があるし、やれることはなんでもやってみないといけないと思うんです。でも……」

　馨一が言葉を切った。再び、その目がヘンシェルに向けられる。

「もしかしたらこのままでもいいんじゃないか、って、そんな気もしてきて。人間だって、何かのきっかけで変わったりするでしょ。いままでの、なんでもできて、責任感の強いヘンシェルをみんな頼りにしていたけど、だからって彼女が幸せだったかなんて、わからないし」

「幸せ、か……確かになァ」

「あんなふうに、思い切り笑ったり、それから泣いたりも、そんなヘンシェルをいままで見たことなかった。きっとずっと、自分を抑えていたんじゃないかって。それはぼくたちのために、かもしれないし」

　初めて学園に留学生として来たころのヘンシェルは、いまよりもう少し感情を表に出していたような気がする。ときに、大胆な行動に出て馨けい一いちを唖あ然ぜんとさせることもあった。

　しかし、自分がアンドロイドだと知ってからはそんな姿もじょじょに影を潜めるようになる。最近では、どこか耐えているようなところも、まるで不安を打ち消すかのように、戦いの場面では自らの犠牲も厭いとわない姿勢を見せるようにもなっていた。

「ひょっとして、いまのままでも……無理して元に戻るより、それが危険なことだったりするなら、このままでもいいんじゃないかって、そんなふうにも、思うんです」

「そうか。そうなのかもしれんなァ。だがな、市いちヶが谷や。最終的にヘンシェル嬢が幸せになれるかどうかは、おまえにかかってるんだ。それを忘れるなよォ」

　流ながれ山やまに言われて、馨一はグッ、と息を飲み込んだ。

「ケーイチ！　手伝うぞ、何したらいい？」

　突然、後ろから抱きつかれた。思わずのめりそうになる。もちろん、ヘンシェルだった。

「え、あ、そうだな……」

「へーか、きっ子も手伝うであります！　きっ子はいつも手伝ってるでありますから」

「今日はわたしがやるのお！　きっ子は黙ってろ」

「そんなことダメであります！　ヘンシェルは帰ったらいいであります。むっ」

「あーこらこら。じゃあ、とりあえず、今日は夜遅くなりそうだから、華道部の由ゆ佳か里りさんに報しらせてきて。できれば、みんなの分の夕飯をお弁当にして運んで来てくれたらいいんだけど」

　馨一が言うと、ヘンシェルもきっ子もいっせいに手を上げた。やる気十分である。

「はーい！」

「はーい、でありま……あー、ヘンシェルー！」

　ヘンシェルは返事をするなり、外へ飛び出し、背中の飛行デバイスを展開して飛び上がった。あっと言う間に見えなくなる。確かにこれなら、速い。

「卑ひ怯きようであります、ヘンシェルー！」

　そのあとをきっ子が追いかける。

「……なんだか、小学校の先生ってこんな気持ちなのかなって、思えてきました」

「それも限りなく低学年、だな」

「……」

　やはり九く品ほん仏ぶつがコクコクと頷うなずいていた。
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　ヘンシェルが変わってしまってから、すでに三日が過ぎていた。

「病気や怪け我がということでもないのですから、とりあえず、ようすを見てみましょう」

　そんな由ゆ佳か里りの言葉もあって、とくに叱しかったり直そうともせず、自然に見守ってきた馨けい一いちたちだったのだが……。

「ケーイチ！　洗濯物、出せ！」

　放課後、発明部の前。一度部室へ戻ろうと思って来た馨一に、ヘンシェルが言う。

　いちおうは、それまでやっていた華道部の当番もこなそうとがんばっているらしい。

　いつもの制服姿ではない。Ｔシャツにショートパンツというラフな格好。ここのところヘンシェルはずっと、金髪を二つの長いお下げ髪にしていた。どうやらそのほうがうるさくなくて動きやすいらしい。髪を編むのは、たいていゆひか由佳里の役だった。

「今日は洗濯当番なんだ？　でも、華道部と、発明部じゃ、洗濯はいっしょにはしないんだよ」

「なんで？」

「それは、女物と男物の洗濯をいっしょにしたら、女の子が嫌いやだろう？　だから、洗濯機だけ貸してもらってるんだ」

「わたしは嫌じゃないよ。ケーイチのパンツといっしょで」

「ヘンシェルは、そうかもしれないけど」

　パンツ、と言われて、馨一のほうが赤面した。

「とにかく、洗濯するの！　持ってくるの！」

「ああ、わかったよ。あとで持っていくからさ」

「絶対だぞ」



　念を押されたので、馨一はしかたなく、発明部分の洗濯物をまとめて持っていった。

「ん……」

　パンツ、とヘンシェルが言ったのが耳に残っている。やはり、パンツに限らず、下着を見られたりするのが恥ずかしい。

「洗濯物ってすぐ溜たまるよなあ」

　そんなことを言いながら、洗濯カゴをかかえて御ご殿てんの裏手へ歩いて行く。

　厨房の裏にちょうど洗濯物を干せるくらいの空あき地があって、そこに何本もの竿さおがかかっているのだ。

「あ、ヘンシェ……」

　ちょうど、洗濯機を前にしたヘンシェルが見えた。声をかけようとした馨一は、思わず口を自分の手でふさいだ。

　ヘンシェルは洗濯機のふたを開けたまま、じっと中を見つめているようだった。ぐるぐる回る水流がそれほどおもしろいのか。

　が、急に自分の着ているＴシャツに手をかけると、たくしあげる。首から抜くと、洗濯機の中に放ほうり込んだ。

　それだけでは終わらない。こんどはショートパンツも脱いでしまうとやはり洗濯機の中へ。となると残ったのは、下着のみ。その下着にも……。

「あ――――！　だめだめ！　ヘンシェル、何してんだよおー！」

　ついに我慢できなくなった馨けい一いちが飛び出して、ヘンシェルを止めた。

「ケーイチ？　なんで止めるの？」

「だって、なんで服脱いでるんだよ！」

「ついでに洗濯するの。だって、いま洗濯してるのに、いま服着てたら、せっかく洗濯したのに、もう洗濯物ができちゃう。いっしょに洗えば、みんなきれいになるよ！」

「洗濯してるのに、洗濯物が……あー、まー、わかるけど、それじゃダメなの！」

　洗濯物が乾くまで、裸でいるつもりだったのだろうか。パンツ、いや、ショーツも履かない裸で？

「なんで？」

「いや、なんでじゃなくて！　その、そんなことしたら、ヘンシェルの裸が見られちゃうじゃないか」

　言ってしまって、馨一のほうが赤くなる。しかしヘンシェルはきょとんとしていた。

「はだか？　見られてもいいよ。ケーイチなら」

「……」

　さらに一方的に赤面する馨一。

「だ、だからっ！」

「ねえ、見て、グルグル回ってる。いまはこっちへ回ってるけど、こんど、こっちへ回るんだよ」

　洗濯物がからまないよう、間欠的に水流が反転することを言っているのだろう。

「う、ん」

「おもしろいねー、ねー！」

　おもしろいか？　馨一は思うが、問題なのはいま、ヘンシェルが下着姿で馨一といることだ。

　裸になるのは阻止した。しかし何かを早く着せないと。とくにいまこの状況を誰だれかに見られることは非常にまずい！

「ねえ、ヘンシェル、とりあえず制服を……あ――――――！」

　ふと横を見るとヘンシェルが、

「脱いじゃった」

　もう下着も全部脱いでしまっている。

　さらに洗濯機の中へ片足を入れようとしていた。自分も洗うつもり……？

「何してるんだよ―――！」

　かろうじて、抱きかかえるように押さえた。しかしバランスを崩して二人とも倒れてしまう。

「あー！」

「きゃああっ！」

　持っていた洗濯カゴが倒れ、地面にぶちまけられた洗濯物の上に、折り重なるように倒れている馨けい一いちとヘンシェル。

「痛いったあ……！」

　起き上がろうとする馨一の手をヘンシェルがつかんだ。

　馨一が振り返ると、あお向けに倒れたヘンシェルが頬ほおを染めながら馨一を見上げていた。

「このまま伽とぎか、ケーイチ。わたしはいいよ……」

「……！」

　一秒、二秒……。

「ケーイチ？」

「のあああああああ！　しません！　なんでそんな言葉だけ覚えてるんだよ」

　馨一は勢いよく自分のシャツを脱ぐと、ヘンシェルに押し付けた。

「着なさい！」

　それから地面に散らばった洗濯物を急いで拾い集めると、立ち上がった。

「あとで洗濯する！」

　それだけ言うと、発明部の部室へ戻った。後半は駆け足になった。

「ケーイチ……」

　そんな馨一の後ろ姿をヘンシェルはポカンと見つめていた。が、クスッと笑う。手に残った馨一のシャツを顔に押し当てた。

「クンクン……」

　匂においをかぐ。

「えへー」

　また笑った。
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「とにかく、これからは人前でむやみに飛んじゃダメだ。わかった？」

「はーい！」

「やーい、ヘンシェル、へーかに怒られたであります」

「きっ子もそうだよ。ビーム砲を撃たないこと」

「……はーい、でありますー」

　これが翌朝の登校前の一こま。なんだかますます小学校の先生じみてきている馨一。

「はーい！」

「ヘンシェル、別に挙手しなくてもしゃべっていいよ」

「チューは？　ケーイチ」

「はあ？」

　しかし馨けい一いちに代わって答えたのはきっ子だった。

「チューなんてダメに決まってるであります。バカでありますか、ヘンシェルは」

　このところ、むしろきっ子のほうが急に大人びてきている。弟や妹ができると、それまで頼りなかった長女が不思議としっかりしてくる、そんな現象と似ているのかもしれない。

「えー、チューしたいー」

「ダメであります！　そんなの！」

「バカきっ子。きっ子なんて、ニャーニャー言ってればいいんだ！」

「む。いまぜったいきっ子をバカにしたであります。感じ悪いでありますー」

「こらこら、離れろ」

　レフェリーのように間に入って二人を分ける馨一。思わずため息が漏れる。

　ほんと、子どもといっしょだなあ。

「ヘンシェルはー、困ったでありますね。そうだ。ヘンシェルは、今日、お弁当を作ったでありますか？」

　きっ子の話が効いたのか、ヘンシェルがパッ、と目を輝かせた。馨一から離れる。

「そうだ。今日はわたしもお弁当、作ったんだー！」

　鞄かばんを開けて取り出す。

「え、ヘンシェルが、弁当？」

「ケーイチ、いっしょに食べる？」

「いや、それは……」

　馨一は戸と惑まどった。きっ子を見るが、きっ子も同じような表情をしている。

　アンドロイドのヘンシェルは食事をしない。なので、昼休みにはいつも、食堂へ行く、などと行って席を外しているのだ。きっ子も同じだった。

　が、子どもに戻ったヘンシェルはそれがつまらない。そのうえ、みんなが食べている弁当が食べたくて仕方がない。

「弁当、食べられるの？」

「うん」

「おいしい？」

「えーっと、おいしい、って、なに？」

　まえに馨一はヘンシェルに聞いたことがあった。

　食事はしようと思えば、食べられる。しかし消化することができないので、あとで吐き戻さなくてはならないのだとか。

「うー……」

　馨けい一いちはちょっと想像してしまった。

　しかし、それほどに食事をしたいという欲求なのかもしれない。子どもに還かえったことでそれが素直に出たのか。

　もしかしたら、もっと人間らしくなってきてるのか？

　その想像はむしろ馨一をさらに複雑な感情へ追い込む。

　アンドロイドのメンタル面がどれだけ人間に近づいても、けっきょく人間になれないとしたら、それはもっと残酷なことではないのか。

「ケーイチ、お昼に食堂でお弁当食べよ！　あ、中庭がいい、中庭だ！」

「うん。わかったよ、ヘンシェル。お昼に、ね」

「お昼、絶対絶対！」

　無邪気によろこぶヘンシェルを前に、馨一は少しだけ心が痛む思いがした。
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「完成、ですね」

「完成だな」

「……（感涙）！」

「できたでありますー！」

　ついにエンジンの取り付けが終わった機体を前に、馨一、流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつ、きっ子の四人は感無量の面持ちだった。

　つい気づかずに旧男子寮の食堂で組み上げてしまったため、きっ子の過粒子ビーム砲で壁をブチ抜かなければ機体を外に出すことができなかった。

　そんな苦闘と脱力を乗り越え、ようやく発明部製作飛行機１号が青空の下に姿を現したのだ。

「できた？　できたー！」

　ひとり、ヘンシェルだけがはしゃいでいたのだが。

　エンジンの始動試験もさっき終わり、回転数は三千を記録した。

　現在なら自動車用エンジンでも簡単にその倍は出る。しかし六十年以上前のエンジンをデチューンしたものとしては予想以上の好結果だった。加えて出力が違う。三百馬力はあるだろう。これはざっと小型自動車二台分以上。現代の軽飛行機としても十分以上の出力だった。

「あとは飛ばすだけ、か」

「飛ばすだけ……ですね」

　機体を飛ばす……飛行機を操縦する。

　この未知の分野へ挑むため、機体の製作と並行して、訓練も日々行われてきた。

　あらゆるレシプロ軽飛行機の操縦マニュアルを読破することから始まり、九く品ほん仏ぶつがプログラムしたＰＣシミュレーター上での飛行。さらには、デパートの屋上にある子ども用ライドを改造したものとＰＣを組み合わせた飛行シミュレーター訓練。

　これらを経て、いちばん成績のよかった馨けい一いちがパイロット役に決まったのだ。

「名前をつけてなかったなァ。この飛行機。発明部の伝統に則のつとって……」

「う」

　全員が嫌いやな予感がした。

　かつて、深海探査艇……といっても潜航深度は十メートルなのだが……に、深海だから新開くん、という名をつけた流ながれ山やまと九品仏だ。

「魚群探知機にも名前ついてたんですか」

「それは確か九品仏部長がつけたんだと思ったなァ」

「……魚神さん」

「うう」

　こんどもとんでもない名前をつけかねない。

「……飛行機といえば、翼！　そこで、キャプテン……」

「あ、それ……」

　馨一が思い切り苦笑の顔で抗議しようとしたときだ。流山がフッ、と息を抜いた。

「命名は、おまえにまかせるよ、市いちヶが谷やァ」

「え、でも」

「もともと、飛行機作りはおまえのプロジェクトだしなァ」

「でも、命名権は」

　発明物に名前をつけるのは、代々発明部部長の役目、権利だった。

「だからだよォ」

　虚を突かれたようにポカンとした顔になる馨一の肩を、流山が叩たたいた。

「次の発明部部長になるおまえが名づけるのが相応ふさわしいだろう」

「部長……！　でも、ぼくはまだ、部長なんて。二年だし」

　流山は三年。九品仏は本来卒業しているはずが、留年して三年をまたやっていた。

「オレたちはもう来年卒業だ。となれば、大学受験の勉強もしなくちゃならん。正直、大きな発明品はこれが最後になると思うんだ」

「そう、でした……」

　それはわかっていた。それでも流ながれ山やまの口から言われると、馨けい一いちは、あ、と思った。

　まだまだ流山や九く品ほん仏ぶつと、いっしょにクラブをやっていけると思っていたのだ。

　新しい発明、新しい工作、設計図を書いたり、材料を切り出したり……。

　そして流山や九品仏は先輩として、馨一を指導してくれる。

　しかし、そんな関係も、いつかは変わっていく。

　流山や九品仏は卒業し、高等部を出て行くのだ。発明部もそのメンバーを変えていく。馨一も、いずれ……。

「そこでだァ。この機会に、オレは市いちヶが谷やに発明部部長を譲りたいと思うゥ！」

「ええ！　いま!?」

　驚く馨一。

「そんな。無理ですよ。だいいち、急過ぎます。その、心の準備だって！　ぼくは何も、まだしてないし……」

　焦る馨一の腕を、流山がつかんだ。

　え？　と見る馨一に、視線で飛行機を指す。

「してるじゃないか。こんなすごいな発明を作り上げたんだからなァ。立派な、発明部部長だよ」

「先輩……」

　見ると、傍らでウンウン、と頷うなずいているのは九品仏だ。すでに細い目がいっそう細くなり、熱いものがあふれ出している。

　馨一は頷いた。

「わかりました。でも、まだ先輩たちも時間があるんだから、これからもつきあってください。発明品の製作は無理かもしれないけど、設計の相談に乗ってもらうことくらいなら。それに、文化祭の出品とか……」

「おう。オレたちもまだ引退したわけじゃないんだからなァ。そうだ。一年生も勧誘しなきゃならん。発明部をオレたちだけで終わらせるわけにはイカンのだァ」

「はい。やりましょう。ぼくも、やります！」

「へーか、きっ子もやるであります」

「うん。きっ子も、たのむよ」

「はい、であります」

　それから馨一はヘンシェルを振り返った。

　さっきからヘンシェルは、ひとりで飛行機のコクピットに納まって楽しそうにしている。

「名前……ヒンメル１号アインって、いうので、いいですか」

「ヒンメル？　ん、なんだ？」

　耳慣れない言葉に、流山が聞き返した。

「ドイツ語で、空っていう意味なんです」

「空、ならスカイ、とかで……ははァ……」

　それだけ言うと、流ながれ山やまは言葉を切った。ニヤッ、と笑う。

「いいだろう、ヒンメル１号アイン。いいじゃないかァ」

「なんでドイツ語でありますか？」

　きっ子はひとり不思議そうな顔を見せる。

「まあ、きっ子ちゃん、いい名前だよ。うん。そうか、空は、ルフト、じゃないんだな」

「ルフト、は、エア、つまり大気とか空気、という意味みたいですね。それで、ルフトファハトで、航空……」

　馨けい一いちがまだ説明を続けているうちに、飛行機のコクピットから飛び降りたヘンシェルが駆けて来た。

「ケーイチ！　飛行機、飛ばそう、飛行機！」

「ヒンメル１号って言うであります」

「ヒンメル……？」

「空っていう意味だよ」

　馨一の言葉に、ヘンシェルはパッ、と顔を輝かせると、

「ＢｌａｕｅｒＨｉｍｍｅｌ！」

　空を指差して言った。青空、という意味だった。

「うん。そうだよ」

「飛ばそう！　ケーイチ、ヒンメル、飛ばすぞ！」

「そうだァ、飛ばすぞ、市いちヶが谷やァ」

　流山までが言う。

「え、でも今日はエンジンの始動実験までじゃあ……いや、そうですね。こんなにいい天気なんだ。空も青いし、そうだ。飛ばそう！」

「わーい、飛ばすでありますか、飛行機！」

「ヒンメル！　飛ばす！」

「よおし、行こう！」

　しかし、そこから夷い皇おう島じまの飛行場まで、ヒンメル１号を台車に乗せてみんなで押すこと、二時間近くもかかったのである。
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「エンジン、始動いいぞォ！」

　流山が言う。

　はるか前方、舗装路が伸びているのが見える。夷皇島の千五百メートル級の滑走路だ。

　現在の大型ジェット機なら三千メートル以上は必要だ。その意味でも、小型飛行機か昔のレシプロ機くらいしか離着陸のできない飛行場だった。もっともＶＴＯＬ垂直離着陸機やＳＴＯＬ短距離離着陸機なら話は別だが。

「こっちも、ＯＫです！」

　応こたえるのは、コクピットに納まった馨けい一いちだ。

　プラスチック製の椅い子すに腰掛け、両手で操縦桿かんを握っている。この椅子は、機体を作っていた食堂にあった椅子から脚を取ったものだった。

　オープンカーのような開放式コクピットだが、ほとんど頭がつきそうなところに天井のように翼が付けられている。

　操縦桿を左右に動かしてみる。

　翼の端につけられたエルロンがパタ、パタと動いた。

　続いて脚のフットバーを動かす。これは踏み込むのではなく。左右のペダルの中央に回転軸があってターンテーブルのように押し込むのだ。ちゃんと反動がついて戻るよう、バネまで仕込まれていた。

「ラダー……よしであります」

　機体の後方にいたきっ子が垂直尾翼の方向舵だの動きを確かめる。この方向舵が、機首を振るための舵かじになる。

　さらに馨一が操縦桿を上下に動かすと、水平尾翼の昇降蛇が二枚一度に上、下、と振れた。

「エレベーター、よしであります！」

　もともとグライダーのヒンメル１号アインは、胴体をかなり細く作りこまれている。コクピットの上を横断するパラソル翼形式の翼の胴体の間は、二本の支柱で繋つながれていた。

　着陸脚はすべて胴体から出ている。機首にひとつと中央からふたつ。

　タイヤとホイールはすべて自動車から取ったものだ。軽自動車の、しかもスペアタイヤである。

　パンクしたときなどのために、ふつうはトランクの中に収められているテンパータイヤ。わざわざそんなタイヤを選んだのは、少しでも機体を軽くするためだった。おかげで島にあるわずかな自動車のうち、三台はいま、スペアタイヤなしで走っている。

　細い胴体の先端に、直径一メートル近い星型九気筒エンジンがかなり不ぶ恰かつ好こうだった。その先に、直径二メートルはある二に翅しプロペラがつく。

　馨一がコクピットで手を上げて見せた。

「いくぞォォォ！」

　掛け声とともに、流ながれ山やまがプロペラを持って、力いっぱい回した。すぐさま離れる。

　パッ、パッ、とエンジンから黒煙が噴ふき出した。

　バラッ、バラッ、バララッ……！

　やがてエンジンは振動しながら回転を上げていく。すぐに回転するプロペラが見えなくなった。

　九く品ほん仏ぶつは機体の下に這はうようにして、動き出そうとする機体を身体からだで押さえていた。

「エンジン、いいですよ！」

　馨けい一いちはと言えば、ヘルメットをかぶり、身体をプラスチックのシートにベルトで固定している。

　このヘルメットは流ながれ山やまのコレクションのひとつで、旧ドイツ軍のヘルメットのレプリカだった。しかも周囲のつばが短い降下猟兵タイプというのがよりマニアックなこだわりだ。ふつうにバイクのヘルメットでもかぶっておけば、というところを、わざわざこんな物騒な（？）ヘルメットをかぶらされてしまうのが、発明部らしい。

　さらにゴーグルをし、マフラーで鼻から下を覆った。

　計算では一応、時速三百キロ程度は出るはずだった。目を守り、呼吸を楽にするために、ゴーグルとマフラーで顔を覆うのだ。

　コクピットの左側面に取り付けられた出力レバー、つまりスロットルを馨一はあらためて片手で握り締めた。

「いいかァ！　今日は飛び上がるだけだ。ちょっと浮いたら、それでいいんだ！　滑走路のあるうちにすぐ降りろよォ！」

　エンジンの轟ごう音おんのおかげで、大声になる。

　馨一は頷うなずいて手を出した。その手を、グッ、と流山が握る。

「がんばれ！」

　手を離そうとした、ときだった。

「ケーイチ！」

　パッ、と二人の間に飛び込んできたヘンシェルが、流山を押しのけて馨一の首に抱きついた。そのまま、ゴーグルとマフラーの間、わずかに露出している鼻の頭に唇を押し付ける。

「わ、ヘンシェル」

「あ―――――！　ヘンシェル、ダメ―――！　であります、バカ―――!!」

　しかしきっ子は、機体の後ろで尾部をつかんで、機体が動かないようにする役なので抗議にもいけない。睨にらみながら頬ほおを膨らますだけだった。

「じゃあ、行きます！」

　その声を待って、九品仏が離れた。まだコクピットのふちに取りついているヘンシェルを無理にひき剥はがすようにして、流山も離れる。機体がスルスルと動き出した。きっ子も機体を放すと、動くヒンメル１号アインを追って走り出した。

「へーかー！　しっかりでありますー！」

「市いちヶが谷やァ！」

　いつのまにか、みんな平行して走っていた。馨一はもう振り返らずに、スロットルレバーを開に向けて押していく。

　ブオオオオーッ！

　エンジンが唸うなりを上げ、回転数が高まる。速度が上がっていく。あっと言う間に走るみんなを引き離した。

「計算では……そろそろ」

　時速八十キロくらいで離陸できるはずだった。しかしコクピットに速度計があるわけではない。機体にかかる力を身体からだで感じるしかない。

　ガタガタガタ……！

　振動がひどくなってきた。操縦桿かんを押さえているだけでせいいっぱいだ。

「もう、もう……か？」

　滑走路のアスファルトが飛ぶように背後へ流れていく。と、機体がグッと上へ引っ張られる。

「ここだ！」

　馨けい一いちは操縦桿をゆっくり引いた。引きすぎると、機首が急に上を向いてひっくり返ってしまう。わずかに、ゆっくり。

　突然、もわっ、と持ち上がる感覚。

　いままで地面に重みを伝えていたのが、急に上からつかまれて、引っ張り上げられるようだ。重さがなくなる。空気が機体を押し上げる。

　ガタガタガタガ……。

　振動が止やんだ。車輪が地面を転がる騒々しい音と上下動、機体が壊れそうな振動がピタッ、と止んだ。
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「飛んだ!?」

　その瞬間、馨一は宙に浮いていた。

　まだ空ではもちろんない。が、地面にもいない。まさに、宙に浮いていた！

　そのときの気持ち！

　怖い、ではない。不安、心細さ、不快さ、そんなものは微み塵じんもなかった。

　行ける！

　そう思った。力強く、エンジンが回っている。空気の力が馨一ごと機体を押し上げている。

　空気の力。クルマに乗って猛スピードを出し、窓から顔や手を出してみたことがあるだろう。

　遅くとも時速百キロ以上。それくらい速いと、顔に空気の流れが当たって、痛いようなくすぐったいような、そんな気持ちになる。口を開けても呼吸が難しく、手を出すだけでも、手の皮膚が波打ったり押し上げられたりするのが感じられる。

　空気が流れてくれば風になる。風が力を持っている。

　そして、空気に自分から速い速度でぶつかっていけば、空気が力をくれるのだ。自重六百キロ以上のヒンメル１号アインを空へ持ち上げる力を。

「おおおおーッ！　やったァ――――！」

「すごいでありますー、へーか、すごいですー！」

「……（うおおー）!!」

　後ろを走っていた流ながれ山やまたちからは、機体が浮かび上がるさまが、その後ろ姿から見えた。二メートル、三メートル……。もう人間の背丈より高い。

「……ケーイチ、ケーイチ！」

　ヘンシェルが叫んだ。

　一秒、二秒……もう降りなくてはならない。操縦桿かんを前へ、軽く前へ、押すだけでいい。それで、また車輪が滑走路に接地する。それで、一回目の試験飛行は無事成功だ。

　が、馨けい一いちは操縦桿を逆に引いていた。スロットルは、最大開度のままだ。

「わあああーっ！」

　グン、と機首が空を向いた。

　視界が空だけになる。そしてぐんぐん上っていく。

　三百馬力のレシプロエンジンが機体をどんどん引っ張っていく。空、ヒンメルを目指して！

「ああーッ、あいつ……市いちヶが谷やァ！　やめろ、降りろォー！」

　見ていた流山が叫んだ。

　しかしヒンメル１号はますます高度を上げていく。

　二十メートル、三十メートル……五十メートル！

「あー……やっちったァ……」

　見る見る遠く、小さくなるヒンメル１号を見送りながら、流山がつぶやいた。歩みが止とまる。立ち尽くして空を仰いだ。

「……す、すごい！　飛んでる。飛んでるよー！」

　一方、コクピットの馨一は、なんともいえない興奮と高揚のただ中にいた。

　後ろを振り返る。

「わっ！」

　地面がどんどん遠くなっていく。もう高等部の校舎や男子寮、女子寮までもが見渡せた。まるで地図のようだ。

　コクピットの上に翼があるパラソル翼構造だから、顔を出せばすぐ下が見える。見えないのはただ自分の身体からだの幅の機体部分のみ。

　大型の旅客機などではとうてい味わえない、自分が空を飛んでいる、そんな感覚だ。

「おおおおおお、どうなるんだ!?」

　操縦桿をまず水平に戻した。スロットルも絞る。これで水平に飛ぶか、と思ったら、今度はガクッ、と下降しはじめた。

「ダメだ！」

　またスロットルを開ける。グッ、と引っ張られる感じがして、今度はなんとか水平飛行に移った。

「そうか。空を飛ぶっていうのは、こういうことなんだ」

　空を飛ぶ機体にとっては、スピードを落とす、ということはそのまま、高度が下がることに繋つながる。簡単に言えば、止まれば落ちてしまう。当たり前だ。この当たり前が、地面の上を走るクルマや電車とは違うところだった。

「こんどは……曲がる、か」

　脚のフットペダルを奥へ押し込む。方向舵だが動き、機首がそちらを向く。わずかに、操縦桿かんを横に倒すと翼の補助翼が動いて機体が傾き、回頭性がよくなる。

「シミュレーターでさんざんやったけど本当の飛行機の操縦は……ううー」

　さっきからずーっと汗をかいている。心臓は耳にはっきり聞こえるくらいドンドン打っているし、頭の中まで熱くて何も考えられない。

　飛んだ、という最初の衝撃から醒さめると、こんどはどうやって降りるか、ということが重石のようにのしかかってきた。

「もう百メートルくらい上がってる。一周したら、降りなきゃ」

　首を伸ばして下を見た。驚いた。

「滑走路が、あんなに小さく！」

　レシプロの輸送機も一応降りられる滑走路が、いまは遠くに見えるテニスコートのように見える。まるで床に落ちたＡ４の紙を見ているみたいだ。

「あそこへ、降りられるのか……」
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　馨けい一いちは調子に乗って上昇してしまったことを、今度こそ後悔し始めていた。

　そう考えるとすべてが不安になってくる。

　ときおり、機体のあちこちで鳴る音。外板のＦＲＰがビリビリと振動している。頭を出して見上げると、翼の一部が波打ったり、皺しわのように寄るのが見えた。

　ゾーッとした。

「だいじょうぶ、なのか。もしや、墜落……」

　たった今まで、ひとりで空を飛んでいる、と思っていたのが、空にたったひとりで取り残されているように感じた。興奮の汗が、冷たい汗に変わる。

　と、

「え？」

　すーっと前をよぎる影。

　馨一が顔を上げるとそこに、白い翼を広げた天使がいた。

「ヘンシェル！」

「ケーイチー!!」

　ヘンシェルは手を振っている。笑っている。

「あはははは！」

　笑い声が聞こえた。

　ヘンシェルはヒンメル１号アインの上になり下になり、周囲を回ったり、翼を持ち上げてわざと機体を揺らしたりした。

「おい、こら、ダメだってば」

　言いながら、馨けい一いちも思わず笑ってしまう。

　笑うと、いままでの不安がスーッと溶けていくように感じた。

「そうだ。きっとだいじょうぶだ。だってぼくには……天使がついていてくれるんだから」

　深呼吸をひとつ。気持ちがすっかり落ち着いてくる。とたんに、周りがよく見えるようになった。

　もう海の上へ出ている。

　視界は上も下も、空の青と海の青だ。

　このまま飛んでいったら、二つの青に挟まれてどこまで行ってしまうのだろう。

「ケーイチ！」

　ヘンシェルが手を振った。と、サッと上昇して見えなくなる。

「れ？　どこ行ったんだ？　ヘンシェル？」

　馨一が探す。頭をあれこれ巡らせても、ヘンシェルの姿は見えない。

　ボンポン、と肩を叩たたかれた。

「え？」

　振り返ると、真後ろにヘンシェルがいた。というより、胴体後部に寝そべるように跨またがっている。

「そんなところにいると……」

　危ないぞ……そう馨一が言おうとしたときだった。

　サッ、とヘンシェルの手が伸びて、馨一の首に絡みついた。そのまま身体からだを寄せてくる。ゴーグルが上げられた。

「ヘンシェ……」

　あ、と思ううちに、ヘンシェルの顔が近寄ってくる。焦点が合わないほど近く。そして、唇が触れてきた。

　マスクのようにマフラーをしているから、唇にはキスできない。額に、まぶたに、キスされた。柔らかい唇。温かい唇。

「ヘンシェル」

「好き！　大大大好き！」

　腕に力がこもって、ギューッ、と首を絞しめられた。

「わあ！」

　馨けい一いちの腕にも力が入って、操縦桿かんを握る手が乱れた。とたん、上へ下へ、飛び跳ねる機体。

「ちょっと、ヘンシェル！」

　なんとか操縦桿を戻しながら、振り返る。

「えへへー」

　ヘンシェルは笑っている。以前の、思いつめたような表情はそこにない。



    

  
    
      



    

  
    
      　自然な笑顔。ほんのりと頬ほおが赤らんでいる。そんなありのままの笑顔がなぜか眩まぶしい。

　グッ、とまた抱きつかれた。

「ずっといっしょにいたい。ケーイチ。ずっとずっと、いっしょにいたい！　いっしょじゃなきゃ、ヤダ！　いっしょじゃないと、ダメなのお！」

「うん」

　返事ができた。いつもなら、ここで立ち止まってしまうのに。

　空の上だから？

　ヘンシェルがそれまで鎧よろいのように身につけていた殻を取り去って、触ったら痛いほどの、むき出しの自分を見せてくれているから？

　そうだ。そして違う。

　馨一は思った。

　ぼくはなにをぐずぐず悩んでいたんだろう……。

　ヘンシェルやきっ子と、いっしょにいたい。ずっといっしょにいたい気持ち。

　アンドロイドだからとか、人間だからとかじゃない。ひとりの女性として、いっしょにいたいんだ。

「ホントか、ケーイチ！　うれしい!!」

　強く、抱きしめられた。ヘルメットのわずかな開口部から、ヘンシェルの頬ほおが馨けい一いちの顔に押し付けられる。

「ヘンシェル、前が見えな……」

「帰ったらすぐ伽とぎか!?　そうか？」

　頬を紅潮させて馨一の目を覗のぞき込む。

「あ……いや、いま、そういうの、全然違うと思う……わああっ！」

　ガクン、と機体が急降下した。



「どうなってるンだァ、あんなに上っちゃったよ」

　一方こちら、馨一の機体を地上で見守るしかない三人。流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつ、きっ子は……じりじりしていた。

　いまはもう紙飛行機よりも小さく見えるヒンメル１号アイン。その動向も気になるが、ヒンメル１号を追って突然飛び立ってしまったまま帰らないヘンシェルもまた、心配の種だった。ことに、きっ子にとっては。

「なあ、きっ子ちゃん」

　さっきからブスっと無言で空を見上げているきっ子に、流山が尋ねる。

「なに、やってるんだろうなァ、空の上で……ん？　きっ子ちゃん？」

「撃ち落したいー、であります……」

「え、ええ？　あはは、そ、そうだねェ。はは……市いちヶが谷や、早く帰ってこないと、撃ち落されるぞ」

　後半は小声でつぶやく流山だった。



    

  
    
      


第６章　負けたら農場行きよ！　よろしくて!!
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「リオナ、これ」

　ここはまたもおなじみ、生徒会の拠点、迎げい賓ひん館のリオナ執務室。

　寝椅い子すに寝そべりながら柿ピーをつまんでいるリオナに、黎れいがいつものモバイルＰＣを差し出した。

「ん？」

　パッ、と一いち瞥べつした後、画面に釘くぎ付けになるリオナ。

「これ、これよ！」

　モバイルＰＣをつかむや、画面を凝視する。

「これで、今度こそ華道部の尻しつ尾ぽをつかんだわ！」

　きっ、と背後を振り返るなり、

「めぐみ！」

「は、はいー、ぎゃっ！」

　リオナの脚を揉もんでいためぐみが、立ち上がろうと突然振り上げられたその脚に回し蹴げりを食らって昏倒する。

「風紀委員を集めなさい！　華道部の御ご殿てんへ行くわよ！」

「は、はあ……ええー!?」

　驚くめぐみを後しり目めに、リオナはもう外出仕度を始めている。

「黎」

　リオナに呼ばれるより早く、黎が化粧キャビネットのジュエルケースから、大粒のブローチを取り出す。

「リオナ」

「ん」

　リオナが胸を張ると、その九十センチＥカップのバストがこれみよがしに深い谷間を襟元に覗のぞかせる。いわばこれがリオナの得意のポーズ。例を上げれば、野生のゴリラが胸板を叩たたいて歯をむき出すような……。

　ともかく、その胸元、リボンの合わせ目に、黎がブローチをつける。

　中央の小さな絵皿には、夷い皇おう島じま学園の校章をアレンジした美しい紋章が描かれている。模様の輪郭には銀線を使用した有線七宝だった。絵皿の回りには銀の剣があしらわれ、剣の柄には小さな宝石までが埋め込まれていた。

　これぞ、夷皇島学園すべての生徒会を束ねる全権生徒会長の証あかし。リオナが特注で作らせた会長ブローチだった。そんな高価な物を勝手に作るのって……。絶対、生徒会費が使われているに違いない。

「あの……もしかして、華道部に行くんですか？」

　恐る恐る声をかけるのは、フォルゴーレだ。ついさっきまで、部屋の隅でひとり、編み物をしていたらしい。編み棒ぼうを持ちながら、

「もう、よくないことをたくらむのはよしたほうがいいんじゃないでしょうか。それより、華道部のみなさんと仲良くして、学園をよく……ひぅ！」

　パーン！

　リオナの化粧ポーチが飛んで来たのだ。フォルゴーレが首をすくめ、壁に当たって弾はじける。

「何を言っていて！　ついこの間まで、わたくしたちをさんざん煽あおったり、命令して華道部を攻撃させようとしていた張本人が！　いまさらいい子になろうなんて、ムシがよすぎるというもの……」

　そこで黎れいが差し出したモバイルＰＣの画面を再び眺める。リオナのこめかみがピクピクと痙けい攣れんした。

「どうしたんですかー、リオナさまー」

「ガーッ！　ぬぁんだとお！」

　興奮して、さらに物を投げつけようとするリオナを、めぐみが必死になって止めた。が、止めきれず、顔にさまざまなものをぶつけられるハメに陥った。

「きゃあ！」

　頭を抱えてしゃがみ込むのはフォルゴーレだ。そのフォルゴーレに、

「あなた、人気投票の順位がこんなに上がってるじゃなくて！　ちょっとおとなしくなったからって、キーッ！　悔しいー！　いじめてやる！」

　恒例の高等部人気ランキングで、フォルゴーレは大きく躍進。リオナをはるかに抜き去って十位に輝いていた。

　しかしリオナもそうとうこのランキングにこだわっているのか。というより、人気なさすぎじゃないのか。全権生徒会長。

「リオナ、もう行かないと」

「わかったわ！　とにかく、おまえも来るのよ！」

　リオナに指差されて、フォルゴーレがひくっ、と肩を震わせた。
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「だから、さっきから何度も言ってるのじゃなくて！　ああ、もうイライラするわね！」

　高音部が脳天に突き刺さるようなリオナの声。

　ずっと言い合いをしていると、なによりこの精神に障るような声で相手が疲れてしまい、戦意を失ってしまうという。

　しかしいま、リオナの前にいるのは暖簾のれんに腕押しの由ゆ佳か里りだった。

　何を言われても、ニコニコと微笑ほほえんでのらりくらりとかわすさまは、リオナのもっとも苦手とするところでもあったのだ。

　華道部御ご殿てんの奥の書院。部長室と呼ばれている部屋である。

　対たい峙じしているのは、華道部側が由ゆ佳か里りと響きよ織う子こ。生徒会側が、リオナと黎れい、それにめぐみとフォルゴーレだった。護衛の風紀委員たち十名弱がいっしょだったが、彼らは別室で控えさせられていた。

　開け放した中庭からは、あわい碧みどりの匂においが差し込んでくる。しっとりと馴な染じんだ畳が、座った者の膝ひざ小僧を包み込むようだ。

「困りましたねえ」

「なにが困るの？　証拠なら、さっき見せたのじゃなくて！」

　証拠。それは黎が持参したモバイルＰＣで映像を出して見せたものだ。

　学園内の出来事をリアルタイムで実況放送するサイト。ここに、発明部のヒンメル１号アイン初飛行のニュースが早速アップされたのである。

　画面にはヒンメル１号の滑走から離陸までの動画が映っていた。ヘンシェルの飛行までが撮られていなかったのは幸いだったと言える。

「華道部に所属する発明部が生徒会に無許可で島の飛行場を使用したこと。同じく、無認可の自家製飛行機の製造と無断飛行……」

　黎が罪状を読み上げる。

「自分たちで作った飛行機で空を飛ぶなんて、すばらしいですね。わたし、市いちヶが谷やさんたちを尊敬しています」

「あなたの感想を聞いてるのじゃなくてよ！」

　顔を怒気に赤らめるリオナをまえに、由佳里はあいかわらずの微笑を絶やさない。お茶を一服すすると、美濃焼きの茶碗を傍らにそっと置いた。

「この御殿から退去しろ、ということなのですね」

「ええ、そうよ！　だいたい、こんな立派な建物を使ってることが、例外中の例外じゃなくて。そのための、許可や文書はいっさいなし。ようするに、昔、とりあえず決めたことがそのまま慣習になって残っているだけなのよ。ほかのふつうのクラブと同じように、クラブ棟に入ってもらうわ。別につぶすとか言ってるわけじゃないのだから、受け入れられるでしょう」

　たとえ部が存続しても、御殿を失った華道部はカリスマ性を失う。そうなれば生徒会に対抗する存在などと思う生徒たちも少なくなるだろう。結果、リオナの株は上がり、由佳里の人気は失墜する。そういう計算だった。
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「そうですか。困りましたねえ」

「困る必要なんかなくてよ。言うとおりにすれば、生徒会があとのことは目こぼしをしてあげると言ってる……ん！」

　リオナが表情をゆがめた。

　もう三十分以上も正座している。わずかに体重を移動させようと、身じろぎしたら、脚に激痛が走ったのである。

　じつはこの書院に通されてから五分もしないうちからこの状態だった。あとはひたすら気をまぎらわせながら我慢を重ねてきたのだ。そんなリオナを知ってか知らずか、由ゆ佳か里りたちは涼しい顔をして茶をすすっている。

　ひざの痛さに顔を赤らめながら、リオナは思った。

　これもきっと、由佳里の嫌いやがらせなんだわ。この女、涼しい顔してやることは汚いのじゃなくて！　でも、こんなことでこの女の思いどおりになるのは癪しやくだし、で、でも、もう脚が、限界……!!

「痛っぁ～！」

　そんなリオナの隣で、コロンと倒れたのは、めぐみだ。

　これではせっかくリオナが我慢していたのが水の泡である。

「めぐみ！　おまえは！」

　リオナの手がめぐみの後頭部を一いつ閃せんする。

「あう、リオナさまー、脚が、脚がー！　畳になにか仕掛けがあるんですー」

　頭を押さえながらも、しびれた脚をジタバタするめぐみ。

「おいおい、畳に仕掛けなんかないよ」

　涼しい顔でそう言うのは華道部の副部長、響きよ織う子こだ。もちろん、由佳里、響織子とも少しも脚を崩していない。

「座布団は」

　生徒会側で唯一、表情を変えない黎れいが尋ねた。

「ごめんなさい。ここは本格的な書院造りの建築なんです。だから座布団とか座椅い子すはなくて。華道のお稽けい古こには使いませんし」

「時代劇なんかで、座布団に座ってる人って見たことないでしょ」

「うう、とにかく！　返事を聞かせてちょうだい！　三日以内にここから退去するのか。さもなくば、クラブの助成金をカットして、クラブそのものを廃止してもよくてよ！」

　とうとうリオナがしびれを切らして叫んでも、由佳里のほうは、

「そうですねえ……」

　微笑をたたえたまま、黙り込んでしまう。

「ところで、うちがこの御ご殿てんを使っていていけないというなら、生徒会が迎げい賓ひん館に住んでいる理由は何なの？」

　由佳里に代わって言うのは響織子だ。

「それは……生徒会は、学生自治の最高機関よ。そのための器もまた必要じゃなくて」

「器、なら学生会館があるでしょう。現に生徒会室はいまでも学生会館の三階にあるわよね」

「ま、そんな場所、わたくしは知らなくてよ」

　リオナは言うが、どうも歯切れが悪い。

「生徒会長さんが知らないなんて変ねえ。生徒会の溜たまり場になってるよ。ゲーム持ち込んだり、授業をサボってる生徒もいるとか？」

「本当なの!?　めぐみ！」

「あう～、その、あそこは空あき部屋みたいになってて、確かにー……」

「他の委員や、その友だちなんかがよく時間つぶしに使ってる」

　めぐみ、それに黎れいの証言もあっては、決定的だった。というより、最初からそんなこと、わかっていたはずなのだが。

「これでわかったでしょ。生徒会はよけいな部屋まで持ってる。華道部に御ご殿てんを退去しろって言える理由、あるのかな」

　響きよ織う子こが言うと、リオナは答えに詰まった。めぐみを睨にらむが、めぐみは痺しびれた脚を摩さするのに忙しくてそんなリオナの視線にも気づかない。

「響織子、言い方には気をつけてくださいね。それに、というのもなんなんですが、私たちがいないと、この正しよう儀ぎ院いんやお庭のお手入れにも不便が生じると思うんです。日本庭園の維持は、とくに大変ですから。それに……」

　由ゆ佳か里りの言葉を聞いていると、そのゆっくりとした、誰だれも敵として攻撃するつもりはないという口調に、リオナでさえしだいにその意見に同調したくなってくる。知らずに説得されているのだ。

「ま、まあ、そうね……じゃなくてよ！　話題を逸そらさないで！　まず、勝手に飛行機を作って飛ばした罪を認めなさい！　それに、この華道部は生徒会法の男女交際禁止項目に限りなく抵触しているっていうことも知っているのよ！」

「そうですよー、発明部の男どもとか、いっしょに食事したり、お風呂に入ったりしてるんですよー！」

　急にめぐみが声を合わせる。もう正座は無理らしく、お尻を畳にペタンとつけた女のコ座りに変わっていた。

「食事はいっしょにとるけど寝るところは別々だし、お風呂は、大雨などの大変なときに貸してあげてるだけよ」

　ぴしゃり、と響織子。さらに続けて、

「それを言うならそっちこそ、多忙と事故を理由に生徒会長選挙を半年以上も遅らせているようだけれど、みんなずいぶん怒っているようよ」

「な、なんですって！」

「そういうこと。生徒会顧問の、みさ緒お先生はかなり指導したがっているようだけど」

「く！」

　リオナが唇を噛かむ。生徒会長選挙は、いま生徒会で最大のタブーなのだ。なぜなら、いま選挙をするとリオナは由ゆ佳か里りに負けるだろうから。それも確実に。

　言葉を失いながらも負けを認めないリオナと、言葉は尽きないが相手を叩たたきのめすつもりはない響きよ織う子ことの睨にらみ合いになった。

「あ、あの、そろそろ帰りませんか……」

　緊張に耐えられなくなったフォルゴーレが口をはさんで、リオナにニベもなくハネ付けられる。

　由佳里はというと、ふんわりはんなりとした笑顔でたたずんでいる。

「どうでしょう。これで五分と五分、ということでしたら、何かゲームでもして、決めませんか？」

　不意に、サラリと口にした。

「おもしろい……」

　由佳里の言葉を聞くなり、リオナが我が意を得たり、とばかりに立ち上がった。

「ゲーム……おもしろいわ。勝負、ということね！　受けてやろうじゃなくて！」

　立ち上がった。グッと拳こぶしを突き上げて！　……とリオナの頭の中ではイメージされていたのだが、現実には、

「あ？　あーっ！」

　脚が痺しびれてもつれ、畳のうえにペタッと崩れ落ちる。



    

  
    
      



    

  
    
      「だいじょうぶですかー、リオナさまー！」

　助け起こそうとするめぐみ。しかしまだ脚が痺しびれていて、これまたリオナの上に覆い被かぶさってしまう。

「痛っ！　めぐみ！　どいて、この！」

「あー、すいません、リオナさまー、すぐ……あー！」

　リオナたちのドタバタを眺めながら、響きよ織う子こが由ゆ佳か里りに振り向いた。

「由佳里、勝負なんて、だいじょうぶなの？」

「さあ、だって……」

　そう言って、微笑ほほえむ。

「勝負って、おもしろそうなんですもの」
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「ライフ」

「ゲーム!?」

　口々に発するのは馨けい一いちとゆひだ。

「って、あの、ボードゲームの、定番の……？」

　響織子の言葉に、

「そう。そのライフゲームで決着をつけようっていうのよ！」

　胸を張るのはもちろんリオナだ。

　そしてリオナの背後には、めぐみに一応率いられた風紀委員約三十名。そして風紀委員によって動員された二百人以上の観客が！　もちろん、すべて高等部の生徒たちだ。そして口コミでさらに多くの生徒が、ここ高等部校舎のグラウンドに集まりつつあった。

　特設された中央のステージには、華道部代表として、由佳里、響織子、ゆひ。発明部兼華道部として、馨一、流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつ、ヘンシェル、そしてきっ子が上っていた。

　対する生徒会は、もちろんリオナ、黎れい、めぐみの三人組に加え、すっかりおとなしくなったフォルゴーレである。

「ライフゲーム、か」

　馨一がつぶやく。

　リオナたちが華道部の御ご殿てんへ乗り込んできたことを知らされたのは、つい数日前だった。

　そして、華道部をつぶそうとする理由が、馨一たちが行ったヒンメル１号アインの初飛行だということも。

　由佳里は馨一たちに一言もそんなことを言おうとしなかった。

　事情を知ったゆひが、馨一だけに教えてくれたのだ。

　そしてこのゲーム。

　華道部が窮地に陥ってるのは、ぼくたちのせいだ。ぼくたちで、何とかしないと。どんなゲームだって、勝たないといけないんだ！　それが由ゆ佳か里りさんたちへの恩返しにもなるんだから。

　馨けい一いちは後ろを振り返る。

　すでにギャラリーはお祭り騒ぎのような盛り上がりを見せている。

　が、しかし。

　万事派手好きのリオナがわざわざこれだけのギャラリーを集めて、ただのボードゲームをチマチマやってそれで済むはずがない。

「もちろん！　ただのライフゲームじゃなくてよ！　我が生徒会の総力を挙げて、ついでに関係各クラブの協力を得て……」

　グッ、と胸を張る。バストを強調するリオナ。

「リアル、ライフゲームを企画、実現してよ！」

　リオナがブチ上げると、ずらりと配された風紀委員たちがギャラリーを煽あおる。おおーっ、という大歓声が沸き起こった。

「フン！　いかが！」

　観客は多ければ多いほど本領を発揮する。そんなリオナは早くもテンションをかなり上げてきている。

「リアル……ライフゲームって、なんなんだ？」

　どうやらやはりただのボードゲームではない。身構える馨一。

「へーか、ゲームであります、ゲーム！」

「ケーイチ、わたしもやる、ゲーム、やる！」

　しかし、メチャクチャ乗り気な二人の間に挟まれていた。

「いかが、って言われてもなァ、そんなリアルライフゲームなんか……」

　流ながれ山やまがいぶかしがるなか、

「ステキです！　なんて楽しそう！」

　両手を胸のまえでキュッと握って感激するのは、由佳里だった。

「あー……言っちゃった」

　響きよ織う子こが頭に手を当ててうなだれる。

「聞いてよ！　この勝負、受けたということね！　よろしくてよ！　リアルライフゲームで華道部と生徒会、真剣勝負をしてくれるわ！」

　ギャラリーをまえに、オーバーアクションで見得を切るリオナ。

「ではルールを説明するわ。黎れい！」

　指名され、インカムを耳につけた黎が詳細を説明した。

　それによると、

「代表者が一名ずつゲームを進行する。他のメンバーはゲーム内のイベントを構成する要員になったり、サポートにあたること。ゲーム盤自体はこの特製のものを使用する……」

　黎が指差す先に、テーブルの上に置かれたライフゲームのゲーム盤があった。

　つまり、ゲーム盤の上に置かれたコマをルーレットの出た目で進めるところまでは、ふつうのゲームと同じなのだが、止まったマスに書かれているイベントを実際に実行しなければならない、というところが、リアル版のゆえんなのだ。

「でもイベントって……」

「だいじょうぶ。それはこの学園内でできることになっているわ」

　それだけ言うとリオナは黎れいに目くばせした。

　むろん、こんなゲーム大会をギャラリーを集めてまで催したのはわけがある。ゲームに協力する各種クラブはすべて生徒会の息のかかったもの。またイベントを実現できるといってもそれは限りなく生徒会に有利に作られていた。

「フフン。この勝負、もらったわ！」

　というより、最初からそう仕組まれているのである。

「ライフゲームかァ。子どものころ、よく遊んだなァ。あれは時代によっていくつものバージョンがあるんだ」

「コマの中身のイベントもその時代の世相を反映してるんですよね」

「わたし、よく負けて、農場行きになりました」

　ニコニコ言う由ゆ佳か里りに、思い切り退ひく流ながれ山やまと馨けい一いち。

「それって、オリジナル版だよなァ。借金があると農場行きってのがマズいってんで、のちのち変更された……」

「いったいいつ遊んでたんですか、由佳里さん」

「あら。家にあったのはそれだったんです。はい。おっしゃるとおり、古いゲームのようでした」

　もともと旧家の名門という由佳里の実家なら、確かに物持ちはよさそうだ。

「そうだ。ライフゲームって、もともと、最後に持ってるお金の多い少ないで勝ち負けが決まるんだった」

　馨一の言葉を拾ったリオナがマイクで言う。

「そのとおりよ！　最後の決算日で持っているお金を計算する。そして負けたほうは、本当に農場へ行ってもらうわ！」

「本当に、って……」

　そこまで言って、馨一は気づいた。

「農場行き……ってことはつまり、ぼくたちにあの御ご殿てんから出て行けっていうことか！」

　発明部は御殿の物置、ではあるが。

「まあ、具体的には、農学クラブがいま開拓中のジャングル農場。そこへクラブを移転してもらうわよ」

　自信たっぷりに言うリオナ。う、と怯ひるむ馨一。

「農場なら、いっぱい菜園ができますね」

「うちは華道部だろ……」

　なんにしろマイペースの由ゆ佳か里りと、それに突っ込む響きよ織う子こ。

　スッ、と黎れいが歩み出た。

「代表者一名を決めて。こっちはリオナ」

「代表者……そうか。ライフゲームはあくまでひとりのプレイヤーの人生のストーリーっていうゲームだから」

「はい。こちらは市いちヶが谷やさんでお願いします」

「プレイヤーって、車のコマにピンを刺して……ええ!?　ぼくが？」

　華道部のために必死でがんばろう、と覚悟はしていたものの、急にメインで、となると動どう顛てんしてしまう馨けい一いち。

「お願いしますね。わたしたちも協力します」

　由佳里が言い、響織子が馨一の耳元にささやいた。

「由佳里やわたしじゃ、いかにも生徒会対華道部ってことになるでしょ。そんなふうに煽あおるより、キミが出てったほうがいいの」

「で、でも……」

　負ければ、ジャングル農場送りだぞ……。

「へーか、がんばるであります！　ジャングル農場、楽しいでありますか？」

「わー、ジャングルだってケーイチ！」

　わかってないきっ子と、馨一といっしょならなんでもいいヘンシェル。

「何をゴチャゴチャ言っているの。用意はできて!?　スタートするわよ！」
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　わあああああっ！

　いつのまにか、高等部の生徒たちのほとんどがグラウンドに集まってきていた。特設スタンドは超満員。ギャラリーは千人以上に膨れ上がっている。

　彼らの見守る中央に、リオナと馨一の二人が向かい合っている。二人のそばに、大道具のようなハリボテの自動車が引き出されてきた。

「なんだ、これ」

　自動車は明らかにベニヤ板で作られたとおぼしきカクカクした外観だが、タイヤもついている。派手なカラーリングでいちおう見栄えはするのだが。

「これに、乗るの？」

「そう」

　黎がそっけなく言う。

　いってみればこの自動車はゲームの参加者席。実際に使うゲームのコマを模したものなのだ。

「そうかァ。ライフゲームといえば車に乗って人生の旅をするものだからな。あれが参加者のマイカーってわけだァ」

　期せずして流ながれ山やまが解説する。

「こんなものまでわざわざ……あ」

　軽自動車よりもまだ小さい車のハリボテに乗り込むと、馨けい一いちはダッシュボードにルーレットが取り付けられているのを知った。この車に乗り込んだままルーレットを回せるようになっているのだ。ルーレットのすぐ上にはＣＣＤカメラが取り付けてあって、結果が前方の大型スクリーンに映るのである。

　ゲーム盤のほうは前方のテーブルの上にあって、実際のコマはこのゲーム盤のほうに置かれている。ルーレットの出た目だけ進まされ、止まったマスに書かれたイベントを実行する、というルールだ。

「じゃ、じゃあ！　ぼくから行きます」

　先攻後攻決めジャンケンで勝った馨一がルーレットを回す。すでに馨一とリオナは、スタート時に渡される五千チケットを手に握っていた。

「７」

　黎れいが言う。車型のコマを進めていく。早くも道が二ふた股またになっていた。職業選択コースだ。

　定期的に給料を受け取るために、プレイヤーは職業を決めなくてはならない。

　コースには堅実コースと一いつ攫かく千金コースがあって、堅実コースはそこそこの給料の職業になれるマスが多く並んでいる。反対に、一攫千金コースは高額所得の職業があるがマスは少なく、うまく止まれなければフリーターになるしかない。

「ここはやっぱり、堅実コースだな」

　ボード上のコマにはすべて紙が貼はられている。プレイヤーのコマが止まったマスだけ剥はがすという趣向だ。最初から内容がわかってはつまらない、という主旨からのようだったが。

「５、６、７……」

　黎が代理で馨一のコマを動かす。ゲーム盤はカメラによってつねに写されていて、その映像が背後の百インチビジョンに拡大投影されていた。これで、遠くのギャラリーにもゲームの内容が逐一わかる。

　黎が７つ進んだ先のマスを指差し、そのマスに貼られていた紙を取り去る。

「なんだ？　ぼくの職業は……」

　ゲームなのに、こんなときはかなりワクワクする。まるで本当に自分の人生をシミュレートしているようだ。だからこのゲームは人気があるのだろう。

「堅実コースなら……」

　最悪でもサラリーマンになれるはずだった。ほかには職人、教師など。ちょっとシャレた職業として、弁護士、ＴＶ局のディレクター、一級建築士、などがある。

「市いちヶが谷や馨一の職業は……医者です」

「やった！」

　医者なら、堅実コースの中でもいちばん給料の多い職業だ。馨けい一いちはよろこんだ。

「……ですが、医療ミスで医師免許剥はく奪だつ。ＮＥＥＴになりました」

「ええええー！」

　盤面を読み上げる黎れいの言葉に、馨一はひっくり返りそうになった。

「な、なんで医療ミスなんだよ。それに、ＮＥＥＴってなんだよ！」

「Not in Employment, Education or Training、就業、就学、職業訓練のいずれもしていない人……」「そんなことわかってるよ。だいいちそれ、職業じゃないじゃないか」

「じゃあ、引きこもり」

「引きこもりもＮＥＥＴも同じだって！　いや、違うのか……とにかく！」

「じゃあ、家事手伝い」

「それもっと違う！　どっちも職業じゃないってば！」

「ゴチャゴチャうるさくてよ！　盤に書かれていることには従いなさい！　それがゲームのルールじゃなくて！」

　リオナに言われて、馨一は、うっ、と黙った。

　確かに、ルーレットの出た目は偶然だし、堅実コースを選んだのは馨一だ。

　ざわざわとどよめく観客席。不安げに見守る華道部、発明部の面々。

「わ、わかった。じゃあ、それで」

「当然よ」

　リオナが勝ち誇ったように言う。

「でも、ＮＥＥＴじゃ給料が、もらえないじゃないか……とほほ」

　まるで自分の将来がダメになったような、ガックリ感はなんだろう。それもまたこのゲームのおもしろさのひとつか。
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　肩を落とす馨一の耳に、リオナの歓声が聞こえた。

「アイドル歌手！　わたくしの職業にふさわしくてよ！」

　一いつ攫かく千金コースを選んだリオナの職業が決定したのだ。黎が盤面を読み上げている。

「……さらに参院選に出馬して当選。不動産業で大儲け。裏山を掘ったら温泉が湧わいて、一大歓楽施設を建設して大当たり……給料は、十万チケット」

「なんだとー！」

「あら、なにか文句が」

「ありません……」

　次の馨一、リオナの番は順当な目で強制ストップの給料日についた。リオナ十万チケット。馨一、ゼロ。

「五千チケットで生命保険に入る？」

「入れるか！」

　五千といえば、最初に支給された額全部ではないか。

　さて次、というところで少しの間姿の見えなかったリオナが現れた。

「わあ、なんだ!?」

　ざわざわと喧けん騒そうが広がる。歓声を上げる者もいた。

「はぁ～い！」

　リオナのコスチューム。

　ベアトップで両肩を出した上、裾すそはウエストの途中で切れてヘソまで露出している。ボトムはフレアのごく短いミニ。そのすべてが、銀色の輝く素材と総レースでできていた。足元は膝ひざまで隠す白のロングブーツ。手にも白の手袋をしている。

「はあ？」

　馨けい一いちが口をあんぐり開ける中、

「まあ、ステキです！」

　由ゆ佳か里りが感激し、

「アイドルなら、このくらい当然じゃなくて」

　リオナ、得意の胸を突き出すポーズ。

　どうやら、職業に合わせてコスプレをするがこのゲームの主旨らしい。とはいっても馨一の場合は……。

「あなたもＮＥＥＴの格好をしたらいいわ……って思ったけど、そのままでもいいか」

「どうせＮＥＥＴにコスチュームなんかないよ。ぼくの番だ、ルーレットを回すぞ」

　憮ぶ然ぜんとしながらルーレットに手をかけた。

「こんどはまともなマスに止まれよー」

　見守る中、チキチキと音を立ててルーレットが止まった。

「８……野生のサルに襲われ、五千チケット奪われる」

「ええ!?」

　が、驚く間もなく、

「ウキーッ！」

　突然の奇声とともに、全身毛だらけの猿が馨一に襲い掛かった。

「うわあっ！」

　猿は馨一の手のチケットを毟むしり取ると口にくわえ、走り去っていく。車のハリボテから落ちそうになりながら呆ぼう然ぜんと見送る馨一。

「い、いまのって……めぐみ？」

　猿はピョンピョン跳びはねながら、リオナの前へ。

「リオナさまー、やりましたー」

　顔のところだけ開いている全身スーツ。もちろん尻しつ尾ぽもついている。顔にはヒゲだけがペンで書いてあった。

「取られた金がリオナに行くなんて、書いてないぞ！」

　せめてもの抗議をする馨けい一いち。

「フン。わかっていてよ。わたくしの給料は十万。五千チケットなんてはした金、どうでもよくってよ。次よ、次！」

　そしてリオナの出た目は６。

「宝くじが当たり、一万チケットもらう」

「フフン、まあこんなところね」

「なにー！」

　そして馨一の目。

「動物園でデート。パンダが暴れだし、大けが。治療代で一万チケット、払う」

「パーン、だ！」

「ぐわっ！」

　白黒の着ぐるみに突然体当たりされ、吹っ飛ぶ馨一。もちろん、着ぐるみの中に入っているのはめぐみである。いつの間に着替えているのだか。そして、動物着ぐるみ専門、という立場を本人はどう思っているのだろう。

「ったく、何するんだ……え？」

　当惑する馨一に黎れいがチケットを差し出している。

「くれるの？」

　コクッ、と頷うなずく。しかし馨一が受け取ったのはチケットではなく、

「約束手形……」

　赤い印字の約束手形だった。

　ゲームで手持ちの金がないのに支払いを受けると、こうして約束手形を持たされるのである。

「まずいぞ。ゲーム最後の決算日までに約束手形を全部返さないと……間違いなくジャングル農場行きだあ！」

「リオナ、４。家を掃除していたらヘソクリを発見。五千チケットもらう」

「そのヘソクリ、誰だれが隠したんだよ」

　そうこうするうちに、両者強制ストップ。
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「結婚!?　そうか、このゲーム、結婚は義務なんだよなあ。誰でも結婚はとりあえず、できるんだ」

　ちょっとおかしくて笑ってしまった。しかし背後に不穏な影を感じてゾーッと冷たいものが走った。振り返ると、

「お嫁さんはきっ子にきまってるでありますよね、へーか！」

「ケーイチ、わたし！」

　きっ子とヘンシェルにがっちりと抱きつかれる。首に絡みついてくる腕が、まるでチョークスリーパーで絞しめられているようだ。

「がー、待て、待って！　お嫁さんはひとりしか決められないんだよ！」

「だからケーイチ、わたしー！」

「きっ子に決まってるでありますー！」

　……長引いた結果、

「あたしでいいの、市いちヶが谷やくん？」

「ごめん。ゆひちゃん。役ってことで、我慢して」

　怒りの収まらないきっ子とヘンシェルを後しり目めに、ゆひが奥さん役を演じることになった。そしてリオナのほうはといえば、

「なんで俺おれなんだ」

　禁煙パイプをくわえた荒あら僚りよう冶じ。このために急遽呼ばれてきたらしい。

　夷い皇おう島じま学園高等部の校医。しかし、よれた白衣にボサボサの頭、無精ヒゲは、校医というより、ギャンブル場によくいるタイプ。

「生徒会に、まともな男役がいないからよ。……まあ、急に呼び出したりして、その、ごめんなさい」

　一言にせよ、リオナが謝るのは意外だった。僚冶はもうどうにでも、とばかり、車のハリボテに乗り込む。後部座席で居眠りを決め込む腹のようだ。

「ゲーム再開」

　結婚のお祝いをルーレットでもらう。出た目の千倍のチケットがもらえるのだ。

「今度こそ、チケットをもらうぞ。そうだ。ゆひちゃんがルーレット、回してみる？　ぼくはどうもくじ運が弱いみたいだから」

「わかった。やってみるね市ヶ谷くん」

　ゆひが回したルーレットは……、

「９」

「すごい！　10じゃないけど、九千チケットだよ」

「本当？　うれしい！」

「奇数はお祝い、なし」

「ええええー！」

　確かに、盤に書いてあった。一方のリオナは無難に六千チケットをゲットした。

「まあ、はした金ね」

　だったら、くれ、と言いたいのをぐっと我慢し、ルーレットに向かう馨けい一いち。

「ドンマイ、ドンマイ……」

　ゆひを励ますつもりが、呪じゆ文もんのように低いつぶやきになっている。

　しかしその後も、馨けい一いちは、

「……柔道で投げられ、怪け我がをする。千チケット払う……当たり屋にゆすられる、三千チケット払う……妻が華道教室に通いだす、二千チケット払う……」

　払ってばかり。

　しかもそのたびに、屈強の柔道部員に払い腰で投げられたり、ガラの悪いチンピラ役の学生にすごまれたりする始末だ。

「なんであたしが華道教室に行かなきゃいけないの。華道部なのに！」

　毛もう氈せんの上で生花をいちおう生けて見せたゆひも憤慨する。

　そして約束手形はたまっていくばかり。

　一方のリオナはといえば、

「家の中からヘソクリが出てきた、五千チケットもらう……歩いていたら、二千チケットひろう……ゴミの中から一万チケット見つける……竹やぶで二万チケット見つける……」

　もらうことばかり。

　さらに、

「帝国ドームで超満員のコンサートを成功させる。五十万チケット、受け取る」

　のイベントでは、得意満面のリオナがワイヤレスマイク片手に熱唱。



    

  
    
      



    

  
    
      「♪あなたの～～～～～しせんがまぶしい～～～～～～、わたしだけみていて～～～～～、むねのこどうが～～～かそくする～～～～～……」

「うわ、これは……！」

「耳がつぶれそう！」

「ケーイチ、気持ち悪くなってきた」

　典型的なリズム音痴。

　リズムが一定せず、どこかズレる。おまけにピッチも速くなったり遅くなったり。もちろん音程は狂いっぱなし。

「やめてえええ！」

「うげ、吐きそうだー！」

　いつのまにかギャラリーも全員船酔いしたかのような青ざめた表情。

「なによ、なぜ拍手がないの!?」

　千人近い人間に一度に致命的ダメージを与えるリオナもまた、恐るべし、と言えよう。

　やむを得ず十分休憩……。

　ようやく参加者にもギャラリーの顔にも生気が戻ってきていた。

　ゲーム再開。

　しかし相変わらずの、リオナ有利、馨一のどん底ぶり。

　となると、ギャラリーまでがこのワンサイドゲームをいいかげん疑い始めていた。ざわざわとした空気が広がり始める。

「まあ、市いちヶが谷やさん、苦戦ですね」

「いや、苦戦どころかァ……」

　由ゆ佳か里りの言に苦笑する流ながれ山やまだが、その目は鋭くボードゲームの盤上に注がれていた。

「うーん、どうもクサイ……」

　隣で九く品ほん仏ぶつが、自分の腋わきの臭においを嗅かいで顔を赤らめた。

「いや、部長ォ、そうじゃなくてェ。あのゲーム盤ですよォ。どうも、あれに仕掛けがある……だいたい考えてみれば、生徒会の高たか田だ黎れいがゲームマスターをやってるのだっておかしい。おそらくは……」

　流山の推理によれば、コマが止まってマスの紙を剥はがすときに仕掛けがあるということだった。

　二枚の紙が貼はられていて、馨けい一いちとリオナでは剥がす紙が違うのではないか。馨一なら徹底的に金を払うイベント、リオナならもらうイベントと、コマが止まってから選択できるから仕掛け損ないはない。

「暴いてやる！　そうだこういうことはァ……」

　流山がヘンシェルに近寄ると耳打ちした。ヘンシェルは目を輝かせて頷うなずく。

「うん。やる！」

　そのままヘンシェルは馨一に近いところまで進んで、辺りを見回した。相変わらず、リオナには金をもらうイベント、馨一には金を払うイベントが続いている。

「それ！」

　カチッ。

　加速装置がオンになる。ヘンシェルは一瞬でボードまで歩み寄ると、黎れいがまだはぐっていないマスの紙を剥はがした。

　そしてそれは、流ながれ山やまの看破したとおりだった。

　マス目を覆っている紙の下には、イベントを書いた紙が貼はられている。

　マスキングの紙はすぐに剥がすためのものだから付ふ箋せん紙のように浮いているし、イベントを書いた紙は、光沢のある紙でマス目にきっちりと貼られている。だからその下にさらに同じような紙が貼られているとは誰だれも思わない。

　これが仕掛けだった。

　ヘンシェルはその二枚仕立てになっている紙を剥がすと、馨けい一いちの傍らへ戻った。これで一秒。加速装置が解除される。

「これ！　変だよ！」

　声を上げる。全員が、ヘンシェルに注目した。

「やったぞ、よおし！」

　流山が、進み出る。いまこそ生徒会の不正を暴くときだ。が、

　シュッ！

　ヘンシェルの手に持った紙が、横から奪われた。これも目にも止まらない早業。奪った主は、

「フォル？」

　フォルゴーレの自在に動く髪のひと束がサッと伸びて、ヘンシェルの手の紙を奪ったのだ。

「ごめんなさい。わたし、こうするように言われているんです。ごめんなさい」

　どうやら、ヘンシェルやきっ子がその能力を使うようなことがあれば、フォルゴーレが阻止するよう、リオナに命じられているらしい。

「どうしたんだー？」

「華道部のヘンシェルさんみたいだけど」

　ヘンシェルと流山の行動に、ギャラリーもざわつき始める。

「あれ？」

　ヘンシェルはといえば、たった今まで持っていた紙がなくなったことを不思議そうに、自分の手を見ていた。

「くそ、証拠がなくなったのかァ？　いや、だがあのゲーム盤を衆人環視の中で検分すればいいことだァ！　ちょっとまったァ！」

「先輩!?」

「見てろ、市いちヶが谷やァ、このゲームはイカサマだ。それを……」

「あら、聞き捨てならないわね。このわたくしたちが何かインチキをしているとでも？」

　リオナが立ちはだかる。

「もちろんだァ。さっきから市いちヶが谷やばかり金を払ってるのはどうみたっておかしいだろう」

「それは、この男が超絶悪運の持ち主だから、じゃなくて。もしこのゲームにケチでもつけて、それが間違っていたら、この場で華道部は取りつぶしになるのよ！　そうなっても文句はないわね。そうじゃなくて！」

　リオナの自信たっぷりな態度に流ながれ山やまが怯ひるむ。

「う……いや、そう、のはずだ。だいいちさっきヘンシェル嬢が……」

　そこで流山の視線がフォルゴーレをとらえた。

　もしかすると、こうしてバレそうになったときに備えて、フォルゴーレがまた何か手当てをするように決めてあるのかもしれない。だとすれば、不正を言い立てた華道部側がまた不利になる。

「いや、だいたい、生徒会の人間がゲームの進行役をするのだっておかしい！　ここは中立な第三者が……」

　明らかにトーンダウンし始める流山だった。

「なんだなんだ。華道部は」

「抗議じゃなかったの？」

「本格的に負けかよ」

　ギャラリーの声も、リオナの味方をしているように聞こえてくる。そこへ……

「すいませーん、ちょっといいですか？」

　そんな空気をまったく無視、というよりも読めていない声が響き渡った。そしてもうひとり、

「あの、ちょっと、困るんですけど、わたし、ここ、なんなんですか？」

　その声は、

「みさ緒お先生!?」

　馨けい一いちのクラスの女教師、吉きつ祥しよう寺じみさ緒だった。ちなみに、二十四歳。独身。

　みさ緒を連れてきたのは由ゆ佳か里りだった。

「みさ緒先生なら、そういう意味での中立の立場。このゲームの進行役にふさわしいと思うんです。ここから先は、みさ緒先生に進行役をやっていただく、ということで、双方、収めたら、いかがでしょう」

「おー、みさ緒先生ー！」

「かわいー、萌もえー！」

「由佳里さーん！」

　由佳里の提案に沸く観客席。

「そんな、わたし、かわいいだなんて……」

　場違いな歓声に頬ほおを染めるみさ緒。つい先日の誕生日で、二十四歳。

「ええ、先生なら適役です。みんな、よろこんでますし」

「で、でも。わたし、いま、お風呂に入っていたところで。髪もバサバサ、セットしていないし、お化粧だって、その、急いで服を着たら……」

　そこまで言って、急に真っ赤になるみさ緒お。

　確かに、いつもより子どもっぽく見えるのは、ノーメークで髪も整えていないからなのか。急いで着た、というわりに、シルクのキャミソールはあきらかに外出着だろう、というのもみさ緒らしい。

「そうですね、先生。自然のままがいちばんですね」

　と由ゆ佳か里り。

　恐るべき、ボケとボケの会話。これではちっとも事態が進まない。

「ああ、もう、わかったわ！　だったら、先生をゲームのマスターにすればいいんでしょう！　とっととやったらよくてよ！」

　せっかちなリオナが早くもキレる。由佳里はあくまで微笑を絶やさない。

「それでしたら、先生。お願いします」

　しっかりと、中立のみさ緒を判定役に押し込んでしまった。

「さすが由佳里さんだァ。オレじゃああはできないなァ……」

　ようやく全員の関心がよそへ移ったことでホッとした流ながれ山やまが言う。

「あら、先生だけ来ていらっしゃらなかったので、どうかなと思ってお誘いしたんです」

　相変わらず、どこまでが計算なのか天然なのか、わからない由佳里だった。

　それはともかく、みさ緒が司会進行役にもなったことで、新たにゲームがスタートした。

「あの、よくわからないんですが、いっしょうけんめいがんばりますので、よろしくお願いしますね」

　ぺこっ、と頭を下げると、ギャラリー席が、沸いた。

「かわいーぞー！」

「みさ緒ちゃ～ん！」

　もう、ちゃん、付けである。

「やだ……」

「ちょっと……赤くなってるヒマなんてなくてよ！　さっさとおやりなさい！」

　これもまた教師に対するとは思えないリオナの言葉だが、

「あ、はい。では……」

「あなたがルーレット回してどうなるのよ！　わたくしよ！　わたくしの番！」

「え、そうなのね。はい」

　これでちゃんとゲームマスターなどできるのだろうか。

「たく、まどろこしいわ！」

　リオナにしても同じ思いで、吐き捨てるように言う。黎れいが耳打ちした。

「いいの？　これで」

「フン、よくてよ。どうせもうこっちの優位はゆるがない。あとは普通にゲームをしたって、華道部の負けは決まり」

　自信たっぷりに返して、ルーレットを回した。

　チキチキチキチキ……。

「えーと、２、ですね。２は……」

　みさ緒おがゲーム盤上の紙を剥はがす。

「リオナさん、車が故障。タイヤ交換で一回休み、だそうです」

　おーっ、とギャラリーの声。

　みさ緒には、リオナと馨けい一いちの違いによってマス目に貼はられた紙を区別して剥がすような真ま似ねはできない。というよりそんな仕掛けを知らないのだから、ハナからできるはずがない。

　適当に紙を剥がすので、出るイベントもランダム。もともとのライフゲームに戻ったとも言える。

「まあ、一回休みくらい、なんでもなくてよ。すぐに取り返して……ん？」

「はい。スペアタイヤとジャッキですが」

　見ると、ツナギを着た学生が二人、タイヤとジャッキを持って立っている。自動車同好会の学生たちだった。

「なんですって！　わたくしがタイヤの交換を！」

「いちおう、ルールだと、プレイヤー本人がやる、ということになっているみたいね」

　笑って言うのはみさ緒だ。

「ガーッ！　憶おぼえておいでなさい！」

　リオナは憤ふん懣まんやるかたない、といった表情で、ジャッキを受け取った。

「お、重い……」

「だいじょうぶかあ。ま、がんばってくれよ」

　後部座席で脚を投げ出した僚りよう冶じは、ハナから手伝う気はなさそうだ。

「まったく、なんでわたくしが！」

　派手なアイドルコスのリオナがタイヤ交換を成功させるまで、それからたっぷり三十分はかかった。



「３……市いちヶが谷やくん、双子の赤ちゃん誕生です！」

「おおー！」

「やったね、市ヶ谷くん！」

　ゆひが笑うなか、なぜか馨一は複雑な表情。

「子ども……それも双子……か」

　なんだか身につまされる思いがする。

「先生、子どもって、男の子ですか、それとも……」

「ケーイチー！」

「へーか、きっ子が乗るでありますー！」

「もう乗ってるし……」

　もはや性別は無意味、のようだ。

　しかも、

「子どもだぞ！」

「子どもであります」

　そういうヘンシェルは、スカートの代わりにスパッツ。髪は編んだまま、キャップをかぶっていた。

　きっ子も白のシンプルなワンピース。こういう飾りのない服だとなだらかな胸がよくわかる。裾すそ丈はミニで、足元は制服のローファーではなくサンダルだ。麦むぎ藁わら帽子と肩から斜めにかけたポーチ。

　これが子どものコスプレらしい。

「に、似合ってるよ。二人とも」

「そうか！」

「うれしいでありますー」

　馨けい一いちの車はきっ子とヘンシェルを加えてギュウギュウ詰めとなる。

「お祝いに、みんなから千チケットずつもらう、そうですよ」

　みんなから。この場合は、リオナから、ということになる。

「ほら！　払ってあげるわよ！　ったく！」

　ようやくタイヤ交換が終わり、手を油汚れだらけにしたリオナが、チケットを投げてよこす。見ると、銀色のアイドル衣装もところどころ汚れていた。

「よし、とりあえず、お金が入ったぞ。このままがんばれば、逆転だって……」

「あ、まってください、市いちヶが谷やくん。続きがあるの。出産後、奥さんが妊娠太りを解消するためエステに通って、五千チケット、払う、だそうなの」

「アハハ！　けっきょく払ってるじゃない！」

　ここぞ、と響くリオナの嘲笑ちようしよう。しかしその顔には黒い油汚れ。

「なんで払うんだよー。まったく」

　けっきょくまた約束手形が増えてしまった。

「やっぱり、妊娠すると太っちゃうのかしら。出産後も戻らないって聞いたけど……」

　変な想像をしてつぶやくみさ緒お。

　その後、リオナのほうにも子どもがひとり生まれるイベントが発生。

「あのー……リオナさまー、子どものかっこうはー」

　そういうめぐみはまださっきのパンダの着ぐるみのままだ。

「おだまり！　おまえはそれで十分よ！」

「えーん」

　これで生徒会側も三人（といっても僚りよう冶じは協力する気なし）になった。車の傍らには黎れいが寄り添っている。



    

  
    
      


第７章　お願いです。お肉を返してください！
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「いいですか。じゃあ、ゲームを続けます……」

　みさ緒おがゲームを再開しようとする。リオナが突然立ち上がった。

「ホホホホホッ！　ここからはデュエルゾーンよ！」

「デュエルゾーン……？」

「なにがふたつあるんですか？」

「それは、デュアル！」

　みさ緒のボケにイラつきながら突っ込み、リオナはゲーム盤を指差した。

「ここからの10マスは一つおきにデュエルカードを引くことのできるマスになってるわ。いわば直接対決。これで完全に叩たたきのめしてあげてよ！」

「あ、本当。書いてあります」

　みさ緒がルールを読む。

「このマスに止まったプレイヤーは、デュエルの対戦相手となる他のプレイヤーを一名指名する。デュエルカードを一枚引き、そのカードに書かれている種目で対戦すること、ですって」

「そのとおりよ。そして勝者の報酬は相手から五十万チケットか、持金の半分、どちらか多いほうよ。あなたたちにいま五十万チケットなんてないでしょうから、その分の約束手形をまたもらうことになるわね」

「く、まだ負けたわけじゃないぞ！」

「どうかしら。始めるわよ！」

　リオナの言うとおり、ほぼ並んだ両者のコマの向こうは、デュエルゾーンと書かれたエリアが広がっていた。ひとマスごとに赤いデュエルのイベントが待ち受ける。

「なんなんだ。デュエルの種目って」

「フン、わたくしからね」

　リオナが自信たっぷりにルーレットを回す。

「さあ、いかがかしら！」

「３……リオナさん、ボランティア活動で感謝状、ですって」

「はあ？」

　デュエルのマスは一つおき。必ずしもデュエルのマスに止まるわけではない。しかも憮ぶ然ぜんとするリオナには、みさ緒から、

「はい」

　ホウキが渡される。

「何よ、これ」

「ボランティア活動です。ちょうど、グラウンドの備品倉庫が汚れているようですから、掃除してきてください」

「ガーッ！　何でわたくしが……！」

　タイヤ交換に続いて、アイドルコスのまま掃除、である。しかしルールはルール、リオナはブツブツぼやきながら仕方なく備品倉庫の掃除に向かうのだ。

「何でわたくしが!?　アイドルといったら、一日警察署長、とかじゃなくて。なんでボランティアなのよ！」

　十五分中断……。

　はぁはぁ言いながらリオナが車に戻ってきた。やり始めるとけっこう意地になってやりこんでしまうタイプらしい。みさ緒おのジャッジでも、掃除完了のサインが出た。

「よし、ぼくの番だ」

　馨けい一いちがルーレットを回す。

「へーか、６であります」

「こんどこそ、デュエルイベントだ」

「カード……あった。このカードを引くのね」

　みさ緒が赤のデュエルカードの束を持ってくる。リオナの目が輝いた。

「……中身はわたくしたちの得意種目に置き換わっているはず。テニス対決ならわたくしが、ちょっとインドアだけど、ＰＣ対決なら黎れいが、めぐみは、なんだったかしら……」

「盆踊りですー。わたし、小学生のころ、地元の盆踊り大会で優勝して……」

　リオナがめぐみを押しのけて口を封じる。

「……まあよくてよ。盆踊りはおまえにまかせるわ」

「ほんとなんですよリオナさまー。二回も優勝……」

　まだめぐみが言う途中で、馨一の引いたカードの種目が読み上げられた。

「種目は……プラモデル早作り対決です！」

「えーっ!?」

　叫ぶリオナ。リアクションしづらくてとりあえずざわめくギャラリー。

「やった。これならオレたちの勝ちだァ！」

　早くもガッツポーズの流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつ。

「ちょっと！　どうしてプラモデルなの！　ちゃんとカードを引かせたんでしょうね」

　みさ緒に食って掛かるリオナ。

「ええ。ちゃんと、切ってから市いちヶが谷やくんに引いてもらいましたよ？」

　どうやらみさ緒がカードを切ったので、リオナたちに有利な配列がメチャクチャになったらしい。確かにカードは引く前に切るものではあるが。黎なら、切るふりをして実際には配列を変えない、という芸当もできたのである。

「あー、もういいわ！　よくてよ！　プラモデルくらい。ただのおもちゃでしょう！　やってあげてよ！」

　ついに癇かん癪しやくを起こすリオナ。

「リオナさまー、プラモデルって、作ったことあるんですかー？」

「あるわけなくてよ！　でも、たかが工作でしょう。図画工作の成績は５よ！」

　……しかし、工作とプラモデルは誰だれが見ても似て非なるものだ。

　いちおうデュエルを受ける立場のリオナが、題材を先に選ぶ。

「なあに。同じ物を作るのじゃないの？　だったら……これがよくてよ。素朴で簡単そうですもの」

　リオナの選んだのは、水車小屋だった。確かに素朴なノンスケールの情景ものである。

「じゃあ、ぼくは、スタンダードに、これかな」

　馨けい一いちが選んだのは、ごく一般的なキャラクター系のロボットのキット。いわゆるガ○プラだった。

　制限時間は三十分。

「では始めます。よーい、スタート！」

　リオナも馨一も車から出て、同じテーブルに並んで作り始める。箱を開けた。

「まあ、ぜんぜん部品がないじゃない。これを設計図どおりに組み立てればいいのでしょう。簡単ね」

　笑うリオナ。一方の馨一は、

「わー、へーか、細かい部品いっぱいであります」

「だいじょうぶなの、市いちヶが谷やくん？」

　きっ子やゆひが心配する。

「あんまりプラモデルは得意じゃないけど、でもこのくらいならなんとかなるよ。小学生になるまえ、けっこう作ったんだ」

「ぷらも……？」

　ヘンシェルは馨一の前にぺったりと、顔を机の上に乗せるようにしてしゃがみこんでしまう。ショートパンツから伸びたふとももがチラチラして、目のやり場に困るのが難点だった。

　十分経過。

「……なに、この接着剤って……出ないじゃない……あ！　漏れた！　こんなにたくさん出なくても！　わたくしの手にくっついたわ！　きゃあっ！　爪に……イヤ！　マニキュアが溶けちゃうじゃない！」

　リオナのキット、水車小屋はパーツも少ないし組み立ては比較的簡単だが、日ごろ見覚えのないものだけに、パーツをひと目見てもよくわからないというきらいがあった。おまけに同どう梱こんの接着剤はチューブタイプのもので、なかなか出ないかと思えばドバッと噴ふき出すなど、とかく扱いにくい。

　ニッパーや液体接着剤など、工具類も与えられているのだが、リオナには使いかたがわからない。

「なに、このハサミ……これでパーツを？」

　バキン！

「いま切ったのがパーツ……」

　いっぽうの馨けい一いちは、快調に制作を進める。

「へーか、のり、つかわないでありますか？」

「このシリーズは接着剤のいらない、はめ込み式キットなんだよ。それに、最初からカラーによってパーツが別になってるから、塗装しなくても完成品のクオリティが高いんだ」

　たいへんけっこうなキットである。

「あれ、パーツが……」

「はい、ケーイチ」

　いくつかのパーツを隠すように握っていたヘンシェルが、ニコニコしながら手渡してくれる。

「あ、ありがと……」

　そしてリオナは、最終段階に入っていた。

「あー、もう、つければいいんでしょう、つければ！　だいたいなんでバラバラにして売らなきゃいけないの？　買った人に作らせるなんて、失礼じゃなくて！」

　それがプラモデルなのだが。さらに、

「なあに、この粉を、かけるわけ？　なんでこんな……」

　情景モデルゆえに、地面の芝や木の葉を模したごく細かいパウダーが入っているのだ。

「なにこのビニール。開かないわ……よ」

「リオナさまー、このハサミ……」

　バフッ！

　盛大に緑の粉が飛び散った。

「きゃあっ！　髪についたわ。服にも、もう！」

「……リオナさまー」

　直撃を食らっためぐみが、顔中緑だらけにしてリオナを見る。

「か、顔を洗っていらっしゃい！」

　……そして三十分が経過した。

　ジャッジ。

「これは、誰だれが見ても……」

「なによ、なんだって言うの。ちゃんと評価しなさいよ！」

　しかし、リオナの水車小屋は、まるで残ざん骸がいのような出来。

　あえて言えば野武士か夜盗に襲撃され、焼き討ちにあった後の水車小屋、というふうである。おまけに飛び散ったパウダーがあちこちに附着していて、なんだか怖いものになってしまっていた。

「はい、できました」

　いっぽう、馨けい一いちのプラモは、素組にもかかわらずカラーリングも忠実で完成度はかなり高い。シール式のデカールもあちこちに貼はられてディティールアップを果たしていた。

「市いちヶが谷やくんの勝ち、です」

「なんですってえー！　わたくしが爪まで汚して、顔に粉を浴びて作ったプラモデルよ！　それを……」

　しかしギャラリーもみんな、目を伏せて首を振る仕草。

「わかったわよ！　次、次よ！」

　ついにこのデュエルでリオナが負けを認めた。

「やったよ、市ヶ谷くん！」

「へーか、やったでありますね！」

「よォし！　これで互角だァ！」
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　五十万チケットが馨一に渡り、リオナは持金を四十万に減らした。馨一もたまった約束手形十万を返済し、結果四十万。勝負は五分五分。このデュエルゾーンを越えるともうそこは決算日。ゲームの終わりも近い。

　あと数ターン。まさにここが正念場だった。

「わたくしの番ね！　回すわよ！」

　車に戻ったリオナが今度こそ、とルーレットを回す。その針が止まる位置に、誰だれもが注目した。

「５！　リオナさん、デュエルカードを一枚引けます」

「っしゃー！　っと、あ……」

　思わず興奮して叫ぶリオナ。あわてて口を押さえる。

　馨一はもうあと２が出なければデュエルゾーンを抜けてしまう。リオナにしてもこれ一回だろう。

　ということは、このデュエルがゲームの行方を決める！

　生徒会、華道部、ギャラリー……みんなが見守る中、リオナがカードを引いた。みさ緒おが読み上げる。

「デュエルは……料理対決です！」

　おおー、というどよめき。

「料理……？」

「市ヶ谷くん、料理ならあたしたち、いつも御ご殿てんの当番だってしているし、ある程度できるわよね」

　ゆひが言う。これまた華道部有利か、と思いきや、

「やったわ！」

　リオナが天を仰あおいでガッツポーズをしている。勝算があるのか。

「なお料理は……すき焼き、ですって。あら……」

　みさ緒おが首をかしげるのも無理はない。

「すき焼き？」

「すき焼きなんて、せいぜい割り下を作るくらいだよね。あとは作り方はあるけど、料理っていうほどの……」

　ゆひが首を傾かしげる中、リオナの高笑いが響いた。

「ホホホホホ！　甘いわ！　この対決は、すき焼きの食材を集めるところから始まるのよ！」

　言い放つ。

「食材……？　って」

「お肉とか？」

「お野菜、キノコ、豆腐、でありますー」

「シラタキか、ケーイチ？」

「でも、そんなもの、購買部か、学生街で買ってくればいいんだろ？」

　ブンブン、とリオナが首を振る。

「素材はすべて、野に放たれていてよ。それをこれで」

　黎れいから手渡された得物をかざす。

「ライフル……狩猟するの？　でも、どこで？」

　リオナはグラウンドの外、つまり校舎の裏山を指差した。

　確かに高等部校舎の裏側は、雑木林に熱帯の植生が混じった、ちょっとしたジャングルになっている。しかし、だからといって牛はいないし、ネギやキノコが生えているわけではない。いや、キノコくらいは生えているかもしれないが、シイタケではないだろう。それに、豆腐やシラタキはどうするのだ？

「食材はすべて、運動部の有志が成り代わって守ってる。それをこの銃で撃って仕留めれば、その食材をゲット」

　黎が説明しながらライフル銃を馨けい一いちに渡してくれた。

「これ、Ｋａｒ９８ｋじゃないか。これで狩猟って……」

　もちろん、エアガンである。

「だいじょうぶ。相手はみんな目にゴーグルやフェイスガードをつけてるから」

「いや、つけてるってそれで」

　目や顔を保護するのはサバイバルゲームのルールで絶対条件でもある。

「じゃあ、これってサバゲー？」

「料理、じゃ、なかったの？」

　みさ緒までが腑ふに落ちない顔をする。それはそうだろう。料理対決が、いつのまにかサバイバルゲーム対決になっているのだ。

　しかしサバイバルゲームでリオナが絶対の自信というのは、なぜなのか。

「運動部の連中は、だいじょうぶなんでしょうね」

「部の活動費二割アップで手をうった」

　リオナの問いに黎れいが答える。

　何のことはない、仕込みである。最初からリオナのほうには手心を加えるということなのだ。

「仕方ないか。やるしか」

　そうとは知らない馨けい一いちは、ライフルを片手にみんなを見る。馨一の車に乗っている、馨一の家族、だ。

　妻役のゆひ。子ども役のきっ子とヘンシェル。

　生徒会のほうはリオナと僚治の夫婦役と子ども役のめぐみの三人。

「制限時間は一時間です。スタート、よ！」みさ緒おの号令が会場に響き渡る。
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　こちらは、リオナと馨一たちを待ち受ける裏山のジャングル、もとい雑木林の中。

「来たか」

「これから来るって、連絡ありましたっス！」

　そこかしこに、全身着ぐるみの男たちが。

　ある男は、白地に黒ブチのタイツ。つまりは牛の役なのだろう。念のためか、額の部分に、肉と書かれていた。

　ほかに、茶色のタイツでシイタケ、真っ白いのはネギか。いや、“〝シラタキ”〟だった。ネギは上が緑で下が白のツートーンである。いちおう配色にも配慮しているらしい。全員がゴーグルかフェイスガードをちゃんとつけているのがむしろ異様だった。

「いちおう、リオナさんに撃たれればいいんスよね」

　大柄の牛男。どうやらふだんは、柔道部か何からしい。

「撃たれたら、倒れるんスか？」

「いや、サバゲーでは、撃たれたかどうかは自己申告で、撃たれたヤツは、『撃たれたー、死人でーす』と言いながら手を上げてフィールドから退場するんスよ」

　ジャッジがいないのでどうしても自己申告になるのである。だが、逆にそのへんをごまかして、当たっているのに知らんぷりをしていたりすると、ゾンビと呼ばれて嫌われることになる。

「ふーん。なんか、たるいっスねえ。なんで俺おれたちがこんな……」

　言いながら、自分の背中を振り返る。

　背中には、それぞれ、役の食材がビニールパックに入って貼はり付けられていた。つまり、ネギ役ならネギを、シラタキ役ならシラタキを背中にしょっているのである。肉とか、温まってしまいそうで怖い。

「まあ、いいんじゃないスかあ。いちおう部費二割増額ってことだし」

「その分、文化系のクラブからむしりとってるんしょーねえ」

「ま、オレたちには関係ないことだ。いいか。リオナさんの弾には当たる。華道部の連中の弾には当たらない。なんなら、妨害してもいいって命令を、黎れいさんから受けてる。多少なら、実力行使してもいいらしいしな」

「まあ、華道部なんて、なんのことないっしょー。女子か、花いじってる連中なんて、眠ってたって、勝てるっ……のああっ！」

　突然木の上から降ってきた影に体当たりされて、転げ回る肉役の牛男。騒然となる周りのネギ、シラタキ、豆腐男たち。

「う、うわああああー！」

　あっと言う間に、逃げ散っていく。

　口から泡を吹いて倒れたままの牛男の首根っこをつかまえてすっくと立ち上がるのは、

「ケーイチ！　お肉つかまえたー！」

　どうやらエストクの柄で一撃、らしい。

「すごいぞ、ヘンシェル！　これでメインはもう確保したね！」

　エアガンのライフルを持った馨けい一いちが駆け寄ってくる。その後ろに、ゆひが続いていた。

　いっぽう、

「へーかー、キノコ、あったでありますー」

　きっ子がとってきたキノコをどっさりかかえている。



    

  
    
      



    

  
    
      「キノコ？　どこからとってきたんだ」

「木の根元に生えてたでありますー。ほら、こんなきれいなキノコでありますよ。ピンク色がかわいいであります」

　ピンクに白のドット、それって、

「毒キノコだろ、思い切り……」

　それに、キノコも採取してくるのではなく、運動部員を倒して奪うのがルールだ。

「毒？　食べられないでありますか」

「ドクツルタケ、ベニテングダケ、オオワライタケ……食べると汗が出て、身体からだが痺しびれたり、幻覚を見るんだ」

「市いちヶが谷やくんって、キノコにも詳しいんだ」

「うん……まえに先輩たちがとってきて、鍋に入れて食べたら、二週間も入院することに……」

　笑うに笑えない話ではある。

「これがお肉か？」

　ヘンシェルが牛男の背中についていた牛肉五百グラムを引き剥はがす。ゆひに渡した。

「五百グラムもあればいいよね。別に何十人もで食べるわけじゃないし」

　華道部のいつもの食事を言っているのだろう。

「まあ、できたらできたで、先輩たちが食べそうだけど」

「それなら、五百グラムは少ないかな……あっ！」

　え？　と馨けい一いちが見たときには、すでに牛肉パックは宙を飛んでいくところだった。

「なに!?」

　牛肉パックは向こうの草の陰に吸い込まれていく。ザッ、と人影が立ち上がった。

「すいません。こうするように言われてるんです。ごめんなさい！」

　フォルゴーレだった。牛肉パックを持ちながらぺこぺこ謝っている。どうやら自在髪を伸ばして、ゆひの手からかすめとったらしい。

「お肉！　返せ！」

　ヘンシェルが追いかける。

「きゃ、ごめんなさーい！」

　逃げるフォルゴーレ。ヘンシェルと共にあっと言う間に見えなくなった。

「行っちゃった……」

　呆ぼう然ぜんと見送るしかない馨一に、きっ子が、

「へーか、これはどうでありますか」

「ニガクリタケ……猛毒だってば」
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「フフン、こっちは火力が違うわよ」

　いっぽうのリオナ一行。

　リオナの持っているのは、同じライフルはライフルでもアサルトライフル。連射が可能なタイプである。

「でもこれ、すっごく重い。腕が痛くなってきたわ」

「それ、実銃と同じ重さだから」

　Ｈ＆Ｋ　Ｇ３Ａ３。重さ約４・５キログラムである。

「どうせおもちゃなんだから、もっと軽く作ればいいのよ。それにしても、どこにいるのかしら。自分からさっさと出てくれば、痛い目に合わなくてもいいのに。バカね」

「リオナ、あそこ」

　黎れいが指差す先で、草むらがザワザワと動いた。

「そこよ！」

　銃口を向けると、トリガーを引く。

　パパパパパパパ！

　６ミリのプラスチック弾が連続して打ち出される。興奮したリオナがトリガーを引きっぱなしにしたため、五秒もたたずに全弾撃ちつくされた。

「痛！　いたたたたたたっ、あーっ！」

　だが草むらから飛び出してきたのは、

「めぐみ！　あなたどうしてそんなところにいるのよ！」

「えーん、ひどいですリオナさまー、獲物を探してたのにー」

「そんな格好してるからよ！　まぎらわしい！」

　確かに、パンダの着ぐるみのままというのは、まぎらわしすぎる気がする。

「せめて猿」

　それも違うと思うが。

　泣いているめぐみを無理やり立たせて、さらに奥へ進むリオナたち。

「それにしても変ね。わたくしが来たら、すぐに出てくるように話はついていたんじゃなくて」

「そうね。おかしい」

　黎も言うが、こればかりはどうしようもない。携帯電話もないので、気軽に連絡を取り合うことができないのだ。夷い皇おう島じまには携帯電話の基地局がないためだった。

「なんだ。早くすき焼きでも食わせてくれよ」

　そんなところへ、ぬっ、と後ろから顔をだしたのは、

「先生！　いらしてたんですか」

　荒あら僚りよう冶じである。

「昼寝にも飽きたんでな。それより、早くこのゲームってのを終わらせて帰らせてほしいってのもある」

「でも荒あら先生は、華道部の味方でらっしゃるのではなくて。わたくしたちに加担すると、華道部の居場所がなくなりますわよ」

　釘くぎを刺すリオナ。

「ははは。そんなことであいつらは凹へこんだりしないさ。というより、俺おれが手伝ってちょうどいいくらいじゃないのか」

「どういう意味かしら！」

「ま、いいじゃないか。それより、続きだ。早くしようぜ」

　早く、と促されて、肩を軽く抱かれた。一瞬、リオナがカーッと赤くなる。

「ん、どうした？」

「な、なんでもありませんわ！　タバコくさい手でなれなれしく触らないでいただきたいわ」

「そうか。俺、タバコはずいぶん前からやめてるんだがな」

　そう言って禁煙パイプを唇の端に持ち上げてみせる。

「なら、なら……よろしくてよ」
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「ヘンシェルはどこまで追いかけて行っちゃったんだ？」

　馨けい一いちとゆひ、それにきっ子は三人で雑木林をまだ歩いていた。雑木林といっても広大で、グラウンド五、六面分はゆうにある。

「あんまり歩き回ってると、時間までに戻れなくなっちゃうね」

　ゆひが言う。

「すき焼き、簡単でありますか」

「うん。材料を切るだけだもん。基本的にはね」

「割り下とかは、どうするんだろう」

「調味料が用意してあるんじゃないかな。お醤しよう油ゆとかお酒とか砂糖とか、出汁とか。でもそれも簡単だから」

「お酒入れるでありますか。酔っ払うでありますー」

「あは、だいじょうぶよ。加熱しちゃうから、アルコール分は飛んじゃうし。それより、白菜入れないのかな」

　ゆひの言葉に、馨一が反論する。

「白菜入れるの？　すき焼きに。水が出ちゃうんじゃない？」

「え、入れるよ。うちでは」

「タマネギは入れるけど」

「あ、それ入れない」

「じゃがいもは？」

「入ってるすき焼きも見たことある。でもうちでは入れないなあ」

　その地方での特色、それに、その家だけのローカルルールもあるだろう。そういう違いが話しているうちにわかってくるのって楽しい、と馨けい一いちは思う。

「でもさ、いらないなあっていちばん思うのは……」

「春菊」

「あ、やっぱり！　いらないよね、春菊は！」

　顔を見合わせて笑うゆひと馨一。

「入ってたら、いただくけど、積極的にほしいわけじゃないのよね」

「ニオイが嫌いやだなあ。それに……」

　言いかけて、馨一はきっ子に気づいた。

「あ、ごめん。きっ子」

　きっ子はどんなおいしいものも食べられない。

「いいであります。でも、ごはんを食べるってどういうのかなーって、思うであります。おいしいとか、まずいとか、まったりとか、知りたいであります」

「そうか」

　それに続く言葉を馨一は飲み込んだ。

　きっ子やヘンシェルにも、おいしい物を食べさせてあげたいと思う。いっしょに味わえたら、とも。

「でもあたしは、きっ子ちゃんたちが羨うらやましいな」

「ゆひちゃん」

「だって、食べすぎたー、とか、カロリーの計算とか、しなくていいでしょ。ダイエットだって必要ないし。あたし、太りやすい体質だって言われてるから、すごく気をつけてるの。いつも、もうちょっと食べたいな、って思うところで止めてるんだよ」

「そう、なんだ」

　ぜんぜん、太ってないのにな。と馨一は思う。むしろ、いまぐらいがちょうど……つい、このあいだみんなでビーチにいったときの記憶を引き出してしまう馨一。ゆひの顔が見られなくなって、うつむいてしまう。

「いや、女の子にはきっといろいろな苦労が……あるんだよな」

　最後は自分で言って納得する始末。

　しかしゆひのダイエット、節制も、ある人に見てもらいたい、という気持ちからなのだが。

「あれ、どうしたの、市いちヶが谷やくん？」

　ゆひの言葉に馨一が振り向く。と、その先の藪やぶに異変が。

　ガサッ。

「ヘンシェル？」

　いや、違う。きっとこれは……！

　馨けい一いちがライフルを構える。ボルトを引いて装そう填てんのアクションをした。

　馨一に与えられたＫａｒ９８ｋは一発一発を手動で撃つタイプのライフル銃だ。古い猟銃のようなもの、と考えるとイメージしやすい。もちろん、エアガンだ。

　ライフルを向ける。

「うおおおー！」

　うなりながら薮やぶから飛び出してくる人影。

「きゃあっ！」

　驚いたゆひが思わず悲鳴を上げた。

　真っ白い全身タイツ。シラタキなのか、豆腐なのか。いずれにしても、リオナの命令に忠実な運動部員がまだいたのだ。それも、二人組みだった。

　グッ、引き金を絞った。

　が、弾が出ない。

「なっ……！」

　何度も引く。しかし同じだ。もうボルトを引きなおしている暇はない。

　白タイツ男は二人とも馨一を狙ねらってくる。伸びてくる手を、かろうじてライフルを盾にして受け止めた。

「がっ！」

　しかしもうひとりにタックルを受けて、最初の男ともども倒れてしまう。

「市いちヶが谷やくん！」

　夢中で手に持ったポーチを男の背中へ投げつける。が、もちろんそんなことで怯ひるむ相手ではない。

「悪いが、しばらく眠っててもらうぜ」

　そんな声が聞こえた。馨一の上に馬乗りになった男が、そのまま顔面へ拳こぶしを振り下ろす。

「！　っ！」

　馨一は両腕でガードするが、すり抜けて何発かが鼻や顎あごにヒットした。当たり損ねとはいえ、かなりの痛みと衝撃がある。ついガードが緩む、下がる。するとさらに強い一発の当たりを許してしまう。

「生徒会には逆らうな、ってことだな」

　もうひとりの男が馨一を覗のぞき込む。髪を引っ張られた。

「ここでしばらく足止めしておきゃいいんだ。抵抗しなきゃ……うん？」

　上になっていた男が、背中をつつかれて振り返った。そのまま襟首、というよりタイツの首元をつかまれる。

「なんだあ!?」

　そのまま馨一の上から引き剥はがされた。

「へーかに乱暴するとひどいであります！」

　きっ子だった。きっ子はそのまま男を投げ捨てるように地面に転がす。

「わ、豆腐が！」

　豆腐男だったのか。

「なんだ。ちっこいのが。女には手を出したくねえんだ。おとなしくしてろって……あ、ああ？」

　ズルズルと引きずられていく。

「へーかにさわるなー、でありますー！」

　こんどは足首を持って振り回す。ジャイアントスイングだ。

　二回、三回、回転したあと、パッと手を離す。

「だ、だああ？」

　遠心力で飛び出した男の身体からだは……バチン！　ちょうど立ち上がりかけた最初の男と見事にぶつかった。

「きっ子」

　ようやく立ち上がった馨けい一いちが驚いて口を開いた。

「すごい、きっ子ちゃん！」

「えへ、であります」



「こっち、だな」

「どうしてそんなことがわかって？」

　こちらは生徒会＋僚りよう冶じ組。

　僚冶が地面をちょっと調べて方向を示したものだから、リオナが怪け訝げんな声を出したのだ。僚冶は草の生えている根元を指差した。

「草が踏み荒らされてる。こっち向きに倒れているのがわかるだろ。これだけ広範に倒れてる。五、六人、あるいはそれ以上の人数だ」

　言われて見れば、確かに雑草が踏まれて折れている。どれも一方向にだ。しかし、言われて注目しなければ、まったく気づきもしなかったろう。

　ヘンシェルに襲われた運動部員たちが、いっせいに逃げ出した跡だった。

「荒あら先生は、忍者ですの？」

　今度は感心した声。

「はは。追跡術の初歩だ。それより、行くぞ」
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　そのころヘンシェルとフォルゴーレは、まだ戦っていた。

「お肉、返せ！」

「ごめんなさい、もうあきらめてください！」

　すき焼き用牛肉をめぐる戦い。

　バッ！　ヘンシェルがするどい突きを見せる。フォルゴーレは間一髪、繰り出されたヘンシェルのエストクの切っ先を、髪で包んで動きを止める。

　そのまま絡からめ取ろう、とするところ、ヘンシェルはわざとエストクから手を離した。むしろ、フォルゴーレのほうへ押しやるように。

　引っ張ろうと力を込めていたフォルゴーレの髪が、ヘンシェルの剣ごと後方へ飛び去る。この一瞬、フォルゴーレは髪の防御がなくなった。

「いまだ！」

　すかさず、行動加速装置のスイッチをオンにする。時速三百六十キロの爆発的な動き。フォルゴーレの目から、ヘンシェルの姿がかき消えた。

「だ、だめ！」

　フォルゴーレにはもともとヘンシェルほどの動きの素早さはない。両手の水圧弾を撃つにしても、もう距離が足りない。

　このまま一気に押し込まれる！　というところ、

「お肉です！」

　フォルゴーレが手に持った牛肉を思い切り放った。

「あ」

　反射的に肉に向かって動いてしまうヘンシェル。スライディングでキャッチする。

「とった！」

　しかし今度はフォルゴーレが牛肉を奪う番だった。

　ビュッ！

　髪に絡めたヘンシェルの剣を投げ捨てる。が、それをヘンシェルは背中の翼を展開してジャンプ、空中で受け止めた。ヘンシェルの素早さを甘く見たフォルゴーレの計算違い、と見るや、そのまま髪を伸ばしてヘンシェルの脚に絡みつかせた。

「ひあ！」

　失速して地面に叩たたきつけられるヘンシェル。剣を放ほうって拾わせたのは、じつはフォルゴーレの思いどおりの展開だったのだ。

「ごめんなさい。返してください」

　謝りながらもすることはする。この新しい性格のほうがけっこう怖いかもしれない。

「やだ！　ケーイチにあげるんだから！」

　ヘンシェルは地面を摺すりながら、髪の力で手繰り寄せられる。しかし牛肉は絶対に離さない。

「そんなもの、もういいじゃないですか。渡してください！」

「ダメ。ケーイチがほしがってるの！」

　ヘンシェルは引きずられながら、牛肉をがっちりと抱え込んだ。

「もっていけば、ケーイチがよろこぶ。わたしを、ほめてくれる。わたしを好きになってくれるから！　だから絶対、渡さないもん！」

「姉さん……」

　ヘンシェルの言葉に、フォルゴーレが声を詰まらせた。

「……でも、ごめんなさい。やっぱり返して！」

　一気に引き寄せる。

　が、ヘンシェルもまた、それを待っていた。

　片手に握ったエストクをずっとヘンシェルは身体からだの下に隠していた。そして引っ張られる力が不意に強くなったのをきっかけに、切っ先を地面に突きたてた。突きたてるように、下向きに力を込めた。

　結果、剣の切っ先を支点に、剣ごとヘンシェルの身体が起き上がることになった。

「あっ」

　フォルゴーレにしてみれば、いきなりヘンシェルが立ち上がったように見えた。

　ヘンシェルの両脚はまだひとくくりに髪に絡め取られている。が、それをものともせず、ヘンシェルはそのまま両脚のバネを使って跳んだ。

「きゃぅ！」

　フォルゴーレに体当たりする。そのまま二人は折り重なって倒れ込んだ。

「うう！」

　とっさに、フォルゴーレの髪の締め付けが緩んだ。ヘンシェルはすかさず逃れようとする。

　ビュビュッ！

　倒れたままのフォルゴーレが、髪を伸ばしてヘンシェルの手をつかんだ。

「もうー、しつこい！」

　今度はさっきの逆だ。ヘンシェルの手に絡ませた髪を手繰り寄せるように縮め、その反動で立ち上がるのはフォルゴーレだった。

「姉さんこそ、もういいかげんにあきらめてください！」

　手を伸ばして、ヘンシェルの持っている牛肉をつかむ。

「離せ！」

「離してください！」

　けっきょく、二人で牛肉をつかみあっての引っ張り合い。これではパックが壊れる、とばかり、ヘンシェルがフォルゴーレを突き飛ばそうとした。

「あん、やめてください！」

「そっちが離せばやめるってば！」

「離しません！」

「この！」

　離せ、離さない、を繰り返しているうちに、ヘンシェルの手がフォルゴーレの服の胸元をかすめた。大きく開いた胸元に手が入った。

「あ！」

　いまではきっちりと中にブラウスを着込んでいるフォルゴーレだった。それでもヘンシェルは思わず入ってしまった手を、あわてて引き戻す。

「わたしより、大きい……ちぇ！」

　思わず本音が出た。しかし、

「え？」

　その手につかんでいるもの。たったいま、フォルゴーレの胸元に入ってしまった手が、つい触れたものをつかんでしまったのだ。それは、

「なに、これ」

　スイッチだった。ごく小さな、手のひらにもスッポリ収まるリモコンのスイッチ。

　バスターイコライザーのリモコンだ。

　そして、この場所。

　ヘンシェルとフォルゴーレがいまいるこの場所は。

「これ……は？」

　フォルゴーレも気づいた。二人のいるその背後に、比較的大きな、例えて言えば内容積六百リットルのスリードア冷蔵庫ほどのマシンが立っているのを。

　そう。すき焼きデュエルの行われているこの雑木林は、ヘンシェルとフォルゴーレが決闘した迎げい賓ひん館裏の雑木林と、同じところだったのだ。

　瞬間、フォルゴーレは理解した。

　いままで、記憶が吹っ飛んでいたせいで、自分の持っているリモコンもなんのものだかわからなかった。

　それが、いまこの目の前にある機械のリモコンだ、ということが、肌に感じるように理解できた。

　そしてそれが、おそろしく危険なものである、ということも。

「姉さん、そのボタンを押しちゃダメです！」

「……え、もう押しちゃった」

　ドリュリュリュリュ……！
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「なに、この妙な音……？」



「なんだ、この音は？」



　リオナと馨けい一いち、二人が同時に見つけた。

　奇妙な音と振動。それに、不規則な発光。それらを繰り返す、ちょうど大型冷蔵庫なみの装置の前で争う二人の姿。

「フォルゴーレ!?」

「ヘンシェル！」

　ヘンシェルたちにも、馨一たちの姿が見えた。

「リオナ、さん？」

　フォルゴーレが声を上げる。

「ケーイチ！　来るな！」

　向かってこようとする馨一を、ヘンシェルは押しとどめようとした。

　しかし意外にも、飛び出したのはリオナのほうだった。

「あなた、いったいここで何をしていて！　さっさと……」

　果敢に二人の間に割って入ろうとした。

「危ない、リオナ！」

　黎れいが止める間もなかった。光の瞬きとともに、強烈な電磁波が照射された。

「っ！」

「ああー！」

「ひいいいっ！」

　それはヘンシェルとフォルゴーレだけでなく、リオナまでも呑のみ込んでいく。

「リオナさまー！」

「ヘンシェル!?」

　が、馨一が駆け寄ったときには、すでに一回目の照射は終わってしまっていた。

　がっくりと崩れ落ちる、ヘンシェルとフォルゴーレ。それにリオナ。

「ヘンシェル！」

　馨一がヘンシェルを抱き起こす。黎が叫んだ。

「だめ、まだ！」

　その言葉を裏付けるかのように、再び不気味なうなりを発するバスターイコライザー。五秒間のインターバルの後の、二度目の照射だ。これを浴びると、アンドロイドはバイオコンピュータ機能が完全に停止される……。

「おらあ！」

　僚りよう冶じが思い切りバスターイコライザーを蹴けり飛ばした。大型冷蔵庫並みの轟ごう音おんを立てて倒れる装置。

　電磁波は空に向けて発射され、二度目の照射は回避された。

「ヘンシェル、ヘンシェル！」

　ヘンシェルは気を失ったように目を閉じて動かない。馨けい一いちがヘンシェルの名を呼び続ける。頭に閃ひらめくものがあった。

「そうか。きっと前にも、この装置にやられたんだ。ヘンシェルが急に変わってしまったのは、この機械のせいなんだ」

「じゃあ、まさか」

　傍らで、フォルゴーレを看みていたゆひが言う。

「わからない。でも……くそ！　だいたいこの機械はなんなんだ！」

「リオナさまー、しっかりしてくださいー！」

　唯一、たったいま自分が蹴倒したバスターイコライザーを検分していた僚冶が言った。

「おい、こいつのことを知っているんだろう」

　その言葉は黎れいに向けられたものだ。

　二度目の照射を察知して、それを報しらせようとした黎がバスターイコライザーの効力を知っていると考えるのは当然だろう。

「知っています」

　黎はこれまでのことを手短に語った。

　バスターイコライザーがフォルゴーレあてに送られてきたこと。マニュアルに書いてあった使用方法と性能。フォルゴーレがこれを使ってヘンシェルときっ子を罠わなにはめようとしたこと。

「きっ子も、でありますか？」

「そう言って出て行って、戻ってきてから性格が変わってた。フォルゴーレ」

「じゃあ、やっぱり、ヘンシェルさんもこの機械の電磁波を浴びたのね。それで……」

「待てよ。でも二度照射されるって……、これが二度目に当たるんじゃないのか。間は空あいてるけど、これが二度目の照射で、それを浴びたっていうことは……！」

　馨一が慄りつ然ぜんとなる。

　ヘンシェルは破壊されてしまった、のか。

「ちょっと！　そんなことよりリオナさまをなんとかしてよー！　アンドロイドなんかより、リオナさまのほうがずっと大切なんだからー！」

　めぐみが叫ぶ。すでに大量の涙で顔を濡ぬらしている。鼻水も。

「そ……それはそうだけど、でも、ヘンシェルは！」

　人間じゃなくたって、ぼくの……！

「……ケーイチ？」

「大切な……えっ……？」

「ケーイチ。どうしたのだ、わたしは……。ゆひも、なぜここにいる。なにか、あったのか」

　ヘンシェルだった。馨けい一いちの腕の中で、はっきりと目を開いてる。馨一を見上げていた。

「ヘンシェル！　無事なんだね、ヘンシェル！　よかった！　それに……！」

　以前のヘンシェルに戻っている。

　冷静で慎み深く、聡そう明めいな……。

「ヘンシェル！」

　馨一は思わず、腕の中のヘンシェルを抱きしめた。かたく。強く。痛いほどに。

「ケーイチ……」

　ヘンシェルは馨一のそんな行動に驚きながら、かすかに頬ほおを染める。

「……いいものだな。こういうのも」

「ヘンシェルさん、よかった！」

　ゆひも涙を浮かべている。きっ子はひとり、

「いいなあ、ヘンシェルは……きっ子もこの機械、浴びればよかったであります……」

　さびしそうにつぶやく。

　ヘンシェルが目を覚ましたのを知っためぐみは、思わずフォルゴーレを見た。

「じゃあ、フォルゴーレもー!?」
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「……誰だれが、フォルゴーレ、デスか？」

　むくっ、と起き上がる。

「さん、をつけろよ、このチビスケがァ！」

　ミニスカートもいっこうに気にせず、大おお股またで立ち上がった。緑の髪を、ブンッ、と振る。

「フォルゴーレだ。いつものフォルゴーレだよ！」

「何やってるデスか、みんな。それに、この機械……どうやらちょっと失敗があったみたいデスか？」

「失敗、じゃないぞ。おまえのせいで！」

「そうよ、リオナさまを早く治してよー！」

　詰め寄る馨一たちに、フォルゴーレはごまかし笑いを浮かべると、

「えーっと、ミは、知らないネ！」

　それだけ言って、頭上の木の枝に髪を絡ませ、一瞬で身体からだを木の上へ跳ね上げる。あっと言う間に、見えなくなった。

「あーっ！　あのバカバカアンドロイドー！」

　手を振り上げて怒るめぐみの膝ひざに抱かれているリオナに、僚りよう冶じが近づいた。その身体に触れる。

　脈を診みて、眼球の動きを確かめる。胸ポケットからペンライトを出して点つけ、眼球を覗のぞき込んだ。

「先生、リオナは……」

　だいじょうぶなのか、と馨けい一いちが聞こうとしたときだ。

　リオナの目が急にパッチリと開いた。腕が伸び、僚りよう冶じの首に巻きついた。

「気がついたか……ん？」

「せんせ」

　リオナはトロンとした目で僚冶を見つめている。

　そのまま手繰り寄せるように顔を寄せ、唇を押し付け……

「だめ―――――――!!」

　る寸前、猛然と突進するやリオナを突き飛ばしたのは、

「ゆひ……ちゃん？」

　これもまた呆ぼう然ぜんとする馨一。しかしゆひはもう馨一を見ていない。

「なにするのよ！　荒あら先生に触らないで！」

　当のリオナは、

「やああああだあああああ！　チューするううううう！　チューしたいいいい！　だって、せんせー、好きなんだもん！」

　衝撃的なリオナのカムアウトに、意識が真っ白になる周りの面々。

「リ、リオナさまー、ほんとなんですかー？　こんな三十過ぎの、不精ヒゲで髪もボサボサで、白衣も汚れてるし、ときどき校医室の休憩用ベッドでグーグー昼寝してる、そんな汚い中年がいいんですかー!?」

「おいおい……」

　しかし僚冶が口を開くより早く、火を吹くような反論をぶつけるのは、ゆひだった。

「なんですって！　荒先生は汚くなんかありません！　ちょっと不潔なだけです！」

　それは擁護になっているのか？

「ヒゲも髪もボサボサだからいいんです。ちゃんとしたら、十倍かっこよくなるんだから！　……あ」

　むきになって反論するゆひもまた、周りの視線に気づいて顔をいっきに赤らめた。口元を押さえる。

「ゆひちゃん。そうだったのか……」

　肩を落とす馨一。

「リオナさまー」

「リオナ……」

　黎れいもまた、驚きを隠せない表情だった。当のリオナといえば、

「あああああ、ゆひがいじめるぅ」

　わんわん、ぼろぼろと本気で泣いている。

「なんだか、似てるような」

　厳密にはもちろん違うものの、ある意味大人っぽいということで似ているリオナとヘンシェルは、変身後も似てきてしまうのだろうか。

「なんだ？　わたしがこんなふうになっていたというのか」

　ヘンシェルが鼻白みながら言う。頬ほおが染まっていた。

「いや、ヘンシェルはそんな……」

　なってたよな。完全に。

　馨けい一いちは思いながらも言えない。どう説明しようか、と思っていたところへ、めぐみの悲鳴が思考をさえぎった。

「きゃああああ、リオナさまー！」

「え？」

　見ると、今度こそリオナが意識を失っていた。
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「だいじょうぶなんですか？」

　馨一が尋ねる。

「わからんな、正直。いま、黎れいにこの機械の仕様をおおまかに聞いたんだが。人間に対して向けた場合の作用、影響は未知数だ。ただし、アンドロイドのバイオコンピュータを狂わせるほどの電磁波だ。人間の脳にも重大な影響を及ぼしかねない」

　僚りよう冶じはリオナをその場に寝かせて応急の診療をしながら言った。

「え、じゃあ！」

「ああ。きわめて危険かもしれん。一刻も早く、脳神経科の専門医に診みせたほうがいい」

「すぐ病院へ運んでよー！」

「そうだ。夷い皇おう島じま大学の病院なら」

　夷皇島には高等部のほかに、中等部と大学、それに大学院が置かれている。

「ダメだ。あそこに脳神経科はない」

「それじゃ……！」

　どうする!?

　フォルゴーレを探し出して対処法を聞き出すか。

　いや、フォルゴーレにそこまでの知識があるとは思えない。しかも、これはバスターイコライザーのマニュアルにはない事態。アンドロイドではなく、人間が電磁波を浴びた場合、なのだから。

「いちばん近い、アメリカ領の島にある救急病院へ運ぶのがいいんだが……。船はどうなってる？」

　船とは、二日に一度、物資を輸送してくる定期便のことだ。

「……一時間以上前に、こっちの港を出航してる」

　黎れいが素早くモバイルＰＣを操作して言う。

「一時間……じゃあ、いまから戻しても入港するのは早くても一時間、いや、もっと後か……」

　それから搬入すれば、またいろいろと時間もかかる。

　夷い皇おう島じまからその島までは約二百キロ。船なら約六、七時間だ。

「ヘリを向こうから飛ばしてもらうしかないか」

　ヘリなら一時間で来ることができる。

「いま問い合わせした。一機しかないヘリが出払っていて、こっちに来れない」

「えー！　じゃあ、リオナさまはー、リオナさまはどうなるのー！　このままじゃ、リオナさまが死んじゃう――――！　えええええ――ん！」

　めぐみならずとも、黎が告げた事実に暗然たる気持ちになる。

　リオナの容態を考えれば、すぐに緊急病院へ運んだほうがいい。しかし、それができないのであれば……。

「大学航研の飛行機は？」

「確か、このところ調子が悪くてエンジンをオーバーホールしてるって、聞いたけど。当分使えないって」

　ゆひが答える。

「じゃあ、どうすればいいんだ！　飛行機もないのか、この島は……！」

　言ってしまってから、馨けい一いちは気づいた。

「飛行機……？　飛行機……」

　ある。飛行機なら……！

「飛行機を、飛ばすんだ！」
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「回して！」

　馨一の言葉に、流ながれ山やまが思い切り、プロペラを押し下げる。

　バラッ！　バラ、バラバラ……！

　プロペラが回り始めた。

　ガスンガスン！

　ショックとともに、星型エンジンの排気管から黒煙が間欠的に噴ふき出す。

　バラララララララ！

　エンジンが回転を安定させ始めた。じょじょに出力が高まっていく。プロペラはもう目には見えない速度で回っている。排気も薄く、たなびきはじめた。

「いいぞォ！　市いちヶが谷やァ！」

「はい！」

　馨けい一いちはわずかに手を上げて応こたえた。ヘルメットにゴーグルをつけた馨一の表情は、流ながれ山やまたちにはほとんど見えない。

　事態を聞いて、すぐに流山と九く品ほん仏ぶつ。それに華道部の由ゆ佳か里りたちがこの飛行場へ駆けつけてきたのだ。

　馨一の前に、ぴったりと密着してリオナが座っている。

　正確には、馨一の身体からだにベルトでくくりつけられていた。つまりリオナを背後から馨一が抱きかかえるような格好だ。スペースのない単座機では、これしか方法がない。

　リオナもまたヘルメットをかぶらされ、首をコルセットで固定されていた。

　飛行機。それはもちろんヒンメル１号アインだった。

　初飛行以来、飛行場に臨時に設けた駐機場……といっても丸太を組んでシートをかけただけの……に置かれていた発明部の第一号機。これがいま、夷い皇おう島じまで唯一飛べる飛行機なのだ。

「燃料は満タンで二時間は飛べる！　計算なら一時間ほどで向こうの飛行場へ着くはずだ。まっすぐ南へ飛べばいいんだぞォ！」

「わかりました！」

　エンジンの騒音の中、大声で会話をかわす流山と馨一。

「市いちヶが谷やさん。お願いします」

　由佳里は後ろで両手を合わせるようにして、響きよ織う子こやゆひたちといっしょに機体を見守っている。めぐみが駆け寄った。

「おい、危ないぞォ！」

「市ヶ谷馨一！　おねがいー。リオナさまを絶対助けて！　リオナさまが死んじゃったら、あたしも……あたしも死んじゃう――――！」

　最後は涙声だった。

「わかったよ。だいじょうぶ。待ってて」

　そう言い聞かせるように、グローブをはめた手でめぐみの腕を叩たたいた。

　それから、さっきからずっと機体の横に寄り添っているヘンシェルを振り返った。

「いっしょに、来てくれるかい、ヘンシェル」

　ヘンシェルはコクッと頷うなずく。

「もちろんだ。ケーイチ」

「離れろ。出すぞォ！」

　流山がめぐみの腕を取って機体から離れさせる。合図とともに、機体の下部に這はいつくばるようにして待機していた九品仏が、車輪止めを外した。

　スルスルと滑り出す機体。

　白い胴体と翼が、まぶしく陽ひを弾はじいている。

「たいしたやつらだ。尊敬するよ」

　僚りよう冶じが誰だれに言うでもなく洩もらすと、隣にいた由ゆ佳か里りが小さく、はい、とつぶやいた。

「行ってくる」

　滑走路上を見る見る遠くなっていくヒンメル１号アインを見ながら、ヘンシェルもまた進みでた。

「へーかを、おねがいであります。ヘンシェル」

　少しだけ悲しそうな面持ちで言うきっ子に、ヘンシェルはかすかに微笑ほほえむと、頷うなずいた。
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　コクピットの中では馨けい一いちが奮闘していた。

「出力を、最大に」

　スロットルをいちばん前へ押しやる。滑走路を走る振動が高まり、機体が速度を上げる。

　腕をせいいっぱい伸ばして操縦桿かんをなんとか押さえた。

　何をするにもリオナの身体からだ越しにしなければいけない。見通しも悪ければ、操作感も犠牲になっている。

「何か、さっきから」

　腕に当たるものがある。

　柔らかく、弾力のある……存在感抜群の、つまり、リオナの胸だ。

「もっと小さければいいのに」

　思わず不満（？）を洩らしてしまう。

「やるしかない。いまはそれどころじゃ……」

　横を見る。通り過ぎていく景色が、どんどん早くなっていく。同時に、機体に手ごたえ。翼にかかる浮力が、機体の重量を超えようとしているのだ。

　飛びたがってる。この飛行機が、飛びたがってる！

「行けー！」

　操縦桿を引いた。わずかに。それだけでよかった。

　フワッ。

　機体が滑走路を離れる。そのまま上昇。

　リオナを加えて、搭乗者の重量が前回の倍だから、飛び立つのにも苦労するかと思った。しかし滑走距離こそ多くかかったものの、まったく問題なく離陸に成功した。

「すごい。このエンジン！」

　デチューンしたとはいえ、三百馬力の航空エンジンが搾しぼり出す出力はすばらしい。

　およそ五百メートルの高度まで達して、馨一は操縦桿を戻した。あまり上ると気温が下がりすぎる。意識を失っているリオナの身体に障るだろう。

　方位計を見ながら大きく旋回。真南を目指す。

　出力五十パーセント。巡航速度二百キロ。

「これでしばらく……」

　コツコツ、とコクピットの近くのボディーを叩たたかれた。

「あは！」

　馨けい一いちにはノックの相手が誰だれだか、見なくてもわかっている。振り返れば、そこにある笑顔が。

「ヘンシェル」

「ケーイチ」

　わずかにコクピットから出した手を、ヘンシェルが握る。

　それからヘンシェルは、翼を開いたままコクピットの背後へ回りこむと、両腕で馨一の首に腕を回した。

　ヒンメル１号アインの翼とヘンシェルの翼が平行に伸びて、一体になったかのように見える。そのまましばらく飛び続けた。

「船だ」

　眼下に船が見えてきた。青の濃い海に白い航跡を残して進むさまは、なんだかよくできたＣＧのようだ。馨一たちと同じ南へ進んでいる。

「あれは、いつも島へ来る定期便の船だな」

　ヘンシェルが言う。早くも船を追い越したのだ。

　馨一の首に腕を絡めているので、ヘンシェルの顔は馨一のすぐ隣にある。それからヘンシェルは馨一のヘルメットを軽く叩いた。

「ん？」

　馨一が口元を覆っていたマフラーを下げる。

「いままで、迷惑をかけたようだ。ゆひに聞いた」

「そんなこと。なんでもないよ」

　迷惑をかけた、か。ヘンシェルらしいな。

　馨一は安心した。ここにいるのは、間違いなく、いままでのヘンシェルだ。

「その……」

　ヘンシェルの言葉が、言いづらそうな調子に変わる。

「なに」

「いままでのわたしは、その、どうだったのだ？」

「どうだった、って？」

「迷惑をかけたとは思うのだが、教えてくれないのだ。ゆひも。由ゆ佳か里りも。だから」

「何をしたって……そうだなあ」

　男湯に入ってきたのは驚いたな。それも……。

「ん、んん！」

「なんだ。なぜ言わない。やはり、よほどひどいことがあったのだな……まさか」

「だ、だいじょうぶだよ。なにがあっても、ヘンシェルはヘンシェルだもの」

「ほんとうか」

「ああ、ほんとうだよ」

　操縦桿かんを押さえていない左の手で、ヘンシェルの腕に触れた。ヘンシェルがさらに手のひらを重ねる。



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃあ、そんなことがあっても、その……嫌いになってない？　わたしのこと」

　ヘンシェルの顔が赤らむ。泣きそうに下がった眉まゆ毛げ。

　馨けい一いちは答えるかわりに、いま触っているヘンシェルの腕を強く握った。ヘンシェルの手も、馨一の手を強く包み込む。
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「……こうしていたい」

　しばらく無言だったヘンシェルが馨一の耳元で言う。

「なにが？」

「こうして、ケーイチにさわられていると、とても落ち着く」

　さっきからずっと馨一の手がヘンシェルの腕をつかんでいる。

「さわる？　ああ。でも、グローブの上からだよ」

「いい。それでも、ケーイチの体温を感じるから」

　そうなのか。と馨けい一いちは思う。少しして、ヘンシェルがまた続けた。馨一のヘルメットの、耳もとに口を寄せるようにして。

「だから、また……ときどきは、さわってくれないか」

「さわ、る……って」

　ああ、そうか。

　手を繋つないだり、腕を組んだり。ヘンシェルが馨一の腕を取って歩いたり……。そんなビジョンが、馨一の脳裏に浮かんだ。

「うん。いいよ」

「そうか」

　ヘンシェルは、馨一がクスッ、と笑ったのを感じたらしい。

「なんだ。またどこか、おかしかったか？」

「いや。ちっとも……ヘンシェル。島が見えてきたよ！」

　海の中に、ポツンと島影が見えてきた。

「ケーイチ、着陸態勢に」

「りょうかい！」

　ヘンシェルの腕が離れていく。馨一はゴーグルを下ろし、スロットルレバーと操縦桿かんをしっかり握った。

　夷い皇おう島じまを飛び立ってからきっかり一時間。

　スケジュール通りのフライトだ。

「いいぞ。正面真まっ直すぐ。あそこに降りる」

　小さな島に飛行場はなかった。ヘリポートだけがある。しかしヒンメル１号アインなら、五、六百メートルもあれば着陸はできる。ヘリポートわきの直線道路に降りればいい。

　完かん璧ぺきな着陸ならば、だが。

「だいじょうぶだ。できる。ヘンシェルがついてる」

　目の前のリオナのために、絶対に一度で成功させなくては。

　着陸は離陸の何倍も難しい。

　滑走路への進入角度。そして進入方向。スロットルを絞って高度を下るのと、昇降蛇を操作して機首の上げ角を調整するのと……。

　風力、風向も影響してくる。

　スロットルを絞る。それだけで高度は落ちていく。

　もともと五百メートル程度の高さで飛んでいた。絞りすぎないよう、細心の注意を払う。汗がヘルメットの中を流れた。

「ケーイチ！　高度が落ちすぎてる。このままだと道路にかかるまえに、落ちるぞ！」

　ヘンシェルの言葉に頷うなずく。

　わずかに増速。しかし機首が上がらないように、操縦桿で押さえる。

　そうしている間にもどんどん道路は迫ってくる。失速寸前のスピードとはいえ、時速百キロ近くはある。

　緊張で固まり、全身汗だくになっている馨けい一いちを、ヘンシェルは励まし、機体のあちこちにとりついては降下姿勢を正してくれた。

「くる、くる、くる……！」

　残りの燃料を放出した。これでもう、二度目はない。

　ヘンシェルは、ヒンメル１号アインの車輪が滑走路に接地するぎりぎりまで、機体がのめったり横転したりしないように気を配ってくれる。

「ケーイチ、着地だ！」

「！」

　ヘンシェルの合図で、馨一はわずかに機首を持ち上げた。同時にスロットルを閉じる。フワッ、と浮きかけたところで、失速した。

　ドン！

　翼の下の主脚から接地した。とたんにコクピットを貫いてくる騒音と振動。

　ゴゴゴゴゴゴゴ！　ガラガラガラガラ！

　わずかに遅れて前輪も地面についた。ますます騒音がひどくなる。

「い、いいぞ！　まっす、ぐ……！」

　馨一はフットバーと前輪のハンドルを操作しながら機体がふら付くのを押さえていた。二百メートル、三百メートル。機体が走っていく。速度がじょじょに落ちてきた。

「よし！」

　ブレーキを握った。前輪につけられているパッド式のブレーキだ。自転車と同じものだった。

　キュキュキュキュキュ！

　急制動をかけたためにふらつくハンドルを必死で押さえた。が、わずかに機体が傾いだ。ラダーを間違った方向へ振ったのか。それとも急に突風が吹いたのか。

「わ！」

　戻そうとするとよけいにふらつく。そのままついに、機首が横を向いてしまった。

「ケーイチ！」

　ヘンシェルが翼をつかんで押そうとするが、もう遅い。機体は完全に横滑りを始めると、スピンするように機尾を振った。

　ヘンシェルは機体を制御するのをあきらめて、コクピットの馨一の上に覆いかぶさる。

「うあああああ！」

　そのまま翼が地面についた。それでも止まらず、翼がグーンとたわむと、折れ飛んだ。

　ザザザザザザー……！

　車輪がはじけて、胴体が地面に落ちた。火花が散る。そのまま滑っていく。

「ヘンシェル、だめだ、離れて！」

　馨一は、それでも自分を庇かばおうとするヘンシェルを機体から遠ざけようとした。一瞬、目が合う。しかし、ヘンシェルは首を横にふってますますかたく馨けい一いちの身体からだにしがみついた。

「ヘンシェル……」

　吹き飛んでいく風景の中、馨一は触れ合っているヘンシェルの身体を意識した。

「あ――――！」

　ガン！

　大きな音と衝撃。機体から投げ出されるかと思うほどだった。どうやらガードレールにぶつかったらしい。

　が、それが幸いした。

　機体はぶつかったところを支点に百八十度回転すると、機首を真後ろに向けて、ようやく停止した。

「……止まった、のか」

「ケーイチ！」

　ヘンシェルはすぐに機体を降りると、コクピットから馨一を引っぱり出そうとした。

「待って。リオナが」

　一度、リオナと身体どうしを縛り付けているベルトを外さないと、出ることは無理だった。馨一はリオナの身体をまさぐってベルトの留め金を捜す。

「これか？　……いや」

　目で見ながらではないから、難しい。五点式のシートベルトが、身体に食い込んでいる。

「こっちを先に」

　ギュッ、と強引に引っ張った。と、リオナがモゾッ、と身じろぎした。

「え？」

　とたん、グーンと身体を押し付けられた。明らかに、もがいている。

「ちょっと、待って！　ヘンシェル、リオナのヘルメットを！」

「わかった」

　ヘンシェルがリオナのヘルメットを外す。

「けほっ、けほ！　なあに！　どうなってるの！　あなた、市いちヶが谷や馨一ね！　なんでわたくしとこんなにくっついているの！　離れて！　離れなさい！　ちょっと、さっきからどこを触ってるのよ！」

　リオナだった。間違いない。いつもの、リオナだ。

「あ、あは……ははは！」

　馨一の口から笑いが漏れた。笑いが、止まらなくなる。

「ふふ……あはは」

　ヘンシェルも笑っていた。

「な、なに!?　なに笑ってるのよ！　どういうこと！　説明しなさいよ！　ライフゲームはどうなったのよ！」

　道路の向こうから、病院の職員とおぼしき人影が何人も走ってくるのが見えた。

「あ、あはは」

　馨けい一いちはまだ止まらない笑いの中で、どうやって謝ろうか、と思った。
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「結果発表でーす！」

　すでに日の暮れかけた空にみさ緒おの妙に元気な声が響く。

　馨一たちが無事、アメリカ領の島へたどり着いたこと。リオナが意識を回復し、まったく元気なこと。念のために精密検査を受けたがどこも異常のなかったこと。これらの報が夷い皇おう島じまにもたらされると、生徒会も華道部も、僚りよう冶じやみさ緒も、全員、安あん堵どに胸をなでおろした。

　そして驚いたことに、中断されていたライフゲームデュエル種目、すき焼き作りが再開されたのである。

　といっても、すでに相手役の運動部生徒たちもすっかりやる気をなくし、またリオナを欠く生徒会もそれを統制する決め手をなくし、けっきょく、追いかけっこも妨害ももうなく、単に材料を収集して終了となったのだ。

　だいたいギャラリーの大半は、もうゲームがないものとあきらめて帰ってしまっていた。

　そしていま、みさ緒の目の前には、グツグツと音を立て、いい匂においをさせながらできあがったふたつのすき焼き鍋があった。

「材料は、お肉、焼き豆腐、シラタキ、ネギ、シイタケ、春菊、と、どちらも揃そろっているようね。お味は」

　小皿に割り下の汁を軽く取り、味見をする。

「うん！　どちらも、いいわ。おいしいわよ」

「……なんだか、先生がすき焼き食べたいだけみたい」

　ゆひに、

「ま、そう言うな。結果発表だ」

　僚冶が言う。

　そして、本当の結果発表。

「発表します。料理対決！　生徒会のすき焼き対華道部・発明部のすき焼き、では……」

　全員が固かた唾ずを呑のんだ。なんだかんだ言って、まだ勝負は続いているとすれば、この結果次第で、生徒会も華道部も、部室である迎げい賓ひん館や御ご殿てんの没収が決まるのだ。

　そして転居先は、ジャングル農場。

「勝者は……」

　みさ緒が高々と片手を上げる。もはや楽しんでいるのは明らかだ。

「勝者はァ？」

「どっちなのよー！」

　ニコッ、と笑うみさ緒お。そして、

「なし、です！」

　みさ緒の言葉がスピーカーから響くと、いっせいに、

「はああ～!?」

　ため息とも抗議ともつかない声が漏れた。

「どうして？　負けたとか、そういうのならわかるけど、勝者なし、って」

「ちゃんとできてるじゃないのさー！　お肉だっていっぱい入ってるのよー！」

「そうだァ、嫌いな春菊も入れたぞォ！」

　春菊、人気なし。

「わたし、シイタケが少し苦手なんです」

　と由ゆ佳か里り。そんなことは誰だれも聞いていない。

　おもむろにみさ緒が二つのすき焼き鍋を指差して、言った。

「タマゴがないでしょう」

「タマゴぉ？」

「ええ。すき焼きは、タマゴをからめて食べる料理。どちらの取り皿にも、タマゴの用意がありません」

　言われて初めてわかった。確かに、タマゴは探して来ていない。

「ああああ！　タマゴかァァァ！」

「すると、どうなるの」

「そうよ、判定はどうなるのよー」

　みさ緒がコホンと咳せき払いをして、

「両者、失格。失格の場合、その時点での全金額を没収です」

「えええええー！」

「さらに、もうこの先は決算日。つまり、ここで両者の資産ゼロ円が決定です」

　みさ緒の言葉に騒然となる生徒会、それに華道部の面々。

「待って！　でも、子どもとか配偶者を、売れるんじゃなかった？」

「売れる？　子どもを？」

　そうである。決算日にプレイヤー以外のすべてを現金化できるのがライフゲームの特徴。つまり、子どもも奥さん、あるいは夫も売れるのだ。恐るべし、ライフゲーム。

「そうです。でも、いま、市いちヶが谷やくんもリオナさんもいません。それにヘンシェルさんもいないですから」

　生徒会側は僚りよう冶じとめぐみだけ、華道部側はゆひときっ子だけ。

「配偶者と子どもを売っても、差はでません。つまり、両者引き分け、です」

　おおおー、とどよめきが起こった。

「引き分け……ていうことは」

「いままでどおり、御ご殿てんを部室にできる、っていうことだね」

「わたしたちも、迎げい賓ひん館を生徒会で使うことができる」

「引越ししないでいいでありますか？」

「いいんだよ、きっ子ちゃん、やったよ、わたしたち！」

「よっしゃァァ！」

　抱き合うきっ子とゆひ。抱き合う流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつ。めぐみと黎れい、は抱き合わない。しかしうれしそうである。めぐみはもうボロボロ涙をこぼしていた。

　けっきょく、この結果がどちらにとってもいちばんよかったのである。

「これでライフゲーム、終了です！」

　みさ緒おが宣言する。

　パチパチパチパチ……。誰だれからともなく、拍手が起こった。それはすぐに大きな拍手と歓声に変わっていった。



　そのころ、校舎裏の雑木林の奥では……。

「誰も見つけに来ないなあ……気合入れて隠れすぎたかあ……」

　タマゴ役の学生がひとり、タマゴ、というよりも、鶏のコスプレのまま、膝ひざを抱えて地面にうずくまっていた……。



    

  
    
      


ｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎ



「おはよう！　ヘンシェルさん」

　ヘンシェルが教室に入ると、何人ものクラスメイトが挨あい拶さつをしてくる。

「おはよう……」

　かすかに違和感を感じながら挨拶を返すと、ヘンシェルは自分の机についた。そこへ、さっきの女生徒二人が近づいてくる。

「ねえ、ヘンシェルさん。今日って帰り、何かある？」

「いや、何もないが」

「そうなんだ。じゃあじゃあですね。学生街に、新しく出来たカラオケ屋さんに、みんなで行きませんか？」

「え？」

　ヘンシェルは戸と惑まどった。

　いままで、こんなふうに誘われたことはない。

　嫌われていたわけではない。いつだってそつなくやってきた。こなしてきた、と言ってもいい。だが、とりたててクラスメイトと交わろうとしたことはなかったし、用がなければ自分から声をかけることもなかった。

「誘っているのか。わたしを。なぜ……」

　思わず、尋ねてしまっていた。

「なぜって。ヘンシェルさんがいたら、ナンパされるかもって！　きゃあ、ウソですウソ！」

「理由なんてないですよ。みんなで遊んだほうが楽しいから」

　もうひとりの女子が言う。そして笑った。

「そうか。楽しい……か」

　カラオケはもちろん知っている。だがそんなものが……歌を歌うだけのことが、楽しいなどと考えたこともなかった。しかし、

　みんなといっしょなら、楽しい……。

「そうか」

「いいですか？　決めちゃって？」

「あ、ああ」

「ほんとですか。やったー！　ほらやっぱり、いいって言ってくれたでしょ」

「そうだね、よかった」

「なんだ。なにか……」

「あ、ごめんなさい。ヘンシェルさん、最近変わったから。ずっと話しやすくなったし、なんだか楽しそうだった」

「わたしが、楽しそう？」

「そうですよ。だから。誘ってみたらどうかなって、言ってたんです。でもよかった。じゃあ、放課後すぐ。三時スタートですよ」

　それだけ言うと、二人は自分の机に戻っていく。もう朝のホームルームが近い。

「あ、待って」

　ヘンシェルは去っていく女子の背中に、声をかけた。

「もうひとり……いや、二人、誘って、いいか」



「フォルゴーレさん！　お願いです！　俺おれと、友だちからでいいっス。交際、いいっスかあ!?」

「はあ!?」

　明らかにホームルームには遅刻という時間。

　校舎にも入らず、ゆうゆうと校庭を歩いていたフォルゴーレに、急に何人もの男子生徒たちが飛び出してくると道を塞ふさいだのだ。

　そして、唐突な告白。

「お、俺も、俺もです、フォルゴーレさん！　つきあってください！」

「ぼくも！　その、正直、好きです！　フォルゴーレさん、ぼくと……！」

　自分で言ってテンションがどんどん上がっていくのか、さらに赤面ものな男子たちの告白が続いていく。

「ちょっと、待てデス、おまえら！」

　業を煮やしてフォルゴーレがさえぎった。

「おまえら誰だれに言ってるデスか？　このミ私がおまえらとつきあう？　どういうことネ。ミとつきあうなんて、二万年早いデス！」

「ええー!?」

　フォルゴーレはギロッ、と生徒たちを睥へい睨げいする。

「ひっ」

　無言の迫力に縮み上がる男子生徒たち。

　フォルゴーレの制服は、また以前のやたら露出度の高いセクシーなものに戻っていた。それになにより、

「おらァ！　いつまで見てるデスか！　とっとと肩でも揉もむデス！」

「あ、ハイ！　ただいま」

「そこの！　言われなくても椅い子すになるネ！」

「はいー！」

「焼きそばパンはどうしたデスか！　それにいちご牛乳ネ、買って来い、デス！」

「は、はい！　行ってまいりますー！」

「フォ、フォルゴーレさんだ……フォルゴーレさんだ、まえのフォルゴーレさんに、戻ってる―――！」

「でも、これもいいかも……」

　恐慌に陥りながらも急にセコセコと動き回る男子生徒たちを後しり目めに、フォルゴーレは大きくため息をついた。

「まったく、ホネのない連中ばかりネ」

　そう言って天を仰ぐ。

「まったく、ホネのない……」

　ポツリと洩もらす言葉の裏には、誰かの面影がイメージされているようだった。



「♪ふ～～～るさとを～～～～～！　あかい～～～ちしおにそめたァ～～～、ごにんの～～～せんしィ～～～！」

　カラオケボックスの部屋いっぱいに響き渡る大声。しかもアニソン。

　決してうまいとは言えないものの、妙にアニソンの特徴をつかんだ歌いまわしがサマになっていないこともないのは、むろん、流ながれ山やまである。

　けっきょく、ヘンシェルは馨けい一いちときっ子だけを誘うつもりが、敏感に察知した流山と九く品ほん仏ぶつが強引に加わり、ほとんど発明部のカラオケ大会と化してしまっていた。

「あは、はあ～～」

　空気の漏れるような顔に苦笑を張り付かせているのは、最初にヘンシェルを誘ったクラスメイトの二人だ。

「ごめん、なんか、こんなことになっちゃって」

　気を遣って馨けい一いちが言うと、ヘンシェルは笑って、

「いいではないか。楽しい、のだから」

　答える。その表情を見ると、馨一もなんだか、これでいいような、気持ちがすっと軽くなるようだった。

「へーか、何か歌ってほしいであります」

　きっ子がマイクを馨一に手渡す。

「うん。じゃあ、いっしょに歌おうか」

「ほんとでありますか。きっ子、いっしょに歌うであります」

「んん、ケーイチ、歌うならわたしが歌う」

　すかさずもう一本のマイクを握るヘンシェル。

「あー、ずるいであります、ヘンシェル、きっ子がいっしょに歌うって……」

「遅い。マイクは二本しかないのだ。握った者のものだ」

「だからそれは、きっ子のー！」

「わたしのだ！」

「……おいおい……」

　二人の間に割って入りながらも、馨一は思わず笑ってしまっていた。

　こんな時間がこれからも当分続くような気がして。

了　



    

  
    
      



    

  
    
      


　あとがき



　これまで「夷い皇おう島じま学園華道部」シリーズを読んでくれていた皆さん、お久しぶりです。初めてこの本を読んでくれた読者の方、初めまして。

　新しくリスタートした「夷皇島学園」です。華道部、は取れてますが、いつもの面々はそのまま。アンドロイドの三姉妹もそのままです。



　アンドロイドの女の子たちは、どうしたら幸せになれるのでしょう。

　恋をして、好きな彼氏と手を繋つないでデートして、おしゃべりをして、いっしょに遊んだり、キスをしたり……。

　なんだ、普通の女の子と変わらないぞ。

　でもアンドロイドは人間じゃないから、普通のことも普通にできなくて、悩んでしまいます。

　そんな彼女たちに、少しの間だけでもアンドロイドであることを忘れて、思い切り過ごしてもらえたら……。

　そんな気持ちも今回は入っています。



　ところで個人的なことでスイマセンが、この小説を執筆中にＰＣが壊れました。

　突然、画面が真っ暗になって、それっきり。幸い、前日までの分はバックアップがとってあったとはいえ、ＰＣはそのまま入院。急きょ友人に借りた不慣れなＰＣでなんとか最後まで書き上げました。

　ほんと、死ぬかと思った。

　思わず、ネコを相手に泣こうかと思いました。それはしませんでしたが、いつもより飲み過ぎて悪酔いしました。

　このあとがきを書いているいまも、まだＰＣは戻ってきていません……



　また、これまでにないウルトラタイトなスケジュールで、担当のＨさん、編集部のみなさんにもご迷惑をかけまくりでした。ウニよりも深く反省しています。



　なお、このあとがきも編集部で書いています。ほんとにスイマセン。年末に謝ってばっかり……。

　最後に今回から新しくイラストを担当してくださった８８８さん、キュートでクールなイラストありがとうございます。





　２００４年　クリスマスまであと三日！　という日に。すずきあきら



    

  
    
      

　著者

　すずきあきら

　　札幌市出身、６月生まれのＯ型。

　　コンピュータ関係出版社勤務を経てフリーに。「鈴木ドイツ」としてライター、エディターをメインに活動し、ゲーム企画等にも関わる。猫を愛し、生活が猫を中心に回っている。

　（ただの猫バカ、詳しくはサイトで※本人談）

　　ＭＦ文庫Ｊ以外の著書としては『ＡＺＵＣＨＩ～剣の左京～』（ソノラマ文庫）、鈴木ドイツ名義では『ガンダムと第二次世界大戦』（廣済堂出版）等がある。日本ＳＦ作家クラブ会員。

　サイト：‥experie

　http://www.cablenet.ne.jp/~k1s/



　イラスト

　８８８

　　イラストレーター。だいたいハワイ諸島の左斜め上のほうに生息中。

　　好きなものはかわいい女の子とかわいくない女の子。

　　嫌いなものは梅干し。

　　趣味はシーモンキー飼育。

　　文庫のお仕事ははじめてですが、頑張りますのでよろしくお願いします。

　８８８公式サイト（オープンしたて）

　http://yellow.ribbon.to/~o888/
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